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京都地域における学生の「学びと成長」の支援をめざして
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　京都には、数多くの大学・短期大学が集積しています。その都市特性を活かすため、京都市と大学を中心

とした産学公の連携により、1994年に全国初の大学連携組織である「京都・大学センター」が設立されました。

当財団の前身となるこのセンターから数えると 20年を経過し、この間、中期計画として第 1～ 3の「ステー

ジプラン」を策定し、事業を推進してまいりました。前計画である「第3ステージプラン（2009-2013年度）」

においては、文部科学省「戦略的大学連携支援プログラム」を活用した大学間連携によるFD事業や国際連

携事業など、先駆的な事業に取り組んでまいりました。

　現在の高等教育を取り巻く情勢を見ますと、18歳人口の長期的な減少やグローバル化などを背景に、知

識基盤の形成や人材育成を担う大学の質的向上に社会的な期待が高まっております。また、地域の核と

なる大学機能の構築も喫緊の課題となっております。

　一方、京都は、前計画の推進期 5年間において、全国的な少子化傾向にもかかわらず大学生の総数は横

ばいで推移しており、地元入学者に比べて全国各地からの入学者が相対的に多い状況となっています。また、

留学生数も増加傾向にあります。このことは、各大学・短期大学が、それぞれの特徴や個性を活かした魅力・

教育の質向上に努めるとともに、相互に競争的な取組みを進めるだけでなく、京都地域全体の魅力の向上

が必要であるとの認識のもと、大学間連携事業に精力的に取り組んできた賜物といえます。

当財団では、2014 年度より「第 4ステージ」を迎え、このたび策定した中期計画に基づき、①京都地域

における大学間連携事業の推進、②加盟大学・短期大学の教育の質向上の追求支援、③「大学都市」京都、

地域の発展と活性化への貢献を掲げて、一層の大学振興に取り組んでまいります。

　また、併せて京都市と当財団が協働で策定いたしました、「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画」

におきましても、❶学生が学ぶ環境の充実、❷大学・学生の国際化の促進、❸学生の進路・社会進出の支援、

❹大学との連携による京都の経済・文化・地域の活性化、❺学生が持つエネルギーをいかした京都力の強化

❻プロモーション戦略の強化を施策の柱として、着実に実行してまいります。

計画策定にあたり、様々なご尽力・ご支援をいただいた大学政策委員会の方々をはじめ関係者の皆さまに、

心から厚く御礼申し上げます。

平成 26（2014）年 3月

公益財団法人 大学コンソーシアム京都

理事長　

赤松　徹眞



ɹ2009 年度ΑΓεターτͨ͠財団ͷ中期計画ʮ第 3 εςーδϓランʯ͕ 2013 年度を΋ͬͯ終了͢Δ͜ͱ

͔ΒɺそΕʹ続くʮ第 4 εςーδϓランʯを策定͢べくɺ͜Ε·Ͱͷ事業ͷ総括を含Ίͨ様々ͳ検討を

重Ͷɺ͜ͷͨびɺʮ第 4 εςーδϓラン－京都地域ʹ͓͚Δ学生ͷʰ学びͱ成長ʱͷ支援をΊͯ͟͠－ʯ

͕完成いͨ͠·ͨ͠ɻサϒタΠτルʹ͸ɺ今後展開͢Δ財団ͷ事業をɺ京都地域ͷ学生ͷʮ学びͱ成長ʯ

支援ʹ繋͕Δ΋ͷʹͨ͠いͱいう思いͱͱ΋ʹɺ͜Εをɺ財団ʹ関わΔ皆͞·方や市民ɺ自治体ɺ産業界

等ͷ関係者ͷ方々ͱ΋共有ͨ͠いͱいうϝッセーδを͜Ί·ͨ͠ɻ

ɹ͜ͷʮ第 4 εςーδϓランʯͰ͸ɺʮ高等教育ͱ財団を取Γ巻く状況ʯを踏·えͨうえͰɺ現行事業ͷ成果・

実績ͷ確認ͱ改善課題ͷ検証・分析ʹ基͖ͮɺ今後ͷ事業推進ʹあͨͬͯ当財団͕ʮ目指͢΋ͷ・役割ʯ

を明確ʹ掲͛Δͱͱ΋ʹɺそͷ実現ʹ向͚ͨʮ検討課題ͱ改革ͷ方向性ʯを明示͓ͯ͠Γ·͢ɻ

ɹ加盟大学・短期大学を͸͡Ίͱ͢Δ関係者ͷ方々ͱͷ意見交換を重ͶΔ中Ͱɺ全般的ͳ事業ͷ精選ɺ財

団運営ͷ合理化・効率化ɺ効果ʹ再考ͷ余地ͷあΔ事業ͷ縮減等ͷʮ改善・見直͠ʯʹɺ賛同͢Δ意見͕

多く寄せΒΕ·ͨ͠ɻ·ͨɺʮ大学間連携ʯͰ事業を行う͜ͱͷ意義ʹ期待͢Δ声ͱͯ͠ɺʮ単位互換ʢ特

ʹコーσΟネーτ科目等ʣʯʮFD・SDʯʮ学生交流ʯ等ͷ取組Έʹ͓いͯɺ他大学ͱͱ΋ʹ事業を進ΊΔ財

団ϓログラϜͷ優位性ʹ対͢Δ意見を多くい͖ͨͩ·ͨ͠ɻ·ͨɺ分野別ʹ͸ɺʮ国際交流ʯʹ͓いͯ多数

ͷ要望͕あΓɺ留学生受入Εʹあͨͬͯͷ生活支援・住居等ͷ整備ʹͭいͯɺ自治体ͱͷ協力やΠンϑラ

整備ͷ働͖͔͚΋含Ίͨ積極的ͳ施策͕求ΊΒΕͯいΔ͜ͱ͕明Β͔ʹͳΓ·ͨ͠ɻ͞Βʹɺ留学生受入

Εͱ送Γ出͠を別々ʹ取Γ扱うͷͰ͸ͳくɺ日本人・留学生を教育ϓログラϜや寮生活を通ͯ͡相互交

流͞せΔ͜ͱやɺΠンターンγッϓ等を含Ίͨ留学生ͷ進路課題ʹ対応͢Δ͜ͱ等ʹͭいͯ΋ɺ期待͕寄

せΒΕͯい·͢ɻ

ɹ͜ΕΒを踏·えɺ今後 5 年間ͷ財団事業ͷ具体化ʹあͨͬͯ͸ɺ専門委員会及び加盟大学・短期大学・

団体ͷ皆͞·ͱͷ共通認識を図Γɺ自治体ʹ積極的ͳ連携協力を求Ίͳ͕Βɺ推進ͯ͠·いΓ·͢ɻ

ɹ結びʹɺ2012 年秋ΑΓ本計画策定ʹ御尽力をい͖ͨͩ·ͨ͠ɺ大学政策委員会及びɺ同幹事会ɺワーキング

グルーϓϝンバー委員各位を͸͡Ίɺ貴重ͳ御意見を͓寄せい͖ͨͩ·ͨ͠加盟大学・短期大学ͳͲ関係

団体ͷ皆͞·ʹ心͔Β御礼申͠上͛ɺ引͖続͖事業ͷ推進ʹ͝協力を賜Γ·͢Αうɺ重Ͷ͓ͯ願い申͠上

͛·͢ɻ

平成 26ʢ2014ʣ年 3 月

公益財団法人 大学コンソーγΞϜ京都

大学政策委員会委員長　

草野　顕之



公益財団法人 大学コンソーγΞϜ京都

第４εテーδプϥンʢ2014～2018年度ʣ ～の概要

財団の目指す΋の
ᶃ 京都地域ͷ大学間連携ͱ相互協力を図Γɺ加盟大学・短期大学ͷ教育・学術研究水準向上ͱそͷ成果ͷ地域社会ɺ産業界へͷ還元をめ͟͢ɻ

ᶄ 地域社会ɺ行政及び産業界ͱͷ連携を促進͠ɺ地域ͷ発展ͱ活性化ʹ努めɺ京都地域を中心ͱ͠た高等教育ͷ発展ͱ社会をϦーυ͢Δ人材ͷ育成をめ͟͢ɻ

第3εテーδʢ2009～2013年度ʣ

ʮ大学ͷまち京都ʯͳΒͰ͸ͷ新͠い地域連携Ϟσϧを

活͔͠た高等教育ͷ質ͷ向上

第3εテーδʹ͓いͯ財団の果たす役割

フϨーϜワーΫ

ᶗ.地域性を活͔͠た大学間連携ʹΑΔ教育ͷ質ͷ向上ᶗ.ͱ新たͳ

教育ϓϩάϥϜͷ開発

ᶘ.ʮ大学ͷまち京都ʯをϦーυ͢Δ学生ͷ育成

ᶙ.教育力向上ͷためͷＦＤ・ＳＤ事業ͷ充実ͱ地域ネッτワーΫ

ͷ推進

ᶚ.加盟大学・短期大学ͷ個性・魅力を活͔͠た機能的ͳʮϛχ・

コンソーγΞϜʯͷ形成

ᶛ.ʮ京都・ワンΩϟンύεʯͷ国内外へͷ発信

ᶜ.京都高等教育研究ηンλーͰͷ共同研究ʹΑΔ京都ͷ魅力ͷ追求

ᶃ大学教育ͷ質的転換ͱ抜本的改革ʹ対͢Δ社会的要請

・18歳人口ͷ長期的ͳ減少ͱ少子高齢化

・大学機能ͷ再構築ͱΨόφンε強化

・άϩーόϧ人材ͷ育成

・地域ͷ核ͱͳΔ大学ͮくΓʮCOC構想ʯ

ᶄ教育内容や提供方法ʹ関͢Δ変化                                                                                                              

・組織的ͳʮΩϟϦΞ教育ʯͷ実施

・ΦンϥΠン無料大学講座ͷ進展

・付加価値ͷ高い授業運営ʢΞΫςΟϒϥーχンάͳͲʣ

ᶗ.地域性を活͔͠た大学間連携ʹよΔ教育の質の向上ͱ新たͳ

教育プϩάϥϜの開発

・既存事業ʢ単位互換・生涯学習・Πンλーンγッϓʣͷ新たͳ展開

・海外ͷ大学コンソーγΞϜͱ提携͠た国際交流型科目・留学ϓϩάϥϜͷ開発

・ʮ京都・地域連携型教育ϓϩάϥϜʢ仮称ʣʯͷ開発

・eϥーχンά導入ʹΑΔ͞ΒͳΔ発展～大学連携ʹΑΔICTͷ活用強化～

ᶘ.ʮ大学のまち京都ʯをϦーυすΔ学生の育成

・大学間連携ʹΑΔʮ学生ͷ人材育成ϓϩάϥϜʢ仮称ʣʯͷ企画・実践

・学生ͷʮϦーμーγッϓ能力養成ϓϩάϥϜʢ仮称ʣʯͷ実施

ᶙ.教育力向上のたΊのＦＤ・ＳＤ事業の充実ͱ地域ネッτワーΫの推進

・FDʢϑΝΧϧςΟ・σΟベϩッϓϝンτʣ事業ͷ展開

・SDʢελッϑ・σΟベϩッϓϝンτʣ事業ͷ展開

ᶚ.加盟大学・短期大学の個性・魅力を活͔͠た機能的ͳʮϛニ・

コンソーγアϜʯの形成

・機能的ͳʮϛχ・コンソーγΞϜʯを形成͢Δ環境・基盤ͷ整備

ᶛ.ʮ京都・ワンキャンύεʯの国内外΁の発信

・ʮ京都ϒϥンυʯͷ強化ͱ共同入試広報ͷ積極的ͳ展開

ᶜ.京都高等教育研究センターͰの共同研究ʹよΔ京都の魅力の追求

・京都高等教育研究ηンλーͰͷ共同研究ͷ推進

事業計画：キーワーυʮ質の向上ʯɺ

ɹɹɹɹ ʮ地域性ɺ国際性ʯɺʮ事業の選択ͱ集中ʯ

高等教育ͱ財団を取Γ巻く情勢

高等教育政策の全国的動向

ʲ第3εςーδ期(2009～2013年度ʣͷ状況ʳ

ᶃ京都ͷ大学等ͷ学生数ʹͭいͯɺ166,000～167,000名規模Ͱ推移ɻ

ᶄ地元ΑΓ全国各地͔Βͷ入学者͕多いʮ入学者流入超過型ʯ傾向を

維持ɻ

ᶅ留学生数͕2009年～2013年Ͱ5,377名͔Β6,900名へ໿

1,500名૿ɻ

ᶆ短期大学定員未充足状況͸5年前ͱ比較ͯ͠深刻͞を૿大ɻ

 (2009年 9法人未充足/全15法人 ⇒ 2013年 11法人未充足/全14法人ʣ

京都の高等教育の現状

ʲ高大連携事業ʳ    

共同入試広報事業ͷ展開・拡大͔ΒʮΩϟϦΞ教育ʯを重視

͠た高校生・大学生ͷ交流事業へͷγϑτ 

ʲインターンγップ事業ʳ    

・現状ͷ各コーεʢϏδネε・ύϒϦッΫ・ϓϩάϨεʣͷ
ɹ運用改善

・事業ͷ特色を踏まえた広報ͷ強化

・事前事後ϓϩάϥϜͷ効果検証

・専門委員会ʹ͓けΔ総合的ͳ検討 

ʲ単位互換事業ʳ 

・ʮコーσΟネーτ科目ʯʮϓϥβ科目ʯͷ特色化    

・科目内容や到達度等ͷ評価制度ͷ構築    

・制度ͷ効果的広報    

ʲ生涯学習事業ʳ    

・実績を踏まえた提供科目ͷ整理や広報ͷあΓ方ͷ再検討    

ʲe-ϥーニンάʳ    

・e-ϥーχンάγεςϜͷ円滑Ͱ安定的ͳ運用ͷ課題ͷ整理 

ᶃ大学間連携ʹよΔ教育プϩάϥϜの充実  

ʲ留学生・日本人相互交流の促進ʳ    

授業・講座ɺ地域ɺ各種ΠベンτͳͲͷ既存事業を通͡た

交流機会ͷ提供    

ʲ留学生受入Ε体制の強化ʳ    

・住宅整備    

・短期留学ϓϩάϥϜ開発・実施    

・生活支援・就職支援    

ʲ学生の海外೿遣ʳ    

・既存ネッτワーΫͷ活用    

・海外೿遣ϓϩάϥϜͷ開発支援

・海外研修ϓϩάϥϜͷ相互利用    

・海外೿遣準備講座ͷ開講    

ʲάϩーόϧ化ʹ対応͠た大学教職員の育成ʳ    

・研修企画ͷ策定・実施

ᶆ国際交流プϩάϥϜの充実  

ʲ重点事業の点検評価ʳ

2014年度：ελーτΞッϓ

▶ 2015年度：事業推進

▶ 2016年度：中間見直͠
ʢ加盟校ώΞϦンάʣ

▶ 2017年度：修正企画実施

▶ 2018年度：総括・次期計画策定
ʢ加盟校ώΞϦンάʣ

第４εテーδプϥンʢ2014～2018年度ʣの推進
・基礎σーλ・資料ͷ収集整備    

・共同研究ϓϩδェΫτͷ組織化    

・調査・研究ͷ組織体制ʢ部門ͷ設立ͱ専門研究員ͷ配置ʣ    

・周年記録ͷ集໿ʹΑΔ財団実績ͷ俯瞰的整理    

ᶇ調査・研究機能の再構築

ᶃ事業ͷ方向性＝ʮ大学ͱ地域・産業界ͷ間ʹ立ͬͯ連携事業を

ɹ推進͢Δ役割ͷ維持発展ʯ

ᶄχーζʹあͬた事業ͷ再構築ͱ加盟校ͷ求心力を高めΔ工夫ͷ

ɹ必要性ʢ事業内容ͷ質ͷ向上ͱ特色化ʣ

財団を取Γ巻く状況

第４εテーδʢ2014～2018年度ʣ

ᶃ京都地域ʹ͓けΔ大学間連携事業ͷ推進

ᶄ加盟校ͷ教育ͷ質向上ͷ追求支援

ᶅʮ大学都市ʯ京都ɺ地域ͷ発展ͱ活性化へͷ貢献

第4εテーδʹ͓いͯ財団の果たす役割

ᶃ加盟大学・短期大学ͳΒびʹεςーΫホϧμーͷ

ɹχーζ・期待へͷ対応

ᶄ質ͷ向上を基本ͱ͠たʮ事業ͷ選択ͱ集中ʯͷ実施

第4εテーδプϥン策定ʹあたっͯの留意点

事業計画

ʲＦＤ事業ʳ    

・京都͔ΒͷＦＤ情報発信ͱ情報交換・コϛュχέーγョンͷ

ɹ促進を念頭ʹ置いたＦＤϑΥーϥϜ企画 

・階層別ＦＤ研修ͷ効果検証    

・専門委員会体制ͷ見直͠    

ʲＳＤ事業ʳ    

・大学ΞυϛχετϨーλ研修ϓϩάϥϜͷ再開ʹ向けた検討    

・各種ＳＤ事業ͷ効果検証(ワーΫγョッϓɺϑΥーϥϜɺ

職員共同研修ɺΨΠυϒッΫʣ

ᶄ大学の発展を支えΔ教職員の育成

ʲ共同入試広報事業の見直͠ʳ    

・共同入試広報(ϒーε広報等ʣ͔Β修学旅行や校外学習を活用

ɹ͠た高校生へͷΩϟϦΞ教育提供    

ʲ学生交流事業ʳ    

・学生交流事業ͷ教育的ͳ効果検証    

・芸術関連事業へͷ財団ͷ関わΓ方ͷ見直͠

ʲ都市政策関連事業ʳ    

・事業認知度ͷ向上ʢ企画内容ͷ充実ɺ政策系分野以外ͷ参画ʣ

・財団ʹ͓けΔ調査・企画部門ͱͷ研究ςーϚ及び体制整理   

ᶅ大学のまち京都・学生のまち京都活性化

ʲ課ɹ題 ʳ

・組織運営ʢ会員総会ͷ運営改善ʣ

・財団ͷ財政課題ʢ選択ͱ集中ʣ

・財団事務局体制ͷ見直͠

ʲ留 意 す ΂ き 観 点ʳ

ᶃ財団事業へͷ加盟校ͷ学生ͷ

ɹコϛッτϝンτͷ促進

ᶄ財団事業へͷ加盟校ͷ教職員ͷ

ɹコϛッτϝンτͷ促進

ᶅ調査・企画機能ͷ強化

ᶆ情報発信・共有機能ͷ強化

京都地域ʹ͓けΔ学生の

ʮ学びͱ成長ʯの支援をΊͯ͟͠
～



公益財団法人 大学コンソーγΞϜ京都

第４εテーδプϥンʢ2014～2018年度ʣ ～の概要

財団の目指す΋の
ᶃ 京都地域ͷ大学間連携ͱ相互協力を図Γɺ加盟大学・短期大学ͷ教育・学術研究水準向上ͱそͷ成果ͷ地域社会ɺ産業界へͷ還元をめ͟͢ɻ

ᶄ 地域社会ɺ行政及び産業界ͱͷ連携を促進͠ɺ地域ͷ発展ͱ活性化ʹ努めɺ京都地域を中心ͱ͠た高等教育ͷ発展ͱ社会をϦーυ͢Δ人材ͷ育成をめ͟͢ɻ

第3εテーδʢ2009～2013年度ʣ

ʮ大学ͷまち京都ʯͳΒͰ͸ͷ新͠い地域連携Ϟσϧを

活͔͠た高等教育ͷ質ͷ向上

第3εテーδʹ͓いͯ財団の果たす役割

フϨーϜワーΫ

ᶗ.地域性を活͔͠た大学間連携ʹΑΔ教育ͷ質ͷ向上ᶗ.ͱ新たͳ

教育ϓϩάϥϜͷ開発

ᶘ.ʮ大学ͷまち京都ʯをϦーυ͢Δ学生ͷ育成

ᶙ.教育力向上ͷためͷＦＤ・ＳＤ事業ͷ充実ͱ地域ネッτワーΫ

ͷ推進

ᶚ.加盟大学・短期大学ͷ個性・魅力を活͔͠た機能的ͳʮϛχ・

コンソーγΞϜʯͷ形成

ᶛ.ʮ京都・ワンΩϟンύεʯͷ国内外へͷ発信

ᶜ.京都高等教育研究ηンλーͰͷ共同研究ʹΑΔ京都ͷ魅力ͷ追求

ᶃ大学教育ͷ質的転換ͱ抜本的改革ʹ対͢Δ社会的要請

・18歳人口ͷ長期的ͳ減少ͱ少子高齢化

・大学機能ͷ再構築ͱΨόφンε強化

・άϩーόϧ人材ͷ育成

・地域ͷ核ͱͳΔ大学ͮくΓʮCOC構想ʯ

ᶄ教育内容や提供方法ʹ関͢Δ変化                                                                                                              

・組織的ͳʮΩϟϦΞ教育ʯͷ実施

・ΦンϥΠン無料大学講座ͷ進展

・付加価値ͷ高い授業運営ʢΞΫςΟϒϥーχンάͳͲʣ

ᶗ.地域性を活͔͠た大学間連携ʹよΔ教育の質の向上ͱ新たͳ

教育プϩάϥϜの開発

・既存事業ʢ単位互換・生涯学習・Πンλーンγッϓʣͷ新たͳ展開

・海外ͷ大学コンソーγΞϜͱ提携͠た国際交流型科目・留学ϓϩάϥϜͷ開発

・ʮ京都・地域連携型教育ϓϩάϥϜʢ仮称ʣʯͷ開発

・eϥーχンά導入ʹΑΔ͞ΒͳΔ発展～大学連携ʹΑΔICTͷ活用強化～

ᶘ.ʮ大学のまち京都ʯをϦーυすΔ学生の育成

・大学間連携ʹΑΔʮ学生ͷ人材育成ϓϩάϥϜʢ仮称ʣʯͷ企画・実践

・学生ͷʮϦーμーγッϓ能力養成ϓϩάϥϜʢ仮称ʣʯͷ実施

ᶙ.教育力向上のたΊのＦＤ・ＳＤ事業の充実ͱ地域ネッτワーΫの推進

・FDʢϑΝΧϧςΟ・σΟベϩッϓϝンτʣ事業ͷ展開

・SDʢελッϑ・σΟベϩッϓϝンτʣ事業ͷ展開

ᶚ.加盟大学・短期大学の個性・魅力を活͔͠た機能的ͳʮϛニ・

コンソーγアϜʯの形成

・機能的ͳʮϛχ・コンソーγΞϜʯを形成͢Δ環境・基盤ͷ整備

ᶛ.ʮ京都・ワンキャンύεʯの国内外΁の発信

・ʮ京都ϒϥンυʯͷ強化ͱ共同入試広報ͷ積極的ͳ展開

ᶜ.京都高等教育研究センターͰの共同研究ʹよΔ京都の魅力の追求

・京都高等教育研究ηンλーͰͷ共同研究ͷ推進

事業計画：キーワーυʮ質の向上ʯɺ

ɹɹɹɹ ʮ地域性ɺ国際性ʯɺʮ事業の選択ͱ集中ʯ

高等教育ͱ財団を取Γ巻く情勢

高等教育政策の全国的動向

ʲ第3εςーδ期(2009～2013年度ʣͷ状況ʳ

ᶃ京都ͷ大学等ͷ学生数ʹͭいͯɺ166,000～167,000名規模Ͱ推移ɻ

ᶄ地元ΑΓ全国各地͔Βͷ入学者͕多いʮ入学者流入超過型ʯ傾向を

維持ɻ

ᶅ留学生数͕2009年～2013年Ͱ5,377名͔Β6,900名へ໿

1,500名૿ɻ

ᶆ短期大学定員未充足状況͸5年前ͱ比較ͯ͠深刻͞を૿大ɻ

 (2009年 9法人未充足/全15法人 ⇒ 2013年 11法人未充足/全14法人ʣ

京都の高等教育の現状

ʲ高大連携事業ʳ    

共同入試広報事業ͷ展開・拡大͔ΒʮΩϟϦΞ教育ʯを重視

͠た高校生・大学生ͷ交流事業へͷγϑτ 

ʲインターンγップ事業ʳ    

・現状ͷ各コーεʢϏδネε・ύϒϦッΫ・ϓϩάϨεʣͷ
ɹ運用改善

・事業ͷ特色を踏まえた広報ͷ強化

・事前事後ϓϩάϥϜͷ効果検証

・専門委員会ʹ͓けΔ総合的ͳ検討 

ʲ単位互換事業ʳ 

・ʮコーσΟネーτ科目ʯʮϓϥβ科目ʯͷ特色化    

・科目内容や到達度等ͷ評価制度ͷ構築    

・制度ͷ効果的広報    

ʲ生涯学習事業ʳ    

・実績を踏まえた提供科目ͷ整理や広報ͷあΓ方ͷ再検討    

ʲe-ϥーニンάʳ    

・e-ϥーχンάγεςϜͷ円滑Ͱ安定的ͳ運用ͷ課題ͷ整理 

ᶃ大学間連携ʹよΔ教育プϩάϥϜの充実  

ʲ留学生・日本人相互交流の促進ʳ    

授業・講座ɺ地域ɺ各種ΠベンτͳͲͷ既存事業を通͡た

交流機会ͷ提供    

ʲ留学生受入Ε体制の強化ʳ    

・住宅整備    

・短期留学ϓϩάϥϜ開発・実施    

・生活支援・就職支援    

ʲ学生の海外೿遣ʳ    

・既存ネッτワーΫͷ活用    

・海外೿遣ϓϩάϥϜͷ開発支援

・海外研修ϓϩάϥϜͷ相互利用    

・海外೿遣準備講座ͷ開講    

ʲάϩーόϧ化ʹ対応͠た大学教職員の育成ʳ    

・研修企画ͷ策定・実施

ᶆ国際交流プϩάϥϜの充実  

ʲ重点事業の点検評価ʳ

2014年度：ελーτΞッϓ

▶ 2015年度：事業推進

▶ 2016年度：中間見直͠
ʢ加盟校ώΞϦンάʣ

▶ 2017年度：修正企画実施

▶ 2018年度：総括・次期計画策定
ʢ加盟校ώΞϦンάʣ

第４εテーδプϥンʢ2014～2018年度ʣの推進
・基礎σーλ・資料ͷ収集整備    

・共同研究ϓϩδェΫτͷ組織化    

・調査・研究ͷ組織体制ʢ部門ͷ設立ͱ専門研究員ͷ配置ʣ    

・周年記録ͷ集໿ʹΑΔ財団実績ͷ俯瞰的整理    

ᶇ調査・研究機能の再構築

ᶃ事業ͷ方向性＝ʮ大学ͱ地域・産業界ͷ間ʹ立ͬͯ連携事業を

ɹ推進͢Δ役割ͷ維持発展ʯ

ᶄχーζʹあͬた事業ͷ再構築ͱ加盟校ͷ求心力を高めΔ工夫ͷ

ɹ必要性ʢ事業内容ͷ質ͷ向上ͱ特色化ʣ

財団を取Γ巻く状況

第４εテーδʢ2014～2018年度ʣ

ᶃ京都地域ʹ͓けΔ大学間連携事業ͷ推進

ᶄ加盟校ͷ教育ͷ質向上ͷ追求支援

ᶅʮ大学都市ʯ京都ɺ地域ͷ発展ͱ活性化へͷ貢献

第4εテーδʹ͓いͯ財団の果たす役割

ᶃ加盟大学・短期大学ͳΒびʹεςーΫホϧμーͷ

ɹχーζ・期待へͷ対応

ᶄ質ͷ向上を基本ͱ͠たʮ事業ͷ選択ͱ集中ʯͷ実施

第4εテーδプϥン策定ʹあたっͯの留意点

事業計画

ʲＦＤ事業ʳ    

・京都͔ΒͷＦＤ情報発信ͱ情報交換・コϛュχέーγョンͷ

ɹ促進を念頭ʹ置いたＦＤϑΥーϥϜ企画 

・階層別ＦＤ研修ͷ効果検証    

・専門委員会体制ͷ見直͠    

ʲＳＤ事業ʳ    

・大学ΞυϛχετϨーλ研修ϓϩάϥϜͷ再開ʹ向けた検討    

・各種ＳＤ事業ͷ効果検証(ワーΫγョッϓɺϑΥーϥϜɺ

職員共同研修ɺΨΠυϒッΫʣ

ᶄ大学の発展を支えΔ教職員の育成

ʲ共同入試広報事業の見直͠ʳ    

・共同入試広報(ϒーε広報等ʣ͔Β修学旅行や校外学習を活用

ɹ͠た高校生へͷΩϟϦΞ教育提供    

ʲ学生交流事業ʳ    

・学生交流事業ͷ教育的ͳ効果検証    

・芸術関連事業へͷ財団ͷ関わΓ方ͷ見直͠

ʲ都市政策関連事業ʳ    

・事業認知度ͷ向上ʢ企画内容ͷ充実ɺ政策系分野以外ͷ参画ʣ

・財団ʹ͓けΔ調査・企画部門ͱͷ研究ςーϚ及び体制整理   

ᶅ大学のまち京都・学生のまち京都活性化

ʲ課ɹ題 ʳ

・組織運営ʢ会員総会ͷ運営改善ʣ

・財団ͷ財政課題ʢ選択ͱ集中ʣ

・財団事務局体制ͷ見直͠

ʲ留 意 す ΂ き 観 点ʳ

ᶃ財団事業へͷ加盟校ͷ学生ͷ

ɹコϛッτϝンτͷ促進

ᶄ財団事業へͷ加盟校ͷ教職員ͷ

ɹコϛッτϝンτͷ促進

ᶅ調査・企画機能ͷ強化

ᶆ情報発信・共有機能ͷ強化

京都地域ʹ͓けΔ学生の

ʮ学びͱ成長ʯの支援をΊͯ͟͠
～



こΕ·Ͱの歩Έʢ1992 ～ 2013 年度ʣ

1992ʢ平成 4ʣ年度 -------------------
 ８ 月ɹʮ大学ͷ·ͪ・京都 ７６ ϓϥϯʯ策定ʢ京都市ʣ

1993ʢ平成 5ʣ年度 -------------------
 7 月ɹʮ大学ηϯλー設立推進会議ʯ発足

 ８ 月ɹʮ京都・大学ηϯλーʯ発足

1994ʢ平成 6ʣ年度 -------------------
 ９ 月ɹ第 1 εςーδεターτʢ1994 ～ 2003 年度ʣ

ɹɹɹ 単位互換事業開始ʢ６Ａ 大学・６８ 短期大学ʣ

1995ʢ平成 7ʣ年度 -------------------
 Ｂ 月ɹ大学ͷ·ͪ交流ηϯλーʢ仮称ʣ基本構想策定

６７ 月ɹ第 ６ 回 FD ϑΥーϥϜ開催

 ８ 月ɹh 京都地域大学研究者年鑑ʱ発刊

1997ʢ平成 9ʣ年度 -------------------
 ９ 月ɹγςΟーΧϨοδ事業ʢ京都市委託事業ʣ開始ʢ～ ７５５Ｂ 年度ʣ

 Ａ 月ɹ社会人ͷͨΊͷ大学案内相談室設置͓Αͼ

ΨΠυϒοΫ発刊ʢ～ ７５５７ 年ʣ

 9 月ɹ研究者σーλ－ϕーεʢ～ ７５５８ 年ʣ

 ８ 月ɹ文部大臣ΑΓ財団法人設立ͷ許可Λ受͚Δ

ɹɹɹʮ財団法人大学ίϯιーγΞϜ京都ʯʹ名称変更

1998ʢ平成 10ʣ年度 -----------------  

 ９ 月ɹΠϯλーϯγοϓ事業開始

ɹɹɹ 学生課外学習ϓϩάϥϜ開講

1999ʢ平成 11ʣ年度 -----------------
 ９ 月ɹ遠隔講義検討開始

2000ʢ平成 12ʣ年度 -----------------

 Ｂ 月ɹ将来構想検討委員会発足

 9 月ɹ大学ͷ·ͪ交流ηϯλーʢΩϟϯύεϓϥβ京都ʣ完成

ɹɹɹ 第６ 回京都・学生ϑΣεςΟόϧ開催ʢ～７５５７年度ʣ

 ɹɹɹ第 ６ 回京都学生映画祭開催

 ɹɹɹ第 ６ 回芸術系大学作品展開催ʢ～ ７５６８ 年度ʣ

ɹɹɹ 京都起業家学校開講ʢ京都市委託事業ʣ

６５ 月ɹ大学公開講座開講

６７ 月ɹ将来構想検討委員会ʮ最終答申ʯ策定

2001ʢ平成 13ʣ年度 -----------------
 ９ 月ɹ高度人材育成事業－京都 MOT ϓϩάϥϜ

 ɹɹɹ離職者訓練講座ʢ京都府委託事業ʣ開始

ɹɹɹ ϦϝσΟΞϧ教育ϓϩάϥϜ開始

 Ｂ 月ɹ学術ίϯιーγΞϜ発足

ɹɹɹʢ７５５９ 年度ʮ京都学術共同研究機構ʯʹ統合ʣ

 8 月ɹϓϥβΧϨοδ開講

 9 月ɹ京都地域留学生住宅保証機構ʯ設立ʢ～ ７５６８ 年度ʣ

ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ  ɹɹ※新規受付͸～ ７５５9 年度

 ８ 月ɹ職員共同研修事業開始

2002ʢ平成 14ʣ年度 -------------------
 ９ 月ɹ高大連携事業開始

 Ｂ 月ɹϦΤκϯ・ΦϑΟε設置ʢ～ ７５５8 年度ʣ

 7 月ɹ京都ͷ大学ʮ学ͼʯϑΥーϥϜ東京・大阪会場開催ʢ～ ７５５7 年度ʣ

2003ʢ平成 15ʣ年度 -------------------
 Ａ 月ɹ 京都高大連携協議会発足

６５ 月ɹ第 ６ 回京都学生祭典開催

ɹɹɹ  京都ͷ大学ʮ学ͼʯϑΥーϥϜ京都会場開催

６７ 月ɹ第 ６ 回 SD ϑΥーϥϜ開催

 ６ 月ɹ 中長期計画ʮ第 ７ εςーδʹΉ͚ͯ－世界ʹ誇Δ学術

文化都市・ 京都ͷ形成－ʯ策定ʢ７５５９ ～ ７５５8 年度ʣ

 ７ 月 ɹ第 ６ 回高大連携教育ϑΥーϥϜ開催

 ʮ大学ͷ·ͪ・わ͘わ͘京都推進計画ʯʢ京都市ʣ策定

2004ʢ平成 16ʣ年度 -------------------

 ９ 月ɹ第 2 εςーδεターτʢ2004 ～ 2008 年度ʣ

 8 月ɹ特色あΔ大学教育支援ϓϩάϥϜ

ɹɹɹʮ大学連携ʹΑΔ新͠い教養教育ͷ創造

ɹɹɹ ～京都地域ʹ͓͚Δ単位互換制度～ʯʢ～ ７５５7 年度ʣ

採択［代表校：同志社大学］

 9 月ɹ大学ΞυϛχετϨーλ研修ϓϩάϥϜ開始ʢ～ ７５６６ 年度ʣ

ɹɹɹ 大学地域連携Ϟσϧ創造支援ʢ学·ͪίϥϘʣ事業募集開始

ʢ京都市委託事業ʣ

６５ 月ɹ京都ͷ大学ʮ学ͼʯϑΥーϥϜ福知山会場開催ʢ～ ７５６５ 年度ʣ

６６ 月ɹ大学ίϯιーγΞϜ京都設立 ６５ 周年記念式典

ɹɹɹ  大学ίϯιーγΞϜ京都設立 ６５ 周年記念誌発刊

ɹɹɹ  全国大学ίϯιーγΞϜ協議会発足ʢ事務局運営ʣ

ɹɹɹ  第 ６ 回全国大学ίϯιーγΞϜ研究交流ϑΥーϥϜ開催

ɹɹɹ  大学ίϯιーγΞϜ京都ϩΰϚーΫ制定

 ８ 月   ʮ京都高等教育研究ηϯλーʯ設置ʢ～ ７５６５ 年度ʣ

          ʮ京都学術共同研究機構ʯ設置ʢ～ ７５５9 年度ʣ

          ʮ大学ίϯιーγΞϜ京都εϙーπΫϥϒʯ設置ʢ～ ７５５8 年度ʣ

2005ʢ平成 17ʣ年度 -------------------
 ９月ɹ 留学生ͷͨΊͷΩϟϦΞ支援ϓϩάϥϜͷ開始ʢ～７５５8年度ʣ

 Ｂ 月ɹ 留学生ϑΣΞ・留学情報提供ͷ開始ʢ～ ７５５8 年度ʣ

 7月ɹʮ特色あΔ大学教育支援ϓϩάϥϜ

        ʢ産官学地域連携ʹΑΔ人材育成ϓϩάϥϜ

～京都地域ʹ͓͚ΔΠϯλーϯγοϓͷ展開～ʣʯ

ʢ～ ７５５8 年度ʣ採択［代表校：立命館大学］

６５ 月ɹ高大連携事業ʮ実践研究共同教育ϓϩάϥϜʯ開始

６７ 月ɹ特定公益૿進法人ͷ認可Λ受͚Δ

ɹɹɹ 第 ６ 回政策系大学・大学院研究交流大会開催

 ６ 月ɹʮ図書館共通閲覧γεςϜʯ本格運用開始

 ８月ɹʮ京都ΞΧσϛΞ叢書ʯ創刊号ͷ発刊ʢ～第Ａ号ɺ７５５9年度ʣ



2006ʢ平成 18ʣ年度 -------------------
６６ 月ɹʮ職員ͷͨΊͷ大学ηϛφーʯ開始

ʢ７５５9 年度ʮ大学ΈΒい塾ʯʹ改称ɺ～ ７５６５ 年度ʣ

６７ 月ɹʮ京ʢΈや͜ʣΧϨοδʯϩΰϚーΫ制定

 ７ 月ɹ京都学生ΞーτΦーΫγョϯ開催ʢ～ ７５６５ 年ʣ

2007ʢ平成 19ʣ年度 -------------------
 ９ 月ɹʮ京ʢΈや͜ʣΧϨοδʯ開始

 7 月ɹ第 ６ 回 FD ηϛφー開催ʢ～ ７５５9 年度ʣ

６５月ɹϓϥβΧϨοδ京都学講座ʢ全国ϓϩδΣΫτ in 名古屋ʣ開催

ɹɹɹ 第 ６ 回εϙーπ文化研究会

６７月ɹΠϯλーϯγοϓ・ϓϩάϥϜ ６５ 周年記念γϯϙδ΢Ϝ開催

2008ʢ平成 20ʣ年度 -------------------   

 ９ 月ɹʮ勤労学生援助会ʯ事務局開始

 Ｂ 月ɹ京都ͷ大学ʮ学ͼʯϑΥーϥϜ滋賀会場開催ʢ～７５６８年度ʣ

 7 月ɹʮ京都ワϯΩϟϯύεʯʢ東京・名古屋・大阪相談会場΁ɹɹ

ɹɹɹ 京都ͷ大学連合体ͱͯ͠参加ʣ開始ʢ～ ７５６８ 年度ʣ

 8 月ɹ戦略的大学連携支援ϓϩάϥϜ

ɹɹɹʮ地域内大学連携ʹΑΔ FD ͷ包括研究ͱ共通ϓϩάϥϜ

ɹɹɹ 開発・組織的運用γεςϜͷ確立ʯ採択ʢ～ ７５６５ 年度ʣ

［代表校：佛教大学］

ɹɹɹ戦略的大学連携支援ϓϩάϥϜ

ɹɹɹʮe ϥーχϯάγεςϜͷ共有共用化ʹ伴う教養教育ͷ

ɹɹɹ大学間 連携ͱ効率化ͷ促進ʯ採択ʢ～ ７５６５ 年度ʣ

［代表校：京都産業大学］

 9 月ɹ京都創造者大賞 ７５５8 Ξーτ・文化部門受賞ʢ京都学生祭典ʣ

６７月ɹ平成 ７５ 年度地域ͮ͘Γ総務大臣表彰団体表彰受賞ʢ京都学生祭典ʣ

 ６ 月ɹ中長期計画ʮ第 ８ εςーδʹΉ͚ͯ～ʮ大学ͷ·ͪ京都ʯɹɹ

ɹɹɹͳΒͰ͸ͷ新͠い地域連携ϞσϧΛ活͔ͨ͠高等教育ͷɹ

ɹɹɹ質ͷ向上Λ目指ͯ͠～ʯ策定ʢ７５５9 ～ ７５６８ 年度ʣ

 ７ 月ɹʮ大学ͷ·ͪ京都・学生ͷ·ͪ京都推進計画ʯ策定

ʢ７５５9 ～ ７５６８ 年度ʣʢ京都市共同ʣ

2009ʢ平成 21ʣ年度 -------------------   
 ９ 月ɹ第 3 εςーδεターτʢ2009 ～ 2013 年度ʣ

ɹɹɹʮϓϥβΧϨοδʯΛʮ京ΧϨοδʯʹ統合

 7 月ɹ京都 FDeお 塾開始

 8 月ɹʮ戦略的大学連携支援ϓϩάϥϜʢ多面的ͳ国際交流ͷ充実ͱ

高等教育ͷ質向上ʹ向͚ͨ国際連携ϓϩάϥϜ開発ʣʯ採択

ʢ～ ７５６６ 年度ʣ［代表校：龍谷大学］

 ７ 月ɹϚϯΨ FD ϋϯυϒοΫ͓͠えͯ！ FD Ϛϯ［新任教員編］刊行

 ８ 月ɹSD ΨΠυϒοΫ刊行

2010ʢ平成 22ʣ年度 -------------------
 ９ 月ɹʮ京都地域留学生住宅保証機構ʯ新規受付停止

ɹɹɹ ʮ京都地域留学生住宅支援機構ʯ設立ʢ事務局ʣ

ɹɹɹ ʮϓϥβΧϨοδʯΛʮ京ΧϨοδʯʹ統合

 Ｂ 月ɹ京都 FD 執行部塾開始

ɹɹɹ Ωϟϯύεϓϥβ京都 ６ 階ʹʮ学生 Place ＋ʯΦーϓϯ

 7 月ɹ公益財団法人 大学ίϯιーγΞϜ京都移行認定

8せ9月ɹ学生短期留学ϓϩάϥϜʢϘετϯʣ開始

 9 月ɹΩϟϯύεϓϥβ京都 ６５ 周年記念式典

６６月ɹϚϯΨ FD ϋϯυϒοΫ͓͠えͯ！ FD Ϛϯ［成績評価編］刊行

６７月ɹΩϟϯύεϓϥβ京都来館 Ａ５５ 万人突破

７せ８月ɹ学生短期留学ϓϩάϥϜʢϝϧϘϧϯʣ開始

 ８ 月ɹ 新任教員 FD 合同研修開始

2011ʢ平成 23ʣ年度 -------------------
 ９ 月ɹe ϥーχϯά科目ͷ開講

ɹɹɹγϯΫλϯΫ事業ʮ未来ͷ京都創造研究事業ʯͷ新設

ʢ京都市ͱͷ共同事業ʣ

 9月ɹ職員対象海外研修ϓϩάϥϜ７５６６ʢϝϧϘϧϯʣʢ～７５６７年度ʣ

６６月ɹワーΫγョοϓ型研修開始

ʢ７５６７ 年度ΑΓ SD ワーΫγョοϓʹ改称ʣ

2012ʢ平成 24ʣ年度 -------------------
 ９ 月ɹ高大連携事業ʮKけoがo ΧλϦ場ʯ開始

 ７ 月ɹ公式ϑΣΠεϒοΫϖーδ開設

  ɹ  ɹ高大社連携ΩϟϦΞ教育ϓϩάϥϜ開始

2013ʢ平成 25ʣ年度 -------------------
 ９ 月ɹ海外留学೿遣ϓϩάϥϜ開発支援事業募集開始

ʢ京都市委託・共同事業ʣ

 7 月ɹ教員・職員対象 英語εΩϧΞοϓ研修開始

 9 月ɹ第 ６５ 回全国大学研究交流ϑΥーϥϜʢ於：京都ʣ開催

６５月ɹ第 ６５ 回全国大学研究交流ϑΥーϥϜʢ於：京都ʣ開催

６７月ɹ高等教育ΠϕϯτφϏʰ教·ͪやʱ開設

 ７ 月ɹϚϯΨ FD ϋϯυϒοΫ͓͠えͯ！ FD Ϛϯ［授業奮闘編］刊行

 ８ 月ɹ 中長期計画ʮ第 ９ εςーδϓϥϯ－京都地域ʹ͓͚Δ

ɹɹɹ 学生ͷʰ学ͼͱ成長ʱͷ支援ΛΊͯ͟͠ʯ策定

ʢ７５６９ ～ ７５６8 年度ʣ

ɹɹɹʮ大学ͷ·ͪ京都・学生ͷ·ͪ京都推進計画ʯ策定

ʢ７５６９ ～ ７５６8 年度ʣʢ京都市共同ʣ

2014ʢ平成 26ʣ年度 -------------------

 4 月 第 4 εςーδεターτ

ʢ７５６９ ～ ７５６8 年度ʣ
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1京都地域における学生のʮ学びと成長ʯの支援をめ͟͠て

ɹ ɹ高等教育政策の全国的動向

日本Ͱ͸ɺ大学設置基準ͷ大綱化ʢ６99６ 年ʣʹΑΓɺ教育課程ʹ関わΔ詳細基準͕撤廃͞Εɺ各大学

͕柔軟ʹϓϩάϥϜΛ策定Ͱ͖ΔΑうʹͳͬͨ一方Ͱɺ大学自Β͕教育ͷ質Λ保証͢Δ方向΁ͱ大͖͘方

針転換ͨ͠ɻ

大綱化ʹΑΔ教育課程ͷ自由化ʹ伴いɺ従来ͷΧϦΩュϥϜ体系ͷ制໿Λ越えͨ豊͔ͳ発想ʹ基ͮ͘教

育ϓϩάϥϜͷ開発͕可能ͱͳͬͨɻ͜ΕʹΑΓɺ教育ϓϩάϥϜ・ϝχューͷ多様化͕大学ͷ魅力創出

ʹΉ͚ͨ鍵ͱͳΓɺ公益財団法人 大学ίϯιーγΞϜ京都ʢ以下ʮ財団ʯͱいうʣ͕全国ʹ先駆͚ͯ立ͪ

上͛ͨʮ単位互換制度ʯΛ͸͡Ίͱͯ͠ɺ京都ʹ͓いͯ͸大学ͷ集積Λ生͔ͨ͠大学間連携ʹΑΔ多彩ͳ

ϓϩάϥϜ͕展開͞ΕΔ端緒ͱͳͬͨɻ

大学教育ͷ質保証ʹ関わͬͯ͸ɺ７５５９ 年度͔Β設置形態ͷ違いΛ問わͣɺ全ͯͷ大学ʹ対ͯ͠ 7 年ʹ

６ 度ͷ機関別認証評価͕義務付͚ΒΕͨɻ機関別認証評価 ７ 順目ͱͳΔ ７５６６ 年度以降͸ɺ各大学ͷ責任

Ͱʮ内部質保証ʯͷ仕組ΈΛ担保͢Δ͜ͱ͕強͘求ΊΒΕɺ学位授与方針ʹ基ͮ͘教育課程ͷ順次性・体

系性ͳͲɺʮ多様化追求ʯͱ͸別ͷ方向Ͱ教育方針ͷ明確化ͱͦͷ厳格ͳ順守͕求ΊΒΕ始ΊͯいΔɻ

ɹ急激ʹ進行͢Δ少子化ͷͳ͔大学全入時代Λ迎えɺ一般社会や産業界͔Β͸大学卒業者ͷ能力ʹ対͢Δ

要求͕高·Γɺ大学ͷ教育機能ʹ対͢Δ要請΋·ͨ厳͠͞Λ૿ͯ͠いΔɻ文部科学省中央教育審議会͸ɺ

７５６７ 年 8 月ʹ答申ʮ新ͨͳ未来Λ築ͨ͘Ίͷ大学教育ͷ質的転換ʹ向͚ͯ～生涯学ͼ続͚ɺ主体的ʹ考

えΔ力Λ育成͢Δ大学΁～ʯΛ発表ͨ͠ɻ答申͸ɺάϩーόϧ化や少子高齢化ɺ産業構造や雇用環境ͷ変

容ͳͲΛ背景ʹɺ͞Βʹɺ東日本大震災Λ受͚一層ͷ構造的変化ʹ直面ͯ͠いΔ日本社会ʹ͓いͯɺ未来

社会Λ生͖抜͘学生Λ育成͠ɺ日本及ͼ世界ͷ持続的発展ʹ対ͯ͠重要ͳ役割Λ発揮Ͱ͖ΔΑうɺ大学ʹ

対ͯͦ͠ͷ教育ͷ質的転換ͱ抜本的改革Λ求ΊͯいΔɻͦͯ͠ɺ͜ͷ答申ͷ情勢認識ʹ沿ͬͨ形Ͱʮ大学

改革実行ϓϥϯʯ͕策定͞Εɺ大学機能ͷ再構築ͱ大学Ψόφϯεͷ充実・強化͕強͘求ΊΒΕͯいΔɻ

大学教育ͷ質的転換ͷ課題͸ɺ高校教育ͷ質保証͔Β接続͢Δ大学入試制度ͷ改革ͷ課題ʹ΋繋͕ͬͯい

Δɻ企業͸多様ͳ価値観や文化的背景Λ持ͭ人々ͱͱ΋ʹ世界Ͱ活躍͢Δ͜ͱͷͰ͖Δάϩーόϧ人材ͷ

育成Λ大学教育ʹ求Ί͖ͯͯいΔɻ

ɹ·ͨɺ７５６６ 年ʹ͸ɺ大学設置基準及ͼ短期大学設置基準͕改正͞Εͨɻ͜ΕʹΑΓɺ大学・短期大学͸ɺ

学生͕生涯ʹわͨΓ持続的ͳ就業力Λ身ʹ͚ͭΔͱͱ΋ʹɺ社会的・職業的ͳ自立Λ図Δ͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑ

うɺ組織的ͳʮΩϟϦΞ教育ʯΛ行うΑう規定͞Εͨɻ今後ɺ各大学͸ɺ質ͷ高い専門課程ͷ提供ͱあわͤɺ

将来ʹわͨΓ自ΒΛ高Ίɺ地域社会や世界ʹ貢献͢Δ高い意識Λ有ͨ͠学生ͷ育成ʹΉ͚ɺʮΩϟϦΞ教育ʯ

ͷ充実Λ期待͞ΕΔ͜ͱͱͳΔɻ

͞ΒʹɺMOOCʢMaかかiぎe oｫen online coきおかeʣ Λ͸͡Ίͱ͢ΔΦϯϥΠϯ無料大学講座͕世界規模

Ͱ進展͢Δͳ͔ɺͦͷ活用͕Ωϟϯύεʹ͓͚Δʮ授業ʯͷ持ͭ意味やͦͷ価値Λ改Ίͯ問い直͢契機ͱ

ͳΔ可能性΋あΔɻ͜ ΕΒͷe２ϥーχϯάʹΑΔ講座受講Ͱ実現͠ʹ͘いɺʮ同͡空間ͱ場Λ共有͢Δ͜ͱʯ

ʹΑΔ直接的ͳίϛュχέーγョϯやνーϜʹΑΔ意見交換ͳͲɺ付加価値ͷ高い授業運営͕ɺ͜Ε͔Β

ͷ大学ʹ求ΊΒΕΔɻ大学͸ɺ͜ͷΑうͳ動͖ʹ΋注目ͯ͠ɺ今後ͷ教育ϓϩάϥϜͷあΓ様ʹͭいͯ検

討ͯ͠い͔ͳ͚Ε͹ͳΒͳい状況ʹ置͔ΕͯいΔɻ

地域ͱ大学ͱͷ連携ͷ課題ʹ関わͬͯ͸ɺ地域再生ͷ核ͱͳΔ大学ͮ͘Γ͕ʮCOCʢCenがeお of Com２

mきniがけʣ構想ʯͱͯ͠示͞Εɺ地域ͱ大学ͷ連携・協力や生涯学習機能ͷ強化΋期待͞ΕͯいΔɻ大学͸ɺ

実社会Ͱ活用Ͱ͖Δ基礎学力や専門性Λ身ʹ͚ͭͤ͞ΔͷΈͳΒͣɺ学生͕国際社会ͷͳ͔Ͱ日本Λ相対

化ͯ͠捉えɺ自分自身Ͱ主体的ʹ考えΔ力Λ持ͪɺ新͠い時代Λ担い新ͨͳ課題Λ乗Γ越えͯい͚ΔΑうɺ

優Εͨ人材Λ輩出ͯ͠い͘責務͕あΔɻɹ

６

ᶗ 高等教育と財団を取Γ巻く情勢
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  ɹ京都の高等教育の現状

ʢ̍ʣ京都に͓けΔ大学生数の動向

文部科学省学校基本調査ʹΑΔͱɺ京都ʹ͓͚Δ大学等ʢ大学・短期大学ʣͷ学生数͸ɺ７５５9 年͔Β

７５６８ 年ͷ Ａ 年間ɺ΄΅ ６ＢＢ１５５５ ～ ６Ｂ7１５５５ 名ͷ規模Ͱ推移͓ͯ͠Γ微૿傾向ʹあΔɻ·ͨɺ入学者

ͷ状況͸͜ͷ Ａ 年間Ͱ໿ ６１７５５ 名程度૿加ͨ͠ɻ一方ɺ京都府ͷ現役高校生ͷ大学等進学率͸ Ｂ９３8％ ( 前

年度 ＢＢ３９％ ) Ͱɺ６８ 年連続ͷ全国 ６ 位͔Β東京都ʹ次͙ ７ 位ͱͳͬͨɻ大学等進学率͸ɺ７５６５ 年度Λϐー

Ϋʹ全国的ʹ減少傾向ʹあΔ͕ɺ京都Ͱ͸全国平均Λ越えΔ減少Λ示͓ͯ͠Γɺ専修学校΁ͷ進学率͕高

·ͬͯいΔɻ

·ͨɺ京都͸ɺ地元ͷ入学者ʹ比΂ͯ全国各地͔Βͷ入学者数͕相対的ʹ多いʮ入学者流入超過型ʯͷ

地域ͰあΓɺ過去 Ａ 年間ʹ͓いͯ΋͜ͷ傾向͸変わΒͳいɻ首都圏Λ含Ή他ͷ主要都府県Ͱ͸ɺ長期ʹわ

ͨΔ景気௿迷ͷ影響等΋あΓɺ大学入学者ʹ占ΊΔ当該都府県出身者ͷ割合͕૿加ͯ͠いΔ͕ɺ京都Ͱ͸ɺ

Ή͠Ζ他府県出身者割合͕微૿ͯ͠いΔ点΋ɺ他地域ʹ͸ͳい特徴ͱいえΔɻ͜ͷ結果͔Βɺ京都͸引͖

続͖ʮ大学ͷ·ͪʯͱͯ͠府外ͷ大学入学者Λ引͖寄ͤΔ魅力Λ維持ͯ͠いΔͱ考えΒΕΔ͕ɺ大学΁ͷ

進学ΛΊ͙Δ様々ͳ要因Λ今後ͱ΋分析ͯ͠い͘͜ͱ͕必要ͰあΔɻ

ʲ18 歳人口及び全国・京都府内の大学生数の推移ʳ

年度 ７５５9 ７５６５ ７５６６ ７５６７ ７５６８ 

６8 歳人口 ６１７６５１５５５ ６１７７５１５５５ ６１７５５１５５５ ６１６9５１５５５ ６１７８６１５５５ 

全国大学生数 ８１５５Ｂ１88９ ８１５９７１Ｂ87 ８１５９８１９9Ｂ ８１５６7１7５９ ８１５５Ｂ１879 

京都府内大学生数 ６ＢＢ１７５９ ６Ｂ7１６78 ６ＢＢ１ＡＡ９ ６ＢＢ１7９９ ６Ｂ7１ＡＡ５ 

 ʢ文部科学省学校基本調査ΑΓ作成ʣ 

ʲ2013 年度ɹ高等学校及び中等教育学校後期課程の状況別卒業者総数ʢ6 都府県抜粋ʣr

都府
県名

卒業者
総数

大学等
進学者

大学等
進学率

専修学校
進学率 就職率

７５６７ 比率૿減ʢ７５６７ ～ ７５６８ʣ

大学等
進学率

専修学校
進学率

就職率 大学等
進学率

専修学校
進学率

就職率

京都 ７８１７９５ ６Ａ１５Ｂ9 Ｂ９３8 ６９３９ 8３９ ＢＢ３９ ６８３Ａ 8３８ ２６３Ｂ ５３9 ５３６

大阪 7７１Ｂ７６ ９６１9６９ Ａ7３7 ６９３9 ６６３７ Ａ8３６ ６Ａ３５ ６６３８ ２５３９ ２５３６ ２５３６

愛知 Ｂ７１798 ８Ｂ１Ｂ６７ Ａ8３８ ６７３9 ６7３7 Ａ8３Ａ ６７３8 ６7３9 ２５３７ ５３６ ２５３７

東京 ６５７１ＢＡ7 ＢＢ１98Ｂ ＢＡ３８ ６７３9 Ａ３9 ＢＡ３7 ６７３５ Ａ３Ｂ ２５３９ ５３9 ５３８

神奈川 ＢＡ１５５６ ８9１６99 Ｂ５３８ ６Ｂ３５ 7３Ｂ Ｂ５３Ｂ ６Ａ３Ｂ 7３９ ２５３８ ５３９ ５３７

福岡 ９７１9５8 ７７１８５９ Ａ７３５ ６Ａ３9 ６7３７ Ａ７３Ａ ６Ｂ３８ ６7３７ ２５３Ａ ２５３９ ５

全国 ６１５9６１Ｂ６7 Ａ8６１６８8 Ａ８３７ ６7３５ ６Ｂ３9 Ａ８３Ａ ６Ｂ３8 ６Ｂ３8 ２５３８ ５３７ ５３６

７

※ʮ大学等進学者ʯͱ͸ɺ大学ͷ学部ɺ短期大学ͷ本科ɺ大学・短期大学ͷ通信教育部ɺ大学・短期大学ͷ別科ɺ 高等学校等ͷ専攻科΁進Μͩ者ͰあΔ

ɹ ͳ͓ɺ進学͔ͭ͠就職ͨ͠者Λ含Ή

※中等教育学校後期課程ͱ͸ɺＢ 年制ͷ中高一貫教育校ͷ後半 ８ ͔年ͷ課程ʢ高等学校ʹ相当ʣ

ʢ文部科学省学校基本調査ΑΓ作成ʣ



3京都地域における学生のʮ学びと成長ʯの支援をめ͟͠て

ʲ出身高校の所在地県別ɹ大学・大学院入学者数ʢ6 都府県抜粋ʣr

年度 2009 2010 2011 2012 2013 5 ͔年ͷ変化

都府県名 人数
内外
比率

人数
内外
比率

人数
内外
比率

人数
内外
比率

人数
内外
比率

人数
૿減

比率
૿減

京
都

府内出身者 7１７９7 ７７３７ 7１９8８ ７７３7 7１９Ａ６ ７７３８ 7１９７7 ７７３９ 7１９７６ ７６３9 ６7９ ２５３８

府外出身者 ７Ａ１８Ａ７ 77３8 ７Ａ１９8Ａ 77３８ ７Ａ１9５8 77３7 ７Ａ１Ｂ8９ 77３Ｂ ７Ｂ１８88 78３６ ６１５８Ｂ ５３８

大学入学者 ８７１Ａ99 ６５５ ８７１9Ｂ8 ６５５ ８８１８Ａ9 ６５５ ８８１６６６ ６５５ ８８１8５9 ６５５ ６１７６５

大
阪

府内出身者 ７７１７8９ ９Ａ３Ａ ７８１７９８ ９Ｂ３Ａ ７８１Ａ５7 ９7３８ ７８１６8７ ９7３５ ７８１9５7 ９7３Ｂ ６１Ｂ７８ ７３６

府外出身者 ７Ｂ１ＢＡ7 Ａ９３Ａ ７Ｂ１7６7 Ａ８３Ａ ７Ｂ１６９７ Ａ７３7 ７Ｂ１６Ａ7 Ａ８３５ ７Ｂ１７78 Ａ７３９ ２８79 ２７３６

大学入学者 ９8１9９６ ６５５ ９9１9Ｂ５ ６５５ ９9１Ｂ９9 ６５５ ９9１８８9 ６５５ Ａ５１６8Ａ ６５５ ６１７９９

愛
知

県内出身者 ７Ａ１９６9 Ｂ６３9 ７Ｂ１６６８ Ｂ７３Ｂ ７Ｂ１６Ｂ９ Ｂ７３8 ７Ａ１98８ Ｂ８３Ａ ７7１５Ｂ9 Ｂ９３５ ９１７7７ ６３Ａ

県外出身者 ６Ａ１Ｂ６8 ８8３６ ６Ａ１Ａ8５ ８7３９ ６Ａ１Ａ７7 ８7３７ ６９１9７６ ８Ｂ３Ａ ６Ａ１６9Ａ ８Ｂ３５ ７１８9８ ２６３Ａ

大学入学者 ９６１５８7 ６５５ ９６１Ｂ9８ ６５５ ９６１Ｂ9６ ６５５ ９５１9５９ ６５５ ９７１７Ｂ９ ６５５ Ｂ１ＢＢＡ

東
京

都内出身者 ９９１９７７ ８７３５ ９Ａ１7ＢＡ ８７３８ ９Ａ１Ｂ７8 ８７３Ｂ ９Ｂ１87Ａ ８８３８ ９8１Ｂ9９ ８８３Ａ ９１７7７ ６３Ａ

都外出身者 9９１８7６ Ｂ8３５ 9Ｂ１６６Ｂ Ｂ7３7 9９１９8８ Ｂ7３９ 9８１7Ｂ６ ＢＢ３7 9Ｂ１7Ｂ９ ＢＢ３Ａ ７１８9８ ２６３Ａ

大学入学者 ６８8１79８ ６５５ ６９６１88６ ６５５ ６９５１６６６ ６５５ ６９５１Ｂ８Ｂ ６５５ ６９Ａ１９Ａ8 ６５５ Ｂ１ＢＢＡ

神
奈
川

県内出身者 ６Ｂ１8８８ ８７３９ ６7１9８８ ８８３Ａ ６7１７8Ｂ ８７３9 ６7１８７7 ８８３7 ６Ｂ１88Ａ ８Ａ３６ Ａ７ ７３8

県外出身者 ８Ａ１６87 Ｂ7３Ｂ ８Ａ１Ａ7７ ＢＢ３Ａ ８Ａ１８７５ Ｂ7３６ ８９１５Ａ８ ＢＢ３８ ８６１７５９ Ｂ９３9 ２８１98８ ２７３8

大学入学者 Ａ７１５７５ ６５５ Ａ８１Ａ５Ａ ６５５ Ａ７１Ｂ５Ｂ ６５５ Ａ６１８8５ ６５５ ９8１５89 ６５５ ２８１98６

福
岡

県内出身者 ６９１９9Ｂ ＡＡ３8 ６９１7８６ ＡＡ３９ ６９１Ａ５７ ＡＡ３8 ６９１５５７ ＡＡ３8 ６９１９7６ ＡＡ３7 ２７Ａ ２５３６

県外出身者 ６６１９9８ ９９３７ ６６１8Ｂ8 ９９３Ｂ ６６１９9９ ９９３７ ６６１５88 ９９３７ ６６１Ａ５Ｂ ９９３８ ６８ ５３６

大学入学者 ７Ａ１989 ６５５ ７Ｂ１Ａ99 ６５５ ７Ａ１99Ｂ ６５５ ７Ａ１５9５ ６５５ ７Ａ１977 ６５５ ２６７

全
国

大学入学者 Ｂ５8１7８６ Ｂ６9１６６9 Ｂ６７１8Ａ8 Ｂ５Ａ１８9５ Ｂ６９１６8７ Ａ１Ａ９６

※大学ͷ所在地͸ɺ入学ͨ͠学部ͷ所在地ʹΑΔ

ʢ文部科学省学校基本調査ΑΓ作成ʣ

ʲ出身高校の所在地県別ɹ短期大学入学者数ʢ6 都府県抜粋ʣr

年度 2009 2010 2011 2012 2013 5 ͔年ͷ変化

都府県名 人数
内外
比率

人数
内外
比率

人数
内外
比率

人数
内外
比率

人数
内外
比率

人数
૿減

比率
૿減

京
都

府内出身者 ６１６9７ ９５３Ｂ ６１６９7 ９７３５ ６１５６Ａ ９Ａ３７ 9Ａ９ ９Ａ３７ 97９ ９９３Ｂ ２７６8 ９３５ 

府外出身者 ６１7９７ Ａ9３９ ６１Ａ8８ Ａ8３５ ６１７７9 Ａ９３8 ６１６Ａ8 Ａ９３8 ６１７５9 ＡＡ３９ ２Ａ８８ ２９３５ 

大学入学者 ７１9８９ ６５５３５ ７１7８５ ６５５３５ ７１７９９ ６５５３５ ７１６６７ ６５５３５ ７１６8８ ６５５３５ ２7Ａ６ 

大
阪

府内出身者 ９１７Ｂ７ Ｂ６３8 ９１６8６ Ｂ９３９ ９１６９8 ＢＡ３Ａ ８１78Ｂ ＢＡ３Ｂ ８１977 ＢＢ３9 ２７8Ａ Ａ３６ 

府外出身者 ７１Ｂ９５ ８8３７ ７１８６８ ８Ａ３Ｂ ７１６8８ ８８３Ａ ６１98Ａ ８９３９ ６１9Ｂ8 ８８３６ ２Ｂ7７ ２Ａ３６ 

大学入学者 Ｂ１9５７ ６５５３５ Ｂ１９9９ ６５５３５ Ｂ１８８６ ６５５３５ Ａ１77６ ６５５３５ Ａ１9９Ａ ６５５３５ ２9Ａ7 

愛
知

県内出身者 ８１８Ａ９ 7７３７ ８１９9６ 7８３８ ８１８５9 7８３７ ８１６8Ｂ 7Ａ３８ ８１６８Ａ 7９３９ ２７６9 ７３７ 

県外出身者 ６１７9５ ７7３8 ６１７7６ ７Ｂ３7 ６１７６８ ７Ｂ３8 ６１５９９ ７９３7 ６１５78 ７Ａ３Ｂ ２７６７ ２７３７ 

大学入学者 ９１Ｂ９９ ６５５３５ ９１7Ｂ７ ６５５３５ ９１Ａ７７ ６５５３５ ９１７８５ ６５５３５ ９１７６８ ６５５３５ ２９８６ 

東
京

都内出身者 ８１７9Ｂ ８６３５ ８１５87 ８６３６ ７１997 ８７３９ ７１7Ａ9 ８７３7 ７１９７９ ８６３Ａ ２87７ ５３Ａ 

都外出身者 7１８７9 Ｂ9３５ Ｂ１8Ａ９ Ｂ8３9 Ｂ１７Ａ７ Ｂ7３Ｂ Ａ１Ｂ8９ Ｂ7３８ Ａ１７7７ Ｂ8３Ａ ２７１５Ａ7 ２５３Ａ 

大学入学者 ６５１Ｂ７Ａ ６５５３５ 9１9９６ ６５５３５ 9１７９9 ６５５３５ 8１９９８ ６５５３５ 7１Ｂ9Ｂ ６５５３５ ２７１9７9 

神
奈
川

県内出身者 ７１９８５ Ｂ７３Ａ ７１７97 Ｂ８３９ ７１８６Ａ ＢＡ３7 ７１７５8 ＢＢ３８ ７１７Ａ７ Ｂ7３５ ２６78 ９３Ａ 

県外出身者 ６１９Ａ8 ８7３Ａ ６１８７Ａ ８Ｂ３Ｂ ６１７５Ｂ ８９３８ ６１６７６ ８８３7 ６１６５7 ８８３５ ２８Ａ６ ２９３Ａ 

大学入学者 ８１888 ６５５３５ ８１Ｂ７７ ６５５３５ ８１Ａ７６ ６５５３５ ８１８７9 ６５５３５ ８１８Ａ9 ６５５３５ ２Ａ７9 

福
岡

県内出身者 ７１Ａ7８ Ｂ７３９ ７１8６Ｂ Ｂ９３５ ７１Ｂ９５ Ｂ８３9 ７１Ｂ５５ ＢＡ３８ ７１Ａ9７ ＢＡ３６ ６9 ７３7 

県外出身者 ６１Ａ９9 ８7３Ｂ ６１Ａ8７ ８Ｂ３５ ６１９9８ ８Ｂ３６ ６１８8７ ８９３7 ６１８9６ ８９３9 ２６Ａ8 ２７３7 

大学入学者 ９１６７７ ６５５３５ ９１８98 ６５５３５ ９１６８８ ６５５３５ ８１98７ ６５５３５ ８１98８ ６５５３５ ２６８9 

全
国

大学入学者 7８１６Ｂ８ 7７１５９7 Ｂ8１９８７ Ｂ９１５Ｂ８ Ｂ９１ＢＡ８ ２8１Ａ６５

※大学ͷ所在地͸ɺ入学ͨ͠学部ͷ所在地ʹΑΔ

ʢ文部科学省学校基本調査ΑΓ作成ʣ
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ʢ̎ʣ留学生数の動向

長引͘不況や円高ɺ͞Βʹ ７５６６ 年ͷ東日本大震災ͷ影響等΋あΓɺ全国的ʹ͸ɺ７５６５ 年度以降ɺ留

学生在籍数͸減少ͯ͠いΔɻͦͷͳ͔Ͱ京都Ͱ͸ɺ９ 年間Ͱ ６１Ａ５５ 名ͱ順調ʹ留学生数͕૿加ͯ͠いΔɻ

今後͸ɺ留学生͕京都Λ勉学ͷ地ͱͯ͠選Μͩʮ優位性ʯΛΑΓ明確ʹ͢Δͱͱ΋ʹɺʮ国際的ͳ大学都市・

京都ʯͱͯ͠ɺΑΓ効果的ͳϒϥϯσΟϯά戦略Λ立ͯΔ͜ͱ͕大切ͰあΔɻ·ͨɺ留学生受入Εʹあͨͬ

ͯ͸ɺ学業ʹ専念Ͱ͖Δ生活環境Λ整えΔͨΊɺ地方自治体ͱ΋連携ͨ͠施策Λ講͡Δ必要͕あΔɻ

ʲ主要都道府県ʹ͓けΔ留学生数の推移 ( 独立行政法人日本学生支援機構 JASSOɹΑΓ作成 )ʳ

年度
都府県

７５５9 ７５６５ ７５６６ ７５６７ ７５６８
૿減 

ʢＡ 年間比ʣ

京都 Ａ１８77 Ａ１89Ｂ Ｂ１７９Ｂ Ｂ１9５５ 7１７９８ ＋ ６１8ＢＢ

大阪 ６５１Ａ7Ｂ ６５１79６ ６５１８７Ａ ６５１Ａ７６ ６５１Ａ８８ － ９８

愛知 Ｂ１９7６ Ｂ１77８ Ｂ１7５Ｂ Ｂ１Ｂ７８ Ｂ１７６９ － ７Ａ7

東京 ９８１77Ａ ９Ａ１Ｂ６7 ９８１６88 ９８１Ａ５５ ９７１79６ － 98９

神奈川 ９１８8８ ９１7６Ｂ ９１Ｂ8５ ９１Ｂ8８ ９１Ａ9８ ＋ ７６５

福岡 7１Ａ78 9１ＢＢＡ ６５１Ｂ８Ａ ６５１９８９ ６５１779 ＋ ８１７５６

全国 ６８７１7７５ ６９６１77９ ６８8１５7Ａ ６８7１7ＡＢ ６８Ａ１Ａ６9 ＋ ７１799

ʢ̏ʣ加盟校の状況

ʲ加盟校の状況ʳ

年度 ７５５9 ７５６５ ７５６６ ７５６７ ７５６８ 

大学数 ８８ ８８ ８９ ８Ａ ８Ａ

短期大学数 ６Ａ ６Ａ ６Ａ ６９ ６９

学校数計 ９8 ９8 ９9 ９9 ９9

学生数ʢ大学ʣ ６Ｂ７１９88 ６Ｂ８１８7Ａ ６Ｂ８１8６Ａ ６Ｂ９１７9７ ６ＢＡ１５６Ｂ

学生数ʢ短期大学ʣ Ｂ１９9Ｂ Ｂ１５Ａ６ Ａ１８７９ ９１Ａ9Ｂ ９１Ａ８8

学生数計 ６Ｂ8１98９ ６Ｂ9１９７Ｂ ６Ｂ9１６８9 ６Ｂ8１888 ６Ｂ9１ＡＡ９

ɹ第 ８ εςーδ期 (７５５9 ～ ７５６８ 年度 ) ʹ͓いͯɺ加盟校全体ͷ学生数͸΄΅横͹い΋͘͠͸微૿状態

ʹあΔɻ大学・短期大学別Ͱ͸ɺ大学ͷ学生数͕૿加͠ɺ短期大学ͷ学生数͕減少ͯ͠いΔɻ·ͨɺ短期

大学ʹ͓͚Δ収容定員未充足ͷ状況͸ɺ͜ͷ Ａ 年間ͰΑΓ深刻͞Λ૿ͯ͠いΔɻ加盟校͔Βͷ報告ʹΑΔ

ͱɺ７５５9 年度ʹ͓いͯ短期大学΋͘͠͸短期大学部Λ擁͢Δ全 ６Ａ 法人ͷうͪ収容定員Λ満ͨͯ͠いͳ

͔ͬͨͷ͸ 9 法人Ͱあ͕ͬͨɺ７５６８ 年度ʹ͓いͯ͸全 ６９ 法人中 ６６ 法人΁ͱ૿加ͯ͠いΔɻ

前述ͨ͠ʮ大学入学ʹ͓͚Δ地元志向ʯͱʮ専修学校入学率ͷ૿加ʯ等ͷ全国的ͳ受験動向͕ɺ財団ͷ

加盟大学・短期大学ͷ各々ʹͲͷΑうͳ影響Λ及΅ͯ͠いΔ͔ʹͭいͯ͸͞ΒͳΔ分析Λ要͢Δɻ͔͠͠

ͳ͕Βɺ京都地域Ͱ͸顕在化ͯ͠いͳい·Ͱ΋ɺ出身地域ʹ近い大学等΁ͷ進学や早期͔ͭ確実ͳ就職Λ

目指͢志向͕全国的ʹ高·ͬͯいΔͱ仮定͢Ε͹ɺ各大学ʹ͓いͯ΋͜Εʹ対応ͨ͠取組Έ͕必要ͱͳΔɻ

͢ͳわͪɺ大規模大学ʹあͬͯ͸全国ͷ受験生Λ引͖付͚Δ教育内容ͷ質的向上͕要請͞Εɺ͔ͭɺ͜

※大学ͷ学部等͕複数ͷ都道府県ʹ所在ͯ͠いΔ場合ɺ事務局本部͕所在͢Δ都道府県ʹ·ͱΊͯ集計ͯ͠いΔ
※ʮ留学生ʯͱ͸ɺʮ出入国管理及ͼ難民認定法ʯʹ定ΊΔʮ留学ʯͷ在留資格ʢ留学ϏβʣʹΑΓɺ日本ͷ大学ʢ大学院Λ含Ήʣɺ
ɹ短期大学ɺ高等専門学校ɺ専修学校ʢ専門課程ʣ及ͼ日本ͷ大学ʹ入学͢ΔͨΊͷ準備教育課程Λ設置͢Δ教育施設ʹ͓いͯ教育Λ
ɹ受͚Δ外国人学生Λいう

※学生数͸各年度 Ａ 月 ６ 日付ʹͯ集計
※ ７５６６ 年度：京都華頂大学ɹ入会ɺɹ７５６７ 年度：京都美術工芸大学ɹ入会 ɺ京都市立看護短期大学ɹ退会
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ΕΛ受験生・保護者ͷ理解͠や͢い形Ͱ情報発信͠ɺ魅力ΛΞϐーϧ͢Δ͜ͱ͕求ΊΒΕΔɻ·ͨɺ地域

密着型ͷ中小規模大学等ʹ͓いͯ͸ɺ知識基盤型社会Λ生͖ΔͨΊͷ専門性ɺ幅広い教養ɺΩϟϦΞ意識

ͷ維持・向上ͳͲɺ学士課程・短期大学士課程ͱͯ͠ɺ専修学校課程ͱ͸質的ʹ異ͳΔ能力・態度ͷ養成

͕求ΊΒΕΔɻͱΓわ͚短期大学ʹ͓いͯ͸ɺ７ ͔年ͱいう期間的制໿ͷͳ͔Ͱ専門課程以外ͷ汎用的能

力や教養ɺΩϟϦΞ意識醸成ͷͨΊͷ手立ͯΛͲͷΑうʹ講ͯ͡い͘ͷ͔͕鍵ͱͳΔ΋ͷͱ思わΕΔɻ

ɹ  財団を取Γ巻く状況

先ͷ中央教育審議会答申Ͱ͸ɺ大学支援組織ʢίϯιーγΞϜɺ大学団体ɺ学協会ɺ認証評価機関等ʣ͕ɺ

学士課程教育ͷ質的転換ʹ大͖ͳ役割Λ果ͨ͢͜ͱ͕求ΊΒΕͯいΔͱ͠ɺ͜ΕΒͷ組織͕取Γ組Ή΂͖

事項ͱͯ͠ɺ次ͷ点Λ指摘ͯ͠いΔɻ

⁞ʮϓϩάϥϜͱͯ͠ͷ学士課程教育ʯͱいう基本的認識ͷ共有や教育方法ʹ関͢Δ技術ͷ

ɹ 向上ʹ資͢Δ専門家ͷ養成

  学士課程教育ΛϓϩάϥϜͱͯ͠機能ͤ͞ΔͨΊͷ職員等ͷ専門家ͷ育成

⁠ʮ分野別ͷ教育課程編成上ͷ参照基準ʯʢ日本学術会議ʣ等ͷ積極的ͳ活用

⁡ Ξηεϝϯτ・ςετや学習行動調査等ɺ学修成果ͷ把握ͷ具体的方策ͷ研究・開発

⁢ 大学評価ͷ改善

⁣ʮ大学ϙーτϨーτʢ仮称ʣʯʹΑΔ大学情報ͷ積極的発信ͷ促進

͜ΕΒͷͳ͔ʹ͸ɺ財団͕取Γ組Ή͜ͱ͕適切ͳ内容ɺ他ͷ組織ͷ課題ͱͯ͠委ͶΔ΂͖内容ͷ双方͕

含·ΕͯいΔ͕ɺ設立当初ΑΓ実績ͷあΔ FD 事業や加盟校ʹͱͬͯ有益ͳ情報ͷ発信ͳͲʹ積極的ʹ取Γ

組Ήͱͱ΋ʹɺ情報ͷ収集発信等ʹあͨͬͯ͸ͦͷ望·͠いあΓ方Λ具体的ʹ検討͢Δ͜ͱ͕必要ͱͳΔɻ

ͦͯ͠ɺ当財団͕大学間連携事業Λ一貫ͯ͠推進͖ͯͨ͠点ʹ立ͪ返ΔͳΒ͹ɺ上記ʹ加えɺ大学ͱ地

域社会・産業界ͷ間ʹ立ͬͯɺΠϯλーϯγοϓや PBLʢ課題解決型学習 ４ Pおojecが２Baかed Leaおning４ 

Pおoblem２Baかed LeaおningʣɺαーϏεϥーχϯά等ͷ仲介Λ行う中間支援組織ͷ役割ʹͭいͯ΋ɺ再評

価͢΂͖ͱ思わΕΔɻ中央教育審議会答申ʹ͓いͯ΋ɺ大学生ͷ主体的ͳ学修ͷ確立や学修΁ͷ動機付͚

ͱいう観点͔Βɺ地域社会や企業ͱ大学や大学間連携組織ʢίϯιーγΞϜʣ͕新͠い連携・協力関係Λ

構築͢Δ͜ͱ΁ͷ期待͕表明͞ΕͯいΔͱ͜ΖͰあΔɻ

ɹ一方ɺ国ͷ高等教育予算ͷ動向ΛΈΔͱɺ７５６８ 年度予算ʹ͓いͯ͸ɺ先ʹ発表͞Εͨ大学改革実行ϓ

ϥϯͷ課題ʹ沿う形Ͱɺʮ大学教育ͷ質的転換ͱ大学入試ʯʮάϩーόϧ人材育成ʯʮ地域ͷ核ͱͳΔ大学

ͮ͘Γʢ大学 COCʣʯʮ研究力強化ʯʮ国立大学改革ʯͳͲ͕ɺ具体的ͳ事業ͱͯ͠予算化͞Εɺ·ͨɺʮϝ

ϦϋϦͷあΔ資金配分ͷ実施ʯΛ目指ͯ͠ɺ改革ͷ進捗͕顕著ͳ大学ʹ対ͯ͠多͘ͷ資金͕集·Δ仕組Έ

͕採用͞ΕͯいΔɻ͞Βʹɺ国͸ɺ大学ͷ機能分化Λ進ΊΔ観点͔Β΋ɺ各大学ͷ特色ΛΑΓ明確ʹ͢Δ

͜ͱΛ求ΊͯいΔɻ財団͸ɺ͜ΕΒͷ国ͷ高等教育政策動向や予算編成方針等Λ的確ʹ把握͠ɺ加盟校ʹ

有益ͳ情報Λ提供͢Δ͜ͱ͕ɺ今後一層求ΊΒΕΔɻ

ɹ財団͕ ７５６７ 年度ʹ行ͬͨ加盟校向͚ͷΞϯέーτ・ώΞϦϯάʹΑΕ͹ɺ設立͔Β ７５ 年Λ迎えͨ財

団ʹ対͠ɺ事業規模ͷ拡大Ͱ͸ͳ͘事業内容ͷ質や特色化Λ求ΊΔ意見͕数多͘出͞ΕͯいΔɻ財団創成

期ʹ͓いͯ新規性Λ持ͬͨ事業Ͱあͬͨ΋ͷ΋ɺ各大学Ͱ個別ʹ取Γ組·ΕΔͳͲ既ʹ定着ͯ͠いΔ΋ͷ

΋数多͘存在͢Δɻ今後͸ɺ地域・自治体・産業界ͱͷ繋͕ΓやΠϯλーΧϨοδ性ͳͲ財団ͷ独自性Λ

追求Ͱ͖Δ事業内容ΛɺΑΓ加盟大学等ͷχーζʹ沿ͬͨ形Ͱ提供͠ɺͦͷ期待ʹ応えΔ͜ͱ͕求ΊΒΕ

Δɻ·ͨɺ͜ΕΛ通ͯ͡ɺ財団事業Λ支えΔ構成員ͰあΔ加盟校等ͷ財団ʹ対͢Δ求心力Λ改Ίͯ高Ίͯ

いͨ͘Ίͷ工夫͕必要ͱͳΔɻ

3
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͞Βʹɺ文部科学省大学間連携事業ͷ支援΋あΓɺ近年ɺ様々ͳ形Ͱ΋ʮ分野別ʯ大学間連携ϓϩάϥ

Ϝ͕生·ΕͯいΔɻ京都ʹ͓いͯ΋府北部地域Ͱͷ地域人材育成ͷͨΊͷ連携ɺ京都市内ͷ複数大学ʹΑ

Δ教養教育ϓϩάϥϜͷ共同運営ɺϛογョϯΛ共有͢Δ府内外ͷ大学Λ繋いͩʮΩϟϦΞ教育ʯʮ教学

IRʯ等ɺ特色ͷあΔ連携͕生·Ε͖ͯͯいΔɻ今後ͱ΋ɺ͜ͷΑうͳςーϚΛ特定ͨ͠大学間連携や大学

ͱ地域ͱͷ連携ͷ事例͸૿加ͯ͠い͘ͰあΖうɻ

͜ͷΑうͳ状況ͷ΋ͱɺ特定地域ʹ͓いͯ大学間連携事業Λ展開͢Δʮh 地域ʱ大学ίϯιーγΞϜʯ

ͱͯ͠ͷ当財団͕ɺ今後ɺͲͷΑうͳ方向性Λ目指͢΂͖͔͕問わΕͯいΔɻ例え͹ɺ特色あΔ分野別大

学間連携ͷίϛュχςΟΛ相互ʹ緩や͔ʹ繋͗ɺʮ情報共有ʯやʮ成果発信ʯʹ͓いͯ協力͢Δɺ財団ͱ

繋͕Γͷ深い地方自治体等ͷ参画Λ支援͢ΔͳͲɺ財団͕͜Ε·Ͱ担͖ͬͯͨ役割ͷ質的転換やɺ高度化

͢Δ取組Έ͕求ΊΒΕΔɻ
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ɹ ɹ財団の目指す΋の・役割

財団͸ɺʮ第 ８ εςーδͷ到達点ͱ第 ９ εςーδʹ向͚ͨ検討課題ʹͭいͯʯ(７５６８ 年 Ｂ 月 ７9 日第 ７

回理事会 )( 以下ʮ到達点ͱ検討課題ʯͱいう ) Λ取Γ·ͱΊͨɻ͜ͷͳ͔Ͱɺ財団ͷ目指͢΋ͷͱ取Γ組

Ή΂͖事業ʹͭいͯ改Ίͯ言及͢Δͱͱ΋ʹɺ第 ９ εςーδΛ迎えΔ現段階ʹ͓いͯ財団ͷ果ͨ͢΂͖役

割Λ次ͷͱ͓Γ再整理ͯ͠いΔɻ

ʲ財団ͷ目指͢΋ͷʳ( 定款ΑΓ内容Λ抜粋 )

⁞ 京都地域ͷ大学間連携ͱ相互協力Λ図Γɺ加盟大学・短期大学ͷ教育・学術研究水準向上ͱ

ɹ ͦͷ成果ͷ地域社会ɺ産業界΁ͷ還元Λ目指͢ɻ

  地域社会ɺ行政及ͼ産業界ͱͷ連携Λ促進͠ɺ地域ͷ発展ͱ活性化ʹ努Ίɺ京都地域Λ中心  ɹɹɹɹɹ

ɹ ͱͨ͠高等教育ͷ発展ͱ社会ΛϦーυ͢Δ人材ͷ育成Λ目指͢ɻ

ʲ財団ͷ取Γ組Ή事業ʳ( 定款ΑΓ内容Λ抜粋 )

大学ɺ地域社会及ͼ産業界ͱͷ多様ͳ連携ʹΑΔ教育ɺ学生支援ɺ研修ɺ調査・研究ɺ情報収集ɺ

情報発信ɺ交流促進

ɹɹɹ

ʲ財団ͷ果ͨ͢役割ʳ＜ʮ到達点ͱ検討課題ʯΑΓ抜粋＞

京都地域ʹ͓いͯ大学ͷ集積Λ生͔ͨ͠大学連携事業Λ推進͢Δ͜ͱʹΑΓɺ加盟大学・短期大

学ͷ教育ͷ質向上ͱʮ大学都市ʯ京都ͷ発展ʹ貢献͢Δ

ɹ

ɹ͞Βʹɺ͜ΕΒʮ財団ͷ目指͢΋ͷʯ及ͼɺʮ到達点ͱ検討課題ʯͷ示͢ʮ財団ͷ果ͨ͢役割ʯΛΑΓ

簡潔ʹ示͢ͳΒ͹ɺ次ͷ ８ 項目ʹ集໿Ͱ͖ɺ͜ΕΒ͕事業Λ開発・実施͢Δ際ɺ立ͪ返Δ΂͖重要事項ͱ

いえΔɻͦͯ͠ɺ͜ΕΒʹ加えɺ第 ９ εςーδ期ͷ財団事業ʹ相応͠いɺ現在直面ͯ͠いΔ教育課題΁ͷ

対応΋必要ͱͳΔɻ具体的ʹ͸ɺ前項ͷ情勢分析ʹ͓いͯ述΂ͨʮΩϟϦΞ教育ʯɺʮ学生参加型事業展開

ʢPBL ͳͲʣʯɺʮάϩーόϧ化΁ͷ対応ʯ等͕該当͢ΔͰあΖうɻ

ɹ̡ 第 ９ εςーδʹ͓いͯ財団ͷ果ͨ͢役割ʳ

⁞ 京都地域ʹ͓͚Δ大学間連携事業ͷ推進

  加盟校ͷ教育ͷ質向上ͷ追求支援

⁠ ʮ大学都市ʯ京都ɺ地域ͷ発展ͱ活性化΁ͷ貢献

ɹ ɹ第 4 εςーδに͓けΔ事業展開のϑϨームワーΫ

ɹɹʮ到達点ͱ検討課題ʯ͸ɺ第 ９ εςーδ策定ʹあͨͬͯͷϑϨーϜワーΫΛ Ａ 点示ͨ͠ɻ

ᶃ大学間連携ʹΑΔ教育ϓϩάϥϜͷ充実

ᶄ大学ͷ発展Λ支えΔ教職員ͷ育成事業ͷ充実

ᶅ大学ͷ·ͪ・学生ͷ·ͪ京都ͷ活性化

ᶆ国際交流ϓϩάϥϜͷ充実

ᶇ調査・研究機能ͷ再構築

ᶘ

６

７

第 4 εςーδϓラン策定にあたっͯ
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ɹ ɹ検討課題に共通すΔ事項

前章Ͱ͸ɺ財団ͷ目指͢΋ͷͱ役割ʹͭいͯ再整理͕ͨ͠ɺʮ到達点ͱ検討課題ʯ文書͸ɺ·ͨɺ第 ９ εςー

δϓϥϯΛ策定͢Δ際ʹ共通͢Δ留意点ʹͭいͯ΋確認ͯ͠いΔɻ

ʲ第 ９ εςーδ策定ʹあͨͬͯͷ留意点ʳ＜ʮ到達点ͱ検討課題ʯΑΓ抜粋＞

⁞ 加盟大学・短期大学ͳΒͼʹεςーΫϗϧμーͷχーζ・期待΁ͷ対応

  質ͷ向上Λ基本ͱͨ͠ʮ事業ͷ選択ͱ集中ʯͷ実施

発足͔Β ７５ 年Λ迎えͨ財団͸ɺ組織ͷ設置趣旨ʹ基ͮいͨ事業展開Λ図Δ一方Ͱɺ創成期ͷ役割ͱ歴

史的経過ͷΈʹͱΒわΕͣɺʮ組織͕ʰ成熟期ʱΛ迎えͯいΔʯͱいう認識ʹ基͖ͮɺ質量ͱ΋ʹ現代的

ͳ事業ͷあΓ方Λ再構築͠ͳ͚Ε͹ͳΒͳいɻͦͯ͠ɺ͜ΕΛ実現͢ΔͨΊʹ͸ɺ単ʹ財団͕χーζʹ応

えΔ事業Λ行うͱいう形͚ͩʹ͸ͱͲ·Βͳいɻ͢ͳわͪɺ加盟校等及ͼͦͷ構成員ͰあΔ学生・教職員

ͱͱ΋ʹ企画開発・事業運営・改善Λ進ΊΔͳ͔Ͱɺ財団ͷ取組Έʹ対͢Δ関心Λ今一度高Ίɺ財団組織

ͷ意義Λ果ͨͯ͠い͘͜ͱ͕重視͞Εͳ͚Ε͹ͳΒͳいɻ͜うͨ͠課題認識ʹͭいͯ͸ɺ今回設置ͨ̒͠

ͭͷワーΩϯάάϧーϓʢ以下 WGʣͷ検討過程Ͱ΋ɺ共通ͯ͠提言͞ΕͯいΔɻWG ͷ個別検討課題ͷ

事業計画ʹ先立ͬͯɺ下記ʹ言及͢Δ ９ 点͸ɺいわ͹今後ͷ財団事業推進ʹあͨͬͯ留意͢΂͖観点Ͱあ

Γɺ事業Λ評価͢Δ視点ͱͳΔ΋ͷͰあΔɻ

検討課題別の事業計画ᶙ

６

⁞財団事業への加盟校の学生のコϛッτϝンτの促進

ɹ財団事業ͷ推進や開発・見直͠ʹあͨͬͯɺ加盟校ͷ学生や院生Λελοϑ等ͷ形Ͱ参画ͤ͞Δ

͜ͱ͸ɺ教職員ͱ異ͳͬͨ視点Ͱͷ改善ΞΠσΞͷ提供ͱいͬͨ効果͕期待Ͱ͖Δ΄͔ɺͦΕΒΛ

進ΊΔϓϩηεͦͷ΋ͷʹɺ教育的ͳ意義や効果Λ持ͨͤΔ͜ͱ͕可能ͰあΔɻ学生͕ίϛοτϝ

ϯτͰ͖Δ具体的ͳ領域ͱͯ͠ɺ広報等ͷ情報発信分野ɺ調査分析活動ͷ補助ɺ課外ϓϩάϥϜΛ

含Ή教育関連事業ͷ運営補助等͕想定͞ΕΔɻ実行委員会ͱͯ͠学生͕企画運営ʹ関わΔ事業͸引

͖続͖重視͞Εͳ͚Ε͹ͳΒͳいɻ

 財団事業への加盟校の教職員のコϛッτϝンτの促進

ɹ本答申͕提示͢Δ第 ９ εςーδ期ʹ͓͚Δ事業改善ͷ方向性͸ɺ各事業ͷ専門委員会ʹ委ͶΒΕɺ

具体的ͳ改善案΁ͱͭͳ͛ΒΕΔ͜ͱΛ想定ͯ͠いΔɻ成熟期Λ迎えͨ財団ͷ取組Έʹ対͠ɺ再度

加盟校͔Βͷ期待ͱ関心Λ高Ίɺ実ΓあΔ事業Λ推進͢ΔͨΊʹ͸ɺ教職員ͷ主体的ͳ参画͕不可

欠ͰあΔɻ͜ͷͨͼͷ答申提起ʹあわͤͯɺ組織ͷ見直͠ʹΑΔ専門委員会組織ͷ質量両面Ͱͷ適

正化ͱ委員会ͷ役割ͷ明確化Λ進Ίɺ教職員ͷ実質的ͳ関わΓΛ強化͢Δ͜ͱ͕必要ͰあΔɻ·ͨ

専門委員会ͷ見直͠ͱあわͤɺ後述ͷ調査・研究活動や財団職員出向制度ͷ再評価や研修的側面͔

ΒΈͨ運営方法ͷ高度化ͳͲ΋並行ͯ͠進ΊΔ͜ͱ͕求ΊΒΕΔɻ
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ͳ͓ɺ次ʹ示͢検討課題別ͷ事業計画͸ɺ課題͝ͱʹ抱えΔ改善点やͦͷ優位性等Λ具体的ʹ示ͨ͢Ίɺ

大学政策委員会 WG ʹΑΔ分析結果Λ可能ͳ限Γ活͔͢形Ͱ再編集ͨ͠ɻΑͬͯɺ課題整理ͷ手順や表現

方法ʹɺ章ʹΑΔ若干ͷ差異͕ΈΒΕΔ点ʹͭいͯ予Ί留意͞Εͨいɻ

ɹ ɹ大学間連携にΑΔ教育ϓϩάラムの充実

ʢ̍ʣ高大連携事業・Πンターンγッϓ事業の背景

財団͸ɺ第 ８ εςーδϓϥϯʹ͓いͯɺ大学入試広報Λ京都ͷ大学͕共同ͯ͠行うʮ共同入試広報ʯΛ

基幹事業ͷ一ͭʹ位置͚ͮɺ全国各地Ͱʮ京都ͷ大学情報ίーφーʯΛ開設͠ɺ東京等大都市圏Ͱʮ京都

ワϯΩϟϯύεʯͱ銘打ͬͨ入試広報企画Λ開催͖ͯͨ͠ɻ近年ɺ高校や大学ʹΑΔ個別ͷ高大連携企画

ͷ΄͔ɺ民間ͷ大学進学Πϕϯτ΋૿加傾向ʹあΔɻ͜ͷ状況Λ受͚ɺ京都ͷ大学΁ͷ進学Λ奨励͢Δ企

画Λ財団͕行う意義͕問わΕ始ΊͯいΔɻ·ͨ新ͨͳ状況ͱͯ͠ɺ高校ͷ学習指導要領ʹ社会的・職業的

自立Λ目指 ʮ͢ΩϟϦΞ教育ʯͷ記述͕盛Γ込·Εɺ͜ Εʹ対応ͨ͠取組Έ΋求ΊΒΕΔΑうʹͳ͖ͬͯͨɻ

財団ͷ高大連携事業͸ɺ７５５８ 年ʹ設立͞Ε ʮͨ京都高大連携研究協議会ʯʢ以下ʮ協議会ʯͱいうʣ͕ 担ͬ

͖ͯͨɻ協議会͸ɺ模擬講義ͳͲΠϕϯτ要素ͷ強い取組Έʹ終始ͤͣɺ高大ͷ円滑ͳ接続Λ組織的ʹ推

進͢Δ͜ͱΛ目指͠ɺ京都府教育委員会・京都市教育委員会・京都府私学連合会・京都商工会議所͕連携

ͯ͠発足͠ɺ高校生自Β͕ΩϟϦΞ形成ͷ一環ͱͯ͠大学進学ͷ問題Λ考えΔ͜ͱΛ意図ͯ͠ɺ様々ͳ活

動Λ行ͬͯいΔɻ財団͸ɺ協議会ͷ΋ͱͰɺʮ共同入試広報ʯͷ΄͔ɺʮΩϟϦΞ教育ʯϓϩάϥϜ ( ※次

項参照 ) ͷ開発ʹ΋取Γ組Έɺ７５６７ 年度ʹ試行的運用Λ開始ͨ͠ɻ今後͸ɺʮh 京都ͷ大学ʱ΁ͷ進学Λ

促進͢Δϒーε೿遣型ͷ共同入試広報ʯ事業͔Βɺʮ高校・大学・社会΁ͱ繋͕ΔΩϟϦΞ意識醸成ʯ事

業΁ͱɺ企画ͷ軸Λ据えͳ͓͢必要͕あΔɻ

·ͨɺ財団ʹ͓͚ΔΠϯλーϯγοϓ事業͸ɺ６997 年ʹ通商産業省・文部省・労働省 ( 当時 ) ͕合同ͰʮΠ

ϯλーϯγοϓ推進ʹあͨͬͯͷ基本的ͳ考え方ʯΛ取Γ·ͱΊͨ͜ͱʹ遡Δɻ͜ͷ年ɺ財団͸Πϯλー

ϯγοϓ制度研究会Λ発足ͤ͞ɺ研究・検討Λ経ͯɺΠϯλーϯγοϓ事業͕ ６998 年度ΑΓ全国ʹ先駆

͚始動ͯ͠いΔɻ当初͸京都地域及ͼɺ関西圏ʹ͓͚ΔΠϯλーϯγοϓͷ定着Λ目的ͱ͢Δ ８ 年間ͷύ

Πϩοτ事業Ͱあ͕ͬͨɺ大学ɺ学生ɺ企業等͔Βχーζͱͦͷ教育効果͕認ΊΒΕɺ事業継続͕確認͞

Εͨɻ７５５7 年度ʹ͸ʮΠϯλーϯγοϓ研究会ʯΛ設置͠ɺ事業開始͔Β ６５ 年間ͷ総括Λ行いɺ改Ί

７

⁠調査・企画機能の強化

ɹ財団ʹ͓͚Δ調査機能強化ͷ必要性͸ɺ第 ８ εςーδϓϥϯͷ到達点ʹ͓いͯ΋確認͞Εͨͱ͜

ΖͰあΔ͕ɺ加盟校͔Βͷ期待ʹ応えΔ点͔Β΋ɺ有益ͳ情報・σーλ・資料ͷ収集・分析͸極Ί

ͯ重要ͳ事項ͱいえΔɻ財団内外ʹ関わΔͲͷΑうͳ情報等Λ収集分析͢Δ͜ͱ͕適切ͰあΔ͔͸ɺ

今後ͷ検討ʹ委ͶΔ΂͖ͰあΔ͕ɺ財団ͷ設置趣旨や目指͢΋ͷͱͷ関わΓͰ͸ɺ大学都市機能研

究ɺ高等教育研究等͸必須ͷ事項ͱ考えΒΕΔɻ·ͨɺ財団事業ͷ実施継続判断ͷ拠所Λ提示͢Δ

ͨΊʹ΋ɺ͜ͷ機能ͷ維持ͱ強化͕必要ͱͳΔɻ

⁡情報発信・共有機能の強化

ɹ財団ͷ情報発信・共有機能͸ɺ財団΁ͷ関心や事業΁ͷ期待Λ維持͢ΔͨΊʹ不可欠ͷ΋ͷ͕ͩɺ

大学政策委員会ώΞϦϯάͰ΋ͦͷ弱͕͞指摘͞ΕͯいΔͱ͜ΖͰあΔɻ前述ͷ情報収集・分析ͱ

あわͤͯ強化͢΂͖機能ͩͱいえΔɻ情報発信ͷあΓ様͸ɺʮ大学ͷ·ͪ京都ɺ学生ͷ·ͪ京都ʯͷ

Ξϐーϧʹ΋繋͕Δ課題ͰあΓɺ͞Βʹɺͦͷ際ʹ͸ɺ先ͷ加盟校ͷ所属学生・教職員ͷίϛοτ

ϝϯτΛ促進͢Δ͜ͱͰ機能強化Λ図Δ͜ͱ͕望·͠いɻ
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ͯ͜ͷ事業ͷ意義͕下記ͷͱ͓Γ確認͞Εͨɻ

ɹ̡ 財団Πϯλーϯγοϓ事業ͷ特色ͱ優位性ʳ

ɹɹ⁞ 産官学地域連携ʹΑΔ教育ϓϩάϥϜͱͯ͠位置͚ͮɺ継続的ʹ展開͖ͯͨ͠ɻ

ɹɹ  ΠϯλーΧϨοδ・θϛͱͯ͠ͷ特色͕あΔɻ

ɹɹ⁠ ίーε等ͷ૿設・再編Λ繰Γ返͠ͳ͕Βɺ団体数や実習生数΋飛躍的ʹ伸͹͖ͯͨ͠ɻ

ɹ当財団͕実施͢ΔΠϯλーϯγοϓ事業͸就職や採用ʹ直結͢Δ΋ͷͰ͸ͳ͘ɺ大学ʹ͓͚Δ人材育成

ʹ資͢Δ教育ϓϩάϥϜͱͯ͠学生ɺ受入先ʹ認識͞Εɺ現在ʹ至ͬͯいΔɻ近年ɺ大学ʹ͓いͯΩϟϦ

Ξ教育͕盛Μʹ導入͞Εɺ学生͕在学中ʹ社会ͱͷ接点Λ持ͪɺ将来ʹͭいͯ考えΔ͖͔͚ͬΛ提供͢Δ

ʮΠϯλーϯγοϓʯͷ有用性ʹ΋注目͕集·ͬͯいΔɻ

大学単独ͷϓϩάϥϜ͕拡大͢Δͳ͔ʹあͬͯ΋ɺΠϯλーΧϨοδͰ行う財団ͷ特色Λ生͔͠ɺ引͖

続͖ɺ質ͷ高い教育ϓϩάϥϜͱͯ͠実施ͯ͠欲͠いͱいう要望͕中小規模大学͔Β多͘寄ͤΒΕͯいΔɻ

事業推進ʹあͨͬͯ͸ɺ͜ͷ特色ͱ優位性Λ踏·えͨ運営ͱ効果測定͕求ΊΒΕΔɻ

ʢ̎ʣ高大連携事業の現状と課題

７５６８ 年度現在ɺ当財団ʹ͓いͯ推進ͯ͠いΔ主要企画͸下記ͷͱ͓ΓͰあΔɻ

企画名 概要

京都ͷ大学
ʮ学ͼʯ

ﾌőŖŽﾑ

高校生ʹ大学Ͱͷʮ学ͼʯͷ魅力Λ伝えɺ進学意欲ͷ向上Λ目指͠ɺ加盟校ΩϟϯύεͰ実施͢Δ
企画ɻ滋賀会場ʢ春季ʣɺ京都会場ʢ秋季ʣͷ年 ７ 回Λ開催͠ɺ加盟校提供ͷ模擬講義・体験型講座ɺ
大学紹介ϒーεͷ΄͔大学生ʢ京都学生祭典実行委員会ʣͱ高校生ͷ交流企画ͰあΔʮΩϟϯύε
ϥΠϑ大研究ʯɺ保護者向企画等Ͱ構成͞ΕͯいΔɻ７５６７ 年度参加実績͸ ７ 会場ͷ΂ ８１９５６ 名Ͱ
あͬͨɻ

Kけoがo
Ŝﾀž場

現役大学生͕高校生ͱ現在ͷ自分や将来ͷ姿ʹͭいͯ語Γ合いɺ大学生ͷ経験Λ聞͘͜ͱΛ通ͯ͡
高校生͕自Β将来Λ考えɺ学習意欲ͷ喚起Λ目指͢ΩϟϦΞ教育企画ɻ参加͢Δ大学生・高校生双
方΁ͷ教育効果͕期待Ͱ͖Δɻ外部 NPO ΁ͷ業務委託形式ʹͯ ７５６７ 年度ΑΓ実施ɻ７５６７ 年度
実績͸ 7 会場ʢ高校ͳΒͼʹϑΥーϥϜ会場ʣʹ ͯͷ΂ ６１Ａ７５ 名ͷ高校生͕ϓϩάϥϜʹ参加ͨ͠ɻ

Kけoがo
ƂŖŞｼŔŕﾌƅ
倶楽部

高校生・大学生・社会人͕直接連携͠ɺ学ͼ合う͜ͱΛ目的ʹϓϩάϥϜ開発ʹ取Γ組Ή΋ͷɻ
７５６７ 年度͸試行的ʹɺ京都府北部地域ͷ高校生ͱ大学生ͷ交流企画ɺ女子高校生ͱ女子大生͕Ωϟ
ϦΞʹͭいͯ交流͢Δ企画ͳͲΛ実施ͨ͠ɻ

実践研究
共同教育
ﾌƅƁŞƄŽﾑ

大学教員ͱ高校教員͕共同ͯ͠授業ϓϩάϥϜ開発ʹ取Γ組Έɺ高校Ͱͷ正課授業ʹ͓いͯ実践͢
Δ΋ͷɻ７５６７ 年度参加実績͸ ９ 高校ͷ企画ʹ ６７ 大学 ６Ｂ 名ͷ教員͕協力͠ɺ７８9 名ͷ高校生͕
ϓϩάϥϜΛ受講ͨ͠ɻ

高大連携
教育ﾌőŖŽﾑ

京都ͷ高大連携ͷ取組Έͷ情報発信ͱ国内ͷ高大連携活動ͷ情報共有Λ目的ͱͨ͠企画ɻ７５６７ 年
度参加実績͸ɺ高校・大学関係者 ７９９ 名Ͱあͬͨɻ

修学旅行・校外
学習Λ活͔ͨ͠
ŝŒžŗ教育企画

修学旅行ɺ校外学習Ͱ京都Λ訪問ͨ͠高校生ͱ大学生等ͷΩϟϦΞʹͭいͯ考えΔ交流企画ɻ
７５６７ɺ７５６８ 年度ʹɺ各 ６ 回実施ɻ参加実績͸ɺ７５６７ 年度修学旅行企画ͱͯ͠高校生 ６Ｂ５ 名ɺ
大学生 ６Ｂ 名ɺ７５６８ 年度校外学習企画ʹ高校生 ８７ 名ɺ大学生 ７Ａ 名Ͱあͬͨɻ

ᶃ京都の大学ʮ学びʯϑΥーϥϜ

前述ͷͱ͓Γɺ大学個別ͷ入試企画や類似ͷ民間業者主催Πϕϯτ͕林立ͯ͠いΔɻ財団ͷ独自性Λ打

ͪ出͢うえ͔Β΋ɺ内容ͷ差別化͕求ΊΒΕͯいΔɻ企画発足当時͔Βͷ趣旨・目的ͰあΔʮ大学Ͱͷ学

ͼͷ魅力ʯͱ新ͨͳίϯςϯπͰあΔʮ高校生ͱ大学生ͷ交流ʹΑΔΩϟϦΞ意識ͷ醸成ʯΛ十分ʹΞϐー

ϧͯ͠ɺ加盟校や高校ͷ理解Λ得Δͱͱ΋ʹɺχーζʹあͬͨ内容ͷ見直͕͠必要ͰあΔɻ·ͨɺ試行的

ʹ実施ͯ͠いΔ大学生ͱ高校生ͱͷ交流企画ʮΩϟϯύεϥΠϑ大研究ʯͷ効果検証ͱ企画定着ʹΉ͚ͨ

検討͕必要ͰあΔɻ
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ʲ京都の大学ʮ学びʯϑΥーϥϜ過年度実績ʳ

年度 滋賀 京都 福知山 合計

７５５9 ９５８ ６１9７Ａ ９８５ ７１7Ａ8

７５６５ Ａ７５ ６１8７６ ８９9 ７１Ｂ9５

７５６６ 8７９ ７１７ＢＡ 京都会場΁統合 ８１５89

７５６７ Ｂ79 ７１7７７ － ８１９５６

７５６８ Ｂ77 ７１Ｂ7６ － ８１８９8

※参加者ʹ͸高校生΄͔保護者ɺ教員Λ含Ή

ᶄ Kyoがo ΧタϦ場

ɹ大学生ͱ高校生ͱ͕ΩϟϦΞʹͭいͯͱ΋ʹ考えΔ企画ͱͯ͠定着ͭͭ͠あΔɻ外部 NPO ΁ͷ業務委

託ͱいう形態Ͱ実施͞ΕͯいΔ現在ͷ体制Λ見直͠ɺ京都ͷ大学生・高校生双方ʹ効果͕見込ΊΔΩϟϦ

Ξ教育ͱ͢ΔͨΊɺ京都ͷ大学生͕主体的ʹ企画・運営͢Δ取組Έ΁ͷ転換͕望·͠いɻ

ᶅ Kyoがo ワーΫγョッϓ倶楽部

ɹ現行ͷ企画Ͱ͸社会人Λ巻͖込ΜͩϓϩάϥϜͷ開発ʹ͸至ͬͯいͳいɻ従来ʮ高大接続ʯΛ中心ʹ推

進͖ͯͨ͠事業ʹ社会人ͱͷ連携Λ組Έ込Ή͜ͱʹͭいͯ͸議論ͷ余地͕あΔ͕ɺʮ有益ͳΩϟϦΞ教育

ͷ提供ʯͱいう趣旨͔Βɺʮ社会人ʯͱͷ交流機会ͷ提供͸大学生΁ͷ高い教育的効果͕期待͞ΕΔɻ当面ɺ

具体的ͳ交流機会ͷ設定Λ追求͠ͳ͕Βɺͦͷ効果Λ検証͠ɺ企画ͷ安定実施ʹΉ͚体制Λ整えΔ͜ͱ͕

必要ͱͳΔɻ

ᶆ実践研究共同教育ϓϩάϥϜ

ɹ高校ͱ連携協力͢Δ͜ͱʹΑΓɺ大学教員ͷ授業実践ʹ΋示唆Λ΋ͨΒ͢͜ͱΛ目指ͯ͠企画͞Εͨ事

業ͰあΔɻ現状ɺ高校側ͷ要望Λ΋ͱʹ授業ϓϩάϥϜΛ策定͠ɺͦ ͷϓϩάϥϜʹ大学教員͕ϘϥϯςΟ

ΞͰ協力͢Δͱいう形態ʹͳ͓ͬͯΓɺ大学教員ͷ負担͕大͖い͜ͱ͕課題ͱͳͬͯいΔɻʮ授業ϓϩά

ϥϜͷ共同開発ʯͱいう本来ͷ目的ʹ立ͪ返Γɺ参加高校数や大学数ͳͲͷ規模ͷ追求Ͱ͸ͳ͘ɺ企画内

容ͷ質Λ重視ͯ͠見直͠Λ図Δ΂͖ͰあΔɻ

ᶇ高大連携教育ϑΥーϥϜ

ɹ発足͔Β ６５ 年Λ経過͠ɺ企画自体͸定着ͯ͠いΔɻ今後͸ɺ新ͨͳςーϚͰあΔʮΩϟϦΞ教育ʯΛ

͸͡Ίɺ教科教育中心ͷ従来ͷ内容͔ΒɺςーϚͷ再検討Λ行いɺ前述ͷ実践研究共同教育ϓϩάϥϜͱ

有機的ʹ結ͼͭいͨ企画ͷ具体化Λ進ΊΔ͜ͱ͕求ΊΒΕΔɻ

ʲ高大連携教育ϑΥーϥϜ過年度実績ʳ

年度 回数 参加者 ςーϚ

７５５9 第 7 回 ７６Ｂ 高大連携͔Β接続教育΁ͷ視座ɹ～高大Ͱ考えΔʮ生͖Δ力ʯͷ育成～

７５６５ 第 8 回 ７Ａ８ 新͠い時代ʹ求ΊΒΕΔ能力ΛͲう育成͢Δ͔～高大接続ςετͷ持ͭ意味～

７５６６ 第 9 回 ７９9 新学習指導要領͕求ΊΔ学力ͱ͸

７５６７ 第 ６５ 回 ７９９ ͜Ε͔Βͷ時代ʹ求ΊΒΕΔ学力・能力ͱ͸？－教育ͷ目標Λ明確化͢ΔͨΊʹ－

７５６８ 第 ６６ 回 ６9Ｂ 新͠い時代Λ拓͘高大接続ͷʰ学ͼʱͱ͸―京都͔Βͷ発信―

※参加者ʹ͸報告者／ίーσΟωーλーɺ京都高大連携研究協議会関係者Λ含Ή
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ᶈ修学旅行・校外学習Λ活͔͠たΩャϦア教育企画

７５６７ 年度ΑΓɺ修学旅行や校外学習ͱͯ͠京都ʹ赴͘高校生ʹ対͠ɺ加盟校ͷ大学生͕自大学ͷ選択

理由や京都ͷ優位性Λ訴求͢ΔʮΩϟϦΞ教育企画ʯΛ試行͠ɺ高校生・大学生ͷ双方͔Β一定ͷ評価Λ

得ͯいΔɻ新ͨͳ広報展開ͷͨΊͷίϯςϯπͱ͚ͯͩ͠Ͱ͸ͳ͘ɺ高校ͱ大学Λ繋͙教育ϓϩάϥϜͱ

ͯ͠ɺͦͷ推進体制や効果検証ͷあΓ方͕課題ʹ位置͚ͮΒΕͯいΔɻͱΓわ͚ɺ大学生ελοϑͷ確保

ʹͭいͯ͸ɺΑΓ安定的ʹ実施͢Δ΂͘ɺ専門ͷ大学生ελοϑΛ確保͠ͳ͚Ε͹ͳΒͳいɻΩϟϦΞ企

画ͱͯ͠ͷ位置͚ͮΛ勘案͢Ε͹ɺ財団ͷΠϯλーϯγοϓ修了生ͷ参画΋考えΒΕΔɻ͞Βʹɺ大学生

ελοϑͷ組織化ʹ際ͯ͠͸ɺͦͷ研修内容ͷ具体化΋並行ͯ͠進ΊΔ͜ͱ͕必要ͰあΔɻ

ͳ͓ɺ全ͯͷ企画ʹ΋通͡Δ課題ͰあΔ͕ɺ͜Ε·Ͱɺ高大接続・連携事業͸全般的ʹ高校΁ͷ広報͕

中心ͱͳΓɺ加盟校΁ͷ企画ͷ趣旨説明や周知͕十分Ͱ͸ͳ͔ͬͨɻ今後ɺ高校ͱ大学双方ʹͱͬͯ有益

ͳΩϟϦΞ教育企画Λ開発実施͢ΔͨΊɺ大学΁ͷ説明ͱ協力要請Λ意識的ʹ進ΊΔ΂͖ͰあΔɻ

ʢ̏ʣΠンターンγッϓ事業の現状と課題

現在ͷΠϯλーϯγοϓ事業ͷ概要ͱͦͷ規模͸下記ͷͱ͓ΓͰあΔɻ受入先͸京都地域Λ中心ʹɺ

一般企業や行政機関ɺNPO・NGO 等ɺ幅広い分野ʹ及ΜͰいΔɻ短期実践型ͷʮϏδωε・ύϒϦοΫ

ίーεʯͱ長期企画型ΠϯλーϯγοϓʢϓϩάϨείーεʣ͕展開͞ΕͯいΔɻ

ίーε名 概ɹ要

Ϗδωε・
ύϒϦοΫ

ίーε

企業・行政機関・非営利組織ʢNPO・NGO 等ʣʹ͓いͯ 8 月中旬～ 9 月中旬ͷ間ʹ ７ 週間～ ６ ͔
月程度ͷ実習Λ行うɻ事前・事後学習Λ通ͯ͡業界研究・ϏδωεϚφーやϦεΫϚωδϝϯτ等ʹ
ͭいͯ΋学Ϳɻ

ϓϩάϨε
ίーε

企業・行政機関・非営利機関ʢNPO・NGO 等ʣ͕提示ͨ͠ςーϚʹ沿ͬͯ実施͢ΔϓϩδΣΫτ型
ΠϯλーϯγοϓɻϓϩδΣΫτ΁ͷ参画Λ通ͯ͠ɺ様々ͳ角度͔Β実社会Λ見ͭΊɺ現状Λ把握͢
Δ力ɺ課題Λ発見͢Δ力ɺͦͷ課題Λ解決͢Δ力Λ身ʹ͚ͭɺ受入先企業・団体等ʹͱͬͯ΋有益ͳ
成果等Λ΋ͨΒ͢͜ͱΛ目的ʹ長期ʢＢ 月～ ６６ 月ʣͰ実施͢Δ΋ͷɻ

ʲ財団インターンγッϓ事業登録団体数ɺ出願・許可者数ʳ

ίーε種別ɹɹɹɹɹɹɹ年度 　2009 　2010 　2011 　2012 　2013 

登録団体数

Ϗδωε・ύϒϦοΫίーε ８７８ ７５７ ７7Ａ ７Ａ７ ７８９

ϓϩάϨείーε ６Ａ ６Ａ ６8 ６８ ６６

小計 ８８8 ８６7 ７9８ ７ＢＡ ７９Ａ

出願者数

Ϗδωε・ύϒϦοΫίーε Ｂ９７ 9７8 Ｂ７Ｂ Ｂ７６ Ａ8５

ϓϩάϨείーε 79 ＢＡ Ｂ９ ＡＡ ９7

小計 7７６ 99８ Ｂ9５ Ｂ7Ｂ Ｂ７7

許可者数

Ϗδωε・ύϒϦοΫίーε ９５Ｂ Ａ５Ａ ９９Ａ ８7６ ９６６

ϓϩάϨείーε Ｂ7 Ｂ７ Ｂ７ Ａ６ ９Ａ

小計 ９7８ ＡＢ7 Ａ５7 ９７７ ９ＡＢ

ᶃビδネε・パϒϦッΫコーε

ɹ教育上ͷ観点͔Β多種多様ͳ業態ͷ受入先確保͕課題ͱͳͬͯいΔɻ受入先ͷͳ͔ʹ͸ɺ作業要員確保

ͱ΋見受͚ΒΕΔέーεやɺ指導ͷあΓ方等ʹ͓いͯ課題ͷあΔ企業等΋ΈΒΕΔ͜ͱ͔Βɺ本事業Λ教

育ϓϩάϥϜͱͯ͠理解͠ɺ質ͷ高い実習Λ提供Ͱ͖Δ受入先ͷ維持・確保͕課題ͱͳͬͯいΔɻ質ͷ高

い受入先ͷ維持・確保ʹ͸ɺ要件ͷ明確化や現行ͷ受入先΁ͷ説明ͳͲɺ͖Ί細͔ͳ対応͕求ΊΒΕΔɻ

あわͤͯɺ͜Εʹ関わΔ体制整備や折衝ͷあΓ方等ʹͭいͯ΋検討͕必要ͱͳΔɻ
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ᶄϓϩάϨεコーε

ϓϩάϨείーεͰ͸ PBL ͷ手法΋取Γ入Εɺ地元ͷ企業・団体ͱͷ連携ʹΑΓ地域活性化ʹ΋繋͕

Δ取組Έ΋進ΊͯいΔɻ͔͠͠ɺ学生ͷ成長͕高͘期待Ͱ͖ɺ͞Βʹ地域社会や地元企業・団体ʹ΋貢献

Ͱ͖ΔίーεͰあΔ͕ɺ出願者減少͕続いͯいΔɻ͜ͷ͜ͱ͸ɺίーε改革Λ進ΊΔʹあͨͬͯͷ課題ʹ

ͳͬͯいΔɻ財団Ͱ͸ɺ事業発足ͷ早い段階͔Βɺ短期ϓϩάϥϜΛ定着ͤͨ͞後ɺ高い教育効果ͷ見込

·ΕΔ長期ϓϩάϥϜ΁ͱ移行ͤ͞Δ͜ͱΛ目指͖ͯͨ͠ɻ今回͜ͷ考え方Λ改Ίͯ確認͠ɺ実施数拡大

Λ目指͢ͷͰ͸ͳ͘ɺ受入先数ͷ適正化ɺ積極的ͳ受入先ʹ対͢Δ短期͔Β長期ίーε΁ͷ移行ͷ働͖͔

͚ͳͲɺίーε再編Λ目指͢΂͖ͰあΔɻ

ᶅ財団ϓϩάϥϜの特色の明確化ͱ周知

近年ɺ大学独自ͷϓϩάϥϜ͕充実ͯ͠い͘ͳ͔ɺ財団ɺ京都府ɺ京都市Λ͸͡Ίͱ͢Δ行政機関ɺ各

教育委員会等ͷ教育機関ɺ経済団体ɺ大学等Ͱ構成͞ΕΔ京都ΩϟϦΞ教育推進協議会͕ ７５６８ 年度ʹ設

立͞Ε͓ͯΓɺ今後ɺ連携内容や役割分担ʹͭいͯ具体的ʹ検討ͯ͠い͘必要͕あΔɻ

Πϯλーϯγοϓͷ定着ʹ伴いɺ財団ϓϩάϥϜͷ位置͚ͮΛ一層明確ʹ͠ɺ特色Λ打ͪ出͢͜ͱ͕課

題ͱͳͬͯいΔɻ一方Ͱɺ数あΔϓϩάϥϜͷͳ͔͔Βɺ充実ͨ͠事前事後学習や複数大学ͷ学生ͷ相互

交流ͷ持ͭ意義Λ理解͠ɺ財団ϓϩάϥϜΛ選択ͯ͠いΔ学生やɺ͜ΕΛ高͘評価͢Δ大学΋存在͢Δɻ

͜ΕΒΛ踏·えɺ学生向͚・加盟校向͚・受入企業向͚ͳͲ様々ͳ角度͔Β財団Πϯλーϯγοϓͷ魅力

ͱ特色ͷ打ͪ出͠ʹͭいͯ検証͢Δ必要͕あΔɻͦͷ際ɺ修了生ʢOBOGʣΛ組織化͠ɺ後輩や受入先ʹ

対͠ɺ修了生ͷ立場͔Βͦͷ魅力や成果Λ発信͢Δ機会΋確保͢΂͖ͰあΔɻ·ͨɺ財団作成ͷ報告書や

ϦーϑϨοτ等広報物͕ɺ適切ʹ加盟校ʹ情報共有͞ΕͯいΔ͔ʹͭいͯ΋確認͢Δ必要͕あΔɻ

ᶆ実施時期の再検討

新卒者ͷ就職ʹΉ͚ͨ選考開始ͷ時期͕後倒͠͞ΕΔ方向Ͱ調整͞ΕͯいΔ͜ͱʹ対応͠ɺΠϯλーϯ

γοϓ実習時期ͷ見直͕͠必要ͰあΔɻ７５６８ 年ʹ政府͕経済̏団体ʹ ７５６Ａ 年度卒業・修了予定者ʢ７５６Ｂ

年度新卒入社者ʣ͔Βͷ就職・採用活動ͷεέδューϧ変更Λ要請͠ɺ経済界͕ͦͷ受入ΕΛ表明ͯ͠いΔɻ

͜ΕΛ受͚ɺ従来ͷ実習時期ͰあΔʮ̔～̕月ʯ͕企業ͷ採用活動時期ͱ重複͢Δ͜ͱ͔Βɺʮ̎～̏月ʯ

ʹ実施時期Λ移行͢Δ͜ͱ΋検討ͷ対象ͱͳΔɻ͞ΒʹʮΩϟϦΞ意識醸成ʯͷ効果Λ見込ΉͳΒ͹ɺ௿

年次Ͱͷ実施΋考慮͢Δ必要͕あΔɻͦͷ際͸ɺ受入先ͱͷ調整や大学Ͱͷ配当年次等ͷ見直͠΋検討͢

΂͖ͰあΔɻ

ᶇ事前事後学習ϓϩάϥϜ

財団Πϯλーϯγοϓͷ充実ͨ͠事前・事後学習ϓϩάϥϜʹɺ加盟校͔Β高い期待͕寄ͤΒΕͯいΔɻ

͜ΕΛ踏·えɺχーζʹ合ͬͨ΋ͷͰあΔ͔Ͳう͔ϓϩάϥϜ内容Λ検証͢Δ͜ͱ͕必要ͰあΔɻ·ͨɺ

課題ͷ洗い出͠や具体的ͳ改善策ͷ検討ͱͱ΋ʹɺ優ΕͨϓϩάϥϜ内容͕十分ʹ情報発信Ͱ͖ͯいΔ͔

ͱいうɺ広報的観点͔Β΋検証͢Δ余地͕あΔɻ

ᶈ推進体制

今後ɺ具体的ͳϓϩάϥϜ改善͸ɺʮΠϯλーϯγοϓ研究会ʯ中心ʹ推進ͯ͠い͘͜ͱ͕適切ͰあΔɻ

同研究会͸事業ΛίーσΟωーτ͢Δͱͱ΋ʹɺ毎年参加ͨ͠学生ɺ企業団体等ʹ対͢Δ詳細ͳΞϯέー

τΛ実施͠ɺͦͷ結果分析ʹ基ͮ͘ϓϩάϥϜ見直͠Λ進Ί͖ͯͨɻ今後͸ɺ豊富ͳ事業経験Λ活͔͠ͳ

͕Βɺ単年度ͷ検証ʹͱͲ·Βͣɺ長期的視野Λ踏·えͨ総合的改善案Λ具体化ͯ͠い͘͜ͱʹ期待ͨ͠

いɻͳ͓ɺʮ研究会ʯͱいう名称͸専門委員会ͷ実態ʹ則͞ͳいͷͰɺ見直͢͜ͱ͕望·͠いɻ
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ʢ̐ʣ単位互換事業・生涯学習事業・e２ ラーニンάの取組Έの背景

単位互換事業͸ɺ京都ͷ地域特性・優位性Λ活͔ͨ͠新ͨͳ大学間連携教育事業ͱͯ͠推進͞Ε͖ͯͨɻ

単位互換制度͸ɺ単位互換協定Λ結Μͩ加盟校ͷ学生ͰあΕ͹ɺ他大学͕提供͢Δ正規科目Λ受講͠ɺͦ

Ε͕自大学Ͱ単位認定͞ΕΔ制度ͰあΔɻ͜Ε͸ɺ学生͕自己ͷ学習目的ʹ͕ͨͬͯ͠ɺ自大学ͷ授業科

目以外ʹ他大学ͷ授業科目΋含Ίͯ総合的͔ͭ体系的ʹ履修Ͱ͖Δ͜ͱ͕目指͞Εͯいͨɻ当初ɺ単位互

換制度ͷ提供科目͸各加盟校͕͜ͷ制度ͷͨΊʹ特別ʹ開講͢Δʮ持出科目ʯͱɺ既ʹ開講͞ΕͯいΔ科

目ʹ単位互換履修生ͷͨΊʹ定員Λ設͚Δʮ既存科目ʯʹ分類ͯ͠提供͞Εͨɻͦͷ後ɺ大学΁補助金Λ

支給ͯ͠開講͢ΔʮίーσΟωーτ科目ʯ͕提供͞Εɺ科目ͷ充実͕図ΒΕͨɻ͜ͷʮίーσΟωーτ科

目ʯ͸ɺᶃ複数ͷ研究者ͷ視点やɺ行政・企業ͷ最前線ͷ当事者͔Β最新情報Λ学Ϳɺᶄ京都Λ多角的ʹ

研究͢Δɺᶅ ICT Λ活用ͨ͠授業科目等Λ当財団͕ίーσΟωーτ͠ɺ大学間連携や産学官・地域連携ʹ

ΑΓ新ͨʹ開設͢Δ΋ͷͰɺ京都ͷ単位互換事業ͷ大͖ͳ特色ͷ一ͭͱͯ͠位置͚ͮΒΕͯいΔɻ７５５９

年度ʹ͸文部科学省特色 GPʮ大学連携ʹΑΔ新͠い教養教育ͷ創造～京都地域ʹ͓͚Δ単位互換制度～ʯ

ʹ΋採択͞Εɺͦͷ΋ͱͰɺύοέーδ化ɺίーσΟωーτ科目等ͷ特色化Λ行ͬͨ経緯͕あΔɻ

受講者数ͷ変遷ͱͯ͠͸ɺ開始当初͸認知度ͷ向上ͱ各大学͔Βͷ提供科目ɺ受講者数ͷ૿加ʹ重点Λ

置いͯ事業推進ͯ͠いͨ͜ͱ΋相·ͬͯɺ受講者数͸ ７５５６ 年度ʹ͓いͯ ６５１５５５ 名Λ超えɺ第 ７ εςー

δ期ʢ７５５９ ～ ７５５8 年度ʣͰ΋平均ͯ͠ 9１５５５ 名程度͕受講ͯ͠いͨɻ͔͠͠ɺ各大学ͷ教育課程ͷ体

系化や独自ϓϩάϥϜͷ充実ɺ受講ʹあͨͬͯͷ加盟校ͷ指導方針ͷ変化等΋あΓɺ第 ８ εςーδ期ʢ７５５9

～ ７５６８ 年度ʣ͸平均 Ｂ１５５５ 名程度ͱͳΓɺ͞Βʹ͜͜数年ͷ受講生΋年々減少ͯ͠いΔɻ

生涯学習事業͸ɺ６997 年 ９ 月ʹ京都市ͷ協力ʢ委託事業ʣʹ ΑΓ発足͠ ʮͨγςΟΧϨοδʯʹ 始·Γɺ

７５５7 年度ʹ現在ͷʮ京ʢΈや͜ʣΧϨοδʯʹϦχューΞϧ͞Εɺ７５５9 年度ͷʮϓϥβΧϨοδʯͱ

ͷ統合Λ経ͯɺ現在ʹ至ͬͯいΔɻ͜Ε͸加盟校ͷ開講科目ΛΑΓ多͘ͷ市民ʹ開放͠ɺ社会人ͷ学習意

欲ʹ応えΔ͜ͱΛ目的ͱͯ͠いΔɻ͜ ͷͨΊɺＢ５ 代Λ中心ʹ多͘ͷ社会人͕学生ͱͱ΋ʹ学習Λͯ͠いΔɻ

第 ８ εςーδϓϥϯͰ͸ɺe２ ϥーχϯάγεςϜΛ活用͢Δ͜ͱͰɺ単位互換事業や生涯学習事業Λ中

心ͱͨ͠教育ίϯςϯπͷ充実ɺ受講機会ͷ拡充͕期待͞Εɺ戦略的大学連携事業採択ʢ７５５8 ～ ７５６５

年度ʣΛ受͚ɺ単位互換事業ͷ一環ͱͯ͠ VODʢVideo On Demandʣ科目 ６５ 科目ͱϙϦίϜΛ利用͠

ͨ遠隔講義科目 Ａ 科目͕開発͞Εͨɻ

ʢ̑ʣ単位互換事業の現状と課題

単位互換制度ͷ利用状況 ( 概要 ) ͸下記ͷͱ͓ΓͰあΔɻ

科目͸ɺ開講場所別ͷ分類Ͱ͸ɺΩϟϯύεϓϥβ京都ʹͯ開設͞ΕΔʮϓϥβ科目ʯɺ提供大学ͷΩϟ

ϯύεͰ実施͞ΕΔʮΦϯΩϟϯύε科目ʯɺe２ ϥーχϯάγεςϜΛ活用ͨ͠ʮe２ ϥーχϯά科目ʯͷ

８ 種類͕あΔɻ·ͨɺʮϓϥβ科目ʯͷͳ͔ʹ͸ɺ内容や授業ͷ進Ί方等ͷ面ʹ͓いͯ独自性や特色Λ持

ͭ΋ͷΛίーσΟωーτͯ͠提供͢ΔʮίーσΟωーτ科目ʯ͕含·ΕΔɻ͜ΕΒʹͭいͯ͸ɺ財団ͱ͠

ͯίーσΟωーτ料Λ措置͠ɺ授業担当者ʹ支給͢Δ͜ͱͰ科目開発ʹ役立ͯͯ΋ΒͬͯいΔɻ

·ͨɺ履修学生ͷ利便性Λ考慮ͯ͠ɺʮϓϥβ科目ʯΛ提供͢Δ大学ʹ対ͯ͠科目開設補助金Λ支給͠

ͯいΔɻ
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ʲ単位互換ϓϩάϥϜ概況ʳ

年度
包括協定

大学

提供

科目

出願者有

科目

履修者有

科目

履修者 0 名

科目
出願者

履修

許可者

単位

修得者

単位

修得率

７５５9 ９Ｂ Ａ５９ ９６７ ９６７ 9７ 7１8５９ʢＡ７ＡʣＢ１899ʢＡＡＡʣ ９１５Ａ６ Ａ8３7％

７５６５ ９8 Ａ８６ ９７8 ９７Ａ ６５Ｂ Ｂ１９Ｂ９ʢＡ8９ʣＡ１9８７ʢＡＡＡʣ ８１Ａ8Ａ Ｂ５３９％

７５６６ ９9 ＡＢ６ ９８７ ９７Ｂ ６８Ａ Ｂ１５８５ʢ８78ʣＡ１Ｂ９８ʢ８77ʣ ８１８８8 Ａ9３７％

７５６７ Ａ６ ＡＡ６ ９６Ａ ９６６ ６９５ Ｂ１５ＡＡʢＡ7８ʣＡ１Ｂ５６ʢＡＢ８ʣ ８１８78 Ｂ５３８％

７５６８ Ａ５ Ａ９５ ９５９ ９５７ ６８8 Ａ１８Ａ５ʢ６８８ʣ９１ＡＢ7ʢ６８８ʣ ２ ２

※ʢɹɹʣ͸前期出願以外ͷ出願者・履修許可者数

ʲ単位互換ϓϩάϥϜɹ科目内訳ʳ

年度 ΦϯΩϟϯύε科目
ϓϥβ科目

ʢʣ͸ίーσΟωーτ科目
e ϥーχϯά科目 合計

７５５9 ɹɹɹɹɹɹɹ９６Ｂɹɹɹɹɹɹɹɹɹ88ʢ９６ʣ ー ɹɹɹɹɹɹɹɹɹＡ５９

７５６５ ɹɹɹɹɹɹɹ９９Ａ ɹɹɹɹɹɹɹ8Ｂʢ８8ʣ ー ɹɹɹɹɹɹɹɹɹＡ８６

７５６６ ɹɹɹɹɹɹɹ９ＡＡ ɹɹɹɹɹɹɹ9７ʢ８５ʣ ６９ ɹɹɹɹɹɹɹɹɹＡＢ６

７５６７ ɹɹɹɹɹɹɹ９ＡＡ ɹɹɹɹɹɹɹ8７ʢ６8ʣ ６９ ɹɹɹɹɹɹɹɹɹＡＡ６

７５６８ ɹɹɹɹɹɹɹ９９５ ɹɹɹɹɹɹɹ8８ʢ７５ʣ ６7 ɹɹɹɹɹɹɹɹɹＡ９５

ᶃ科目の特色化

近年ɺΧϦΩュϥϜϙϦγーやσΟϓϩϚϙϦγー͕明確化͞ΕΔͳ͔ɺ各大学ͷ教育課程ʹ͓͚Δ科

目ͷ順次性ɺ系統性や教育内容ͷ質Λ重視͢Δ傾向͕強͘ͳͬͯいΔɻ所属大学・学部ʹΑΓ卒業要件や

履修条件ʹ相違͕あΓɺΧϦΩュϥϜ上ͷ制໿͔Β単位互換制度ͦͷ΋ͷΛ利用͢Δ͜ͱ͕難͠い大学・

学部΋存在͢ΔɻͦͷͨΊɺ本制度Λ十分ʹ活用Ͱ͖Δ状態ͱ͸ͳͬͯいͳいͷ͕実情ͰあΔɻ単位互換

制度Ͱ͸ɺ出願・履修者数ɺ提供科目数ͷ૿加ͳͲɺ量的目標Λ掲͖͕͛ͯͨɺ制度発足͔Β年数Λ重Ͷ

ΔʹͭΕɺ単位互換制度ͷ位置͚͕ͮ変化ͯ͠いΔͱ考えΒΕΔɻ

単位互換制度ͷ魅力Λ高ΊΔʹ͸ɺʮ自Βͷ専門分野以外Ͱ視野Λ拡大Ͱ͖Δ科目ʯ・ʮ社会的χーζͷ

あΔ科目ʯͱいͬͨ特色ͷあΔ科目ͷ開設・提供ͳͲɺ科目ͷ再整理Λ行う͜ͱ͕必要ͰあΔɻ各大学ͷΩϟ

ϯύεͰ開講͞ΕΔ科目ʮΦϯΩϟϯύε科目ʯʹͭいͯ͸ɺ自大学ͷ既存科目Λ他大学ʹ開放ͯ͠いΔ

ͱいう側面͕強い͕ɺΩϟϯύεϓϥβ京都Ͱ開講͞ΕΔʮϓϥβ科目ʯʹͭいͯ͸ɺ利便性ͷ高い地ͷ

利Λ生͔ͯ͠ɺ多͘ͷ大学や専門ͷ異ͳΔ学生͕一堂ʹ会͠ɺͱ΋ʹ履修͢Δ͜ͱͰ多角的視野Λ養うͱ

いう教育的ͳ意義やɺ教員͕他大学ͷ学生ͷ反応や意見Λ理解͢Δ機会ͷ提供ͳͲ͕期待͞ΕΔɻ·ͨɺ

ίーσΟωーτ科目ͳͲ特色ͷあΔ科目΋ʮϓϥβ科目ʯʹ位置͚ͮΒΕ͓ͯΓɺ財団事務局ͱ΋連携͕

ͱΓや͢いɻʮϓϥβ科目ʯΛ中心ʹ充実・強化Λ図Δ͜ͱͰɺ一層ͷ特色化Λ打ͪ出͢͜ͱ͕可能ͱͳΔɻ

͞Βʹɺ著名ͳ講師Λ招聘͢ΔͳͲ講義内容ͷ魅力向上΋͞Δ͜ͱͳ͕Βɺ他大学ͷ学生ɺ教員ͱͷίϛュ

χέーγョϯΛ促進͠座学͚ͩͰ͸ͳい授業方法Λ工夫͢Δ͜ͱʹͭいͯ΋検討͕必要ͰあΖうɻͦͷͨ

Ίʹ͸ɺΩϟϯύεϓϥβ京都Ͱ実施͞Εͨ科目ʹ対ͯ͠ɺ一律ʹ科目開設補助金Λ提供͢Δ現補助制度

Ͱ͸ͳ͘ɺ科目選定基準Λ設定͠ɺ授業内容ʹ応ͯ͡補助金額Λ決定͢ΔͳͲɺʮ量͔Β質ʯ΁転換͢Δ

方策ʹͭいͯͷ検討͕必要ͰあΖうɻ加盟校やͦͷ学生Β͕ͲͷΑうͳ科目Λ求ΊͯいΔ͔Λ調査ͨ͠う

えͰɺ選定基準Λ設定͢Δ͜ͱ͕必要ͰあΔɻ

ᶄ科目内容・到達度等ʹ関͢Δ点検評価機能の構築

前述ͷͱ͓Γɺ科目ͷ特色化͸質ͷ保証や内容ͷ追及ͱ切Γ離ͤͳい課題ͰあΔɻ大学ώΞϦϯάͰ΋ɺ

大学教育ͷ質保証͕重要ͳ関心ͱͳͬͯいΔ状況Λ反映͠ɺ提供科目ͷ質Λ担保͢Δ取組ΈΛ求ΊΔ声͕

多͘聞͔Εͨɻ特ʹ教育効果Λ高ΊΔ工夫ͱͯ͠ɺ提供科目ͷ体系化あΔい͸ίーσΟωーτ方法ͷ改善

΁ͷ強い要望͕寄ͤΒΕͯいΔɻ前述ͷͱ͓ΓίーσΟωーτ科目等ͷ整理Λͭͭ͠ɺͦΕ以外ͷ単位互
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換科目ʹͭいͯ΋加盟校ʹͱͬͯΑΓ魅力あΔ質ͷ高い΋ͷΛ提供ͯ͠΋ΒうͨΊʹɺ科目数Λ厳選͢Δ

͜ͱ͕必要ͰあΔɻ·ͨɺ科目群ͷ体系・構成΋含Ίɺ単位互換科目ʹ対͢Δ大学・担当教員ͷχーζや

受講学生ͷ学Μͩ内容や意見等Λ調査ͨ͠うえͰɺ今後ͷ単位互換ͷあΓ方Λ検討͢Δ͜ͱ͕重要ͰあΔɻ

·ͨɺ提供科目ͷ内容・到達度等Λ点検評価͢Δ͜ͱ΋必要ͰあΖうɻͦΕΒͷ内容Λ検証͢ΔͨΊɺ

現行ͷɺ加盟校教務担当者ͷ意見交換ͷ場ͰあΔʮ単位互換事業ワーΩϯάάϧーϓʯͱ͸別ʹɺ新ͨͳ

委員会Λ設置͢Δ͜ͱ͕望·͠いɻ

ᶅ単位互換科目の打ち出͠ʢ広報ʣ

受講生͕年々減少ͯ͠いΔ理由ͱͯ͠ɺ各大学ͷΧϦΩュϥϜͷ厳格化ͷ影響Λ受͚ͯいΔ͜ͱ͸認Ί

͟ΔΛ得ͳいɻ͔͠͠ͳ͕Βɺ本事業ͷ認知度Λ戦略的ʹ向上ͤ͞Δ手立ͯΛ十分講ͯ͜͡ͳ͔ͬͨ点ʹ

ͭいͯ͸改善ͷ余地͕あΔɻ現状Ͱ͸ ６５ ςーϚʹΑΔ科目ͷ分類ɺ科目数ɺ受講者数ʹͭいͯ͸打ͪ出

ͯ͠いΔ΋ͷͷɺ単位互換科目ͱͯ͠打ͪ出͢意義Λ有ͨ͠個々ͷ科目ͷ内容や特色ʹͭいͯ明示Ͱ͖ͯ

いͳい͜ͱやɺ後述͢Δ e２ ϥーχϯάγεςϜͰ͸ɺ本来ͷ狙いͰあͬͨ遠隔地ͷ受講者͕想定ͯ͠い

ͨ΄Ͳ履修ͯ͠いͳい状況ʹあΔ͜ͱͳͲɺ広報上ͷ課題͸少ͳ͘ͳいɻ第 ９ εςーδϓϥϯʹ͓いͯ͸ɺ

手続͖ͷ簡素化ʢ募集ΨΠυɺ手続͖要項ͳͲͷ Web 化ʣʹΑΔɺίετ削減Λ原資ʹɺ科目ͷ特色Λ

打ͪ出ͨ͠広報戦略ʢϦーϑϨοτɺWebɺ学生や社会ͷχーζʹ応えͨ科目ͷ打ͪ出͠ͳͲʣʹ力点Λ

置͘必要͕あΔͩΖうɻ

ʢ̒ʣ生涯学習事業の現状と課題

生涯学習事業ʮ京ʢΈや͜ʣΧϨοδʯͷ利用状況 ( 概況 ) ͸下記ͷͱ͓ΓͰあΔɻ

ʲ京ʢΈやこʣΧϨッδɹ科目提供大学数ɺ提供科目数ɺ出願者数等ʳ

年度
科目提供
大学数

ʢ注 ６ʣ

提供
科目

出願
科目

出願者
一人あͨΓ
平均出願
科目数

＜実数＞
ʢ前期ʣ ʢ後期ʣ

＜延΂数＞
ʢ前期ʣ ʢ後期ʣ

７５５9 ８7 大学 ８ 機関  ９９8 ７８8 ＡＡ7 ９８５ ６１９９６ ８7６ ７３５

７５６５ ８Ａ 大学 ７ 機関 ９Ｂ５ ７９7 ＡＢ9 ７５  ６１８Ｂ8 78 ７３Ａ

７５６６ ８Ｂ 大学 ６ 機関 ɹ ９7Ｂ ７７Ｂ Ａ8７ ７9 ６１９５５ 7Ａ ７３９

７５６７ ８Ｂ 大学 ６ 機関 ɹ ９Ｂ9 ７７8 Ａ9Ｂ ６8 ６１７ＢＡ Ｂ７ɹɹ ７３６ɹɹɹ

７５６８ ８Ｂ 大学 ６ 機関 ９７8 ６9９ Ａ５Ｂ ６Ｂ ６１５7９ ９５ ７３６

※ʮ科目等履修生受入Εʹͭいͯͷ申͠合わͤʯΛ締結ͯ͠いΔ大学数ͱ͸異ͳΔ
※ ７５５9 年度͸別途特別講座ʢ定員 ６7５ 名 ゾ８ 回ʣΛ実施

ᶃ提供科目の整理

ɹ現在ɺ提供科目Λʮ大学講座ʯʮ市民教養講座ʯʮΩϟϦΞΞοϓ講座ʯʮ京都力養成ίーεʯͷ ９ ͭͷΧςΰϦー

ʹ分類ͯ͠いΔɻͱΓわ͚ʮ京都力養成ίーεʯͷ各科目Ͱ͸ɺ京都ͷ歴史・伝統・産業・文化等ʹ触ΕΔ͜ͱͷ

Ͱ͖Δ財団ͳΒͰ͸ͷ内容Λ提供͠ɺ多͘ͷ市民ͷ参加Λ得ͯいΔɻ大学ώΞϦϯάʹ͓いͯ͸ɺʮ大学ΛΞϐー

ϧ͢Δ非常ʹ有益ͳ事業ʯ等ɺ京ΧϨοδͷ広報的側面͕評価͞ΕͯいΔɻ次ʹɺʮ教育・研究内容Λ市民ʹ還元

Ͱ͖Δ機会ͱͯ͠重要ʯɺʮ大学ͷ社会貢献ͷ一環ͱͯ͠ɺ単独Ͱ行うΑΓ΋効果͕期待Ͱ͖Δʯ等ɺ地域社会ʹ対

͢Δ社会貢献͕Ͱ͖Δͱいう点΋高͘評価͞ΕͯいΔɻ

ͦͷ一方Ͱɺʮh 社会人や一般ͷ市民ʹ対ͯ͠提供͢Δʱͱいう視点Ͱͷ科目ͷ選定͕必要ʯͱͷ指摘΋多͘ͳ͞

Ε͓ͯΓɺ実際 ７５６８ 年度Ͱ͸ɺ出願者͕θϩͰあͬͨ科目͕໿ ＡＡ％ͱ半数Λ超えͯいΔɻ大学ʹΑͬͯ͸ɺ大
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学生ʹ提供͢Δ単位互換科目Λɺͦͷ··京ΧϨοδ科目ͱͯ͠΋提供ͯ͠いΔ͜ͱ΋多いͨΊɺ社会人ͷχーζ

ʹ合ͬͨ科目Λ提供Ͱ͖ͯいͳいͷ͕実情ͰあΓɺʮ大学ΛΞϐーϧ͢Δ機会ʯͱいう加盟校ͷ感͡ΔϝϦοτΛ

残ͭͭ͠΋ɺ従来ͷΑうʹ科目提供Λ各大学任ͤʹ͓ͯ͘͜͠ͱ͸必ͣ͠΋適切Ͱ͸ͳいɻ単位互換事業ͱ同様ʹ

提供科目Λ再整理͢Δ必要͕あΔɻ例え͹ɺʮ京都力養成ίーεʯ͸ ９ ͭͷΧςΰϦーͷͳ͔Ͱ最΋提供科目͕少

ͳい͕ɺ出願者数͕最΋多͘ɺͳ͔ʹ͸授業定員Λ超えͯいΔ科目΋出ͯいΔɻ本ίーεʹ強いχーζ͕

あΔͷͰあΕ͹ɺͦΕʹ特化ͨ͠事業展開ʹ転換͢Δ͜ͱͷ是非ʹͭいͯ΋検討͢Δ必要͕あΔɻ

ᶄ他機関の生涯学習事業ͱの連携ʹΑΔ広報体制の確立

ɹ前述ͷͱ͓Γɺ大学ώΞϦϯάʹ͓いͯ͸ɺʮ大学ΛΞϐーϧ͢Δ非常ʹ有益ͳ事業ʯ等ɺ京ΧϨοδ

ͷ広報的側面͕評価͞ΕͯいΔɻ·ͨɺ個別大学Ͱ΋広報ͯ͠いΔ生涯学習事業ʹͭいͯ΋当財団͕発行

͢Δ冊子ɺʮ京ΧϨοδ生ɹ募集ΨΠυʯʹ掲載͠ɺ募集Λ受͚付͚ͯいΔͨΊɺͦͷ期待΋大͖いɻ͠

͔͠ͳ͕Βɺ冊子ͷϖーδͷ大半以上͕単位互換事業Ͱ提供͢Δ科目ͰあΓɺうͪ Ｂ５３９％͸出願者͕θ

ϩͷ科目ͰあΔͨΊɺ実用性ʹͭいͯ͸再検討͢Δ΂͖ͰあΔɻ·ͨɺ京都市教育委員会͕運営ͯ͠いΔɺ

ʰ京都市生涯学習情報検索γεςϜ っ 京·ͳͼωοτ 、ʱͷΑうͳ京都市内ͷ生涯学習情報ͷ専用 Web α

Πτ΋あΓɺͦΕΒΛ活用ͨ͠ Web ΁ͷ移行΋含Ίͯ検討ͨ͠いɻ

ʢ̓ʣe２ ラーニンάの現状と課題

７５６７ 年度͸ VOD 科目 ６９ 科目ʹ͓いͯ 77９ 名ͷ履修͕あΓɺ遠隔地ͷ大学͕単位互換事業ʹ参画Ͱ

͖Δπーϧͱͯ͠ VOD ͷ有効性͕確認Ͱ͖ͨɻ͔͠͠ɺ生涯学習事業ʹ͓いͯ͸ ７５６７ 年度ͷ VOD 科

目 9 科目ʹ͓͚Δ社会人履修者͸ ８ 名ʹͱͲ·ͬͯいΔɻ

大学ώΞϦϯάͰ͸ɺ特ʹίϯςϯπ制作ʹあͨͬͯͷ大学ͷ経費負担͕大͖͘ɺ積極的ʹ活用Ͱ͖ͯ

ͳいͱいう悩Έ͕出͞Εͨɻ補助金͕あΔ期間͸科目開発や修正͢ΔͨΊͷ経費支援͕行えΔ͕ɺ補助期

間満了後ʹ͓いͯ͸ɺ新ͨͳ経費支援策Λ財団͕講͡ͳい限Γɺίϯςϯπ拡充Λ続͚ͯい͘ͷ͸困難Ͱ

あΔͱ予想͞ΕΔɻ·ͨɺe２ ϥーχϯάίϯςϯπ͸ɺ科目内容ʹΑͬͯ͸数年͝ͱʹ内容ͷ見直͠Λ要

͢Δ΋ͷ΋含·ΕΔɻVOD ͷ継続的ͳ活用Λ判断͢Δ場合ɺ最௿限ͷ内容見直͠やΞοϓσーτʹ要͢

Δ経費Λ安定的ʹ見込Ή͜ͱ΋必要ͰあΔɻ͞Βʹɺ活用方策ͱあわͤͯɺe２ ϥーχϯάʹΑΔ自学自習

ͱͦΕΛ提供͢Δ教員や指導者ͱͷΠϯλϥΫςΟϒͳやΓ取Γͷ保証ɺ学習者ͷϞνϕーγョϯ維持ͷ

ͨΊͷ仕掛͚ͳͲɺγεςϜ活用ʹ付随͢Δ人的体制ͷ確保ʹͭいͯ΋検討課題ͱͯ͠残ͬͯいΔɻ

·ͨɺ今後͸ e２ ϥーχϯάΛʮ単位互換科目ʯやʮ京ΧϨοδ科目ʯͷ VOD ίϯςϯπͷ拡充ͷ観点

ͷΈͰ捉えΔͷͰ͸ͳ͘ɺ財団ʹ͓͚Δ教育ϓϩάϥϜΛ運営͢Δ教務γεςϜ整備ɺ場所ͱ時間ʹ拘束

͞Εͳいόーνϟϧ空間Λ活用ͨ͠教育手法ͷ導入等ͷ面͔Βɺ有意義ͳ利用方法ͷ開発ʹ΋留意ͯ͠い

͘必要͕あΔɻ開発ʹ際ͯ͠͸ɺ加盟校等΁ͷχーζ調査等΋踏·えͯ内容Λ判断͢΂͖ͰあΔɻ

ɹ ɹ大学の発展を支えΔ教職員の育成

ʢ̍ʣ背景

大学教職員ͷ育成ʹͭいͯ͸ɺFacきlがけ Deぎeloｫmenが( 以下ʮFDʯ) 事業ɺSがaf Deぎeloｫmenが( 以下ʮSDʯ)

事業͕ͦͷ柱ͱͳΔɻ͜ΕΒͷ事業͸ɺ財団ͷ創成期ͳい͠初期ͷ段階͔Βͷ長期間ʹわͨΔ活動経験Λ

΋ͭɻ

FD 事業ʹͭいͯ͸ɺ７５５8 年ɺFD 活動͕大学設置基準ͷ改正ʹ伴ͬͯʮ義務化ʯ͞Εɺ全国各地・各

大学ʹ͓いͯ様々ͳ FD Πϕϯτ͕取Γ組·ΕΔΑうʹͳͬͨɻ第 ８ εςーδ期ʹ͓いͯ͸ɺ全国͔Β大

学関係者Λ多数集ΊΔʮFD ϑΥーϥϜʯͷ実績Λ踏·えͭͭɺ単ͳΔ規模ͷ追求ʹͱͲ·Βͳい体系的

FD 事業ͷ開発Λ進Ί͖ͯͨɻ文部科学省戦略的大学連携事業ʢ７５５8 ～ ７５６５ 年度ʣͷ採択Λ受͚ɺ上

3
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述ͷʮFD ϑΥーϥϜʯʹ加えɺ階層別 FD 研修ʢFD 執行部塾・Facきlがけ Deぎeloｫeお 塾・新任教員 FD 合

同研修ʣΛ開発͠ɺ文科省事業終了後΋継続実施ͯ͠いΔɻFD ϑΥーϥϜʹ͓いͯ͸ɺ従来ͷ講演傾聴

型ͷελΠϧ͔Βɺ一部άϧーϓσΟεΧογョϯͳͲͷ参加型ͷελΠϧΛ取Γ入Εͨ分科会ͷ配置ɺ

参加者ͷ情報交換・交流Λ促進ͤ͞ΔͨΊͷϙελーηογョϯͳͲΛ導入͠ɺϑΥーϥϜ参加者ͷ満足

度向上Λ目指ͯ͠いΔɻ

今後͸ɺ現行ϓϩάϥϜͷ効果測定やɺ·ͨɺ加盟校関係者ͷχーζʹ見合ͬͨ FD 事業ʢίϯςϯπ・

実施手法Λ含ΉʣΛɺ財団ͷ限ΒΕͨ体制・予算ͷͳ͔ͰͲう具体化͢Δ͔͕課題ͱͳΔɻͦͷ際ɺ留意

͢΂͖͸ɺ財団ͱͯ͠実施ͨ͠ FD 事業͕ɺ加盟校ͷ現場ͰɺͲͷΑうʹ効果的ʹ活用͞Εɺ·ͨ独自ͷ

FD 活動ͷ豊富化や質的向上ʹ繋͕ͬͯいΔ͔ΛϑΥϩー͠ɺ次ͷ企画開発ʹͭͳ͛ͯい͘͜ͱͰあΖうɻ

͞ΒʹɺFD 活動ͷ定着ʹΑΓɺ活動͕ɺʮ啓発ʯͷ段階͔Βɺ大学・機関相互ͷʮ情報共有や交流ʯͷ段

階΁ͱ変化͖ͯͯ͠いΔ͜ͱʹ΋留意͠ͳ͚Ε͹ͳΒͳいɻ͜ΕΒ΋踏·えͳ͕ΒɺͦΕʹ;͞わ͠い活

動ελΠϧ΁ͷ転換΋検討͢΂͖ͰあΔɻ

SD 事業ʹあͬͯ͸ɺ文部科学省ͷʮ学士課程教育ͷ構築ʹ向͚ͯʢ答申ʣʯʢ７５５8 年ʣʹ͓いͯʮ大

学職員͸，大学ͷ管理運営ʹ携わΔ １ ·ͨ，教員ͷ教育研究活動Λ支援͢ΔͳͲ，重要ͳ役割Λ担ͬͯいΔɻ

ʢ中略ʣ大学経営ΛΊ͙Δ課題͕高度化・複雑化͢Δͳ͔ɺ職員ͷ職能開発ʢSDʣ͸·͢·͢重要ͱͳͬ

͖ͯͯいΔɻʯͱ͞Εɺ大学教員ͷ能力開発及ͼ大学ͷ組織的教育改善ͰあΔʮFDʯͱͱ΋ʹɺʮSDʯͷ

重要性͕整理͞ΕͯいΔɻͦͯ͠ɺͦͷ SD 活動ʹͭいͯ΋ɺ大学間連携ʹΑΓ本格的ͳ調査研究や実践

Λ推進͢Δ組織͕発展͖ͯͯ͠いΔɻ東日本広域圏ͷ大学連携 FD ωοτワーΫ っ ͭ͹͞ 、ɺ四国地区大学

教職員能力開発ωοτワーΫʢShikokき Pおofeかかional and Oおganiげaがional Deぎeloｫmenが Neがくoおk in 

Higheお Edきcaがion：SPOD)ɺ九州地域大学教育改善 FD・SD ωοτワーΫʢQ２Linkか)ɺFD ４ SD ίϯιー

γΞϜ名古屋ͳͲ͕ͦΕʹあͨΔɻ͜ͷΑうͳ連携組織ͷ取組Έ΋参考ʹͭͭ͠ɺ財団ͷ SD 事業ʹ͓い

ͯ͸ɺ加盟校ͷ多様ͳχーζʢ大学職員ͱͯ͠ͷεΩϧ向上ɺ高等教育情勢等ͷ理解ɺ職員間ͷωοτワー

Ϋ形成ͳͲʣΛ適切ʹ把握͠ͳ͕Βɺ内容及ͼ対象ͱͳΔ参加層ʢλーήοτʣΛ明確ʹͨ͠ϓϩάϥϜ

ͷ提供͕求ΊΒΕΔɻ·ͨɺFD 事業同様ɺ財団ͷϓϩάϥϜ参加者͕ɺ受講後ʹ大学組織内Ͱ活͔͢͜

ͱΛ意識ͨ͠ϓϩάϥϜ開発ͱ SD 活動ͷ情報共有・交流ͷ仕組Έ͕必要ͰあΔɻ

͞Βʹ検討͢΂͖点ͱͯ͠ʮ教職協働ʯͷ課題͕挙͛ΒΕΔɻ財団ʹ͓͚Δ FD・SD 両事業ͷ推進体制

͸各々独立ͯ͠設置͞ΕͯいΔ͕ɺ課題ʹΑͬͯ͸ɺ教員・職員͕共同ͯ͠取Γ組·ͳ͚Ε͹解決͠えͳ

い΋ͷ΋存在͢Δɻ例え͹ɺ大学全入時代ʹ͓͚Δ学生ͷ基礎学力・成熟度ɺ特性ͷ多様化ʹ対応ͨ͠ʮ学

生支援ʯͷあΓ方ͳͲ͸ɺͦͷ典型ͱ言えΔͩΖうɻ教職協働ͷ理念ʹ基ͮ͘ FD・SD 事業ͷ連携Λɺ必

要ͱ͞ΕΔ分野ʹ͓いͯ適切ʹ進ΊΔ͜ͱ͕求ΊΒΕΔɻ

いͣΕʹͤΑɺ財団͕ FD・SD 事業Λ進ΊΔʹあͨͬͯ͸ɺ個別大学Ͱ͸実施͕困難ͳ内容ɺ大学間連

携Ͱͦ͜可能ͳ方法ʹ留意ͯ͠開発・実施͢΂͖ͰあΔɻ
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ʢ̎ʣFD 事業の現状と課題

ɹFD 事業ʹ͓͚Δ主要ͳ実績 ( 概況 ) ͸下記ͷͱ͓ΓͰあΔɻ

ʲFD ϑΥーϥϜɹɹ参加者数及びςーϚʳ

年度 回数
参加者

ʢ加盟校ʣ
ςーϚ

７５６５ 第 ６Ｂ 回 8Ｂ５ʢ６７8ʣ組織的 FD ͷ取Γ組Έ ～ FD 義務化͔Β現在ʢい·ʣ～

７５６６ 第 ６7 回 99Ａʢ７９６ʣ
大学ʹ͓͚ΔΩϟϦΞ教育Λ考えΔ

～企業͕求ΊΔ人材ͬͯɺ大学Ͱ育成͠ͳいͱͩΊ？～

７５６７ 第 ６8 回 898ʢ６Ｂ8ʣ学生͕主体的ʹ学Ϳ力Λ身ʹ͚ͭΔʹ͸

７５６８ 第 ６9 回 8８７ʢ７５６ʣ社会Λ生͖抜͘力Λ育ͯΔͨΊʹ

ʲ新任教員 FD 合同研修ϓϩάϥϜɹ参加者数及びϓϩάϥϜ概要ʳ

年度 ϓϩάϥϜ
参加者 

ʢ加盟校ʣ
ςーϚ

７５６５※

̖ ６９ʢ６９ʣ
FD，大学教員ͷΩϟϦΞ開発ɺ授業σβΠϯͷͨΊͷ基礎知識ɺ͞·͟·ͳ
授業形態ʢ模擬授業ʣɺ学習者中心ͷ授業運営ͷ基礎知識

̗ ６9ʢ６9ʣ
大学ͷ· ・ͪ学生ͷ·ͪ京都ɺ授業σβΠϯͷͨΊͷ基礎知識ワーΫγョοϓɺ
͞·͟·ͳ授業形態ʢ模擬授業ʣɺ成績評価ͷͨΊͷ基礎知識ワーΫγョοϓ

７５６６

̖ ８７ʢ８７ʣ
FD，大学教員ͷΩϟϦΞ開発ɺ授業σβΠϯͷͨΊͷ基礎知識ɺ͞·͟·ͳ
授業形態ʢ模擬授業ʣɺ学習者中心ͷ授業運営ͷ基礎知識

̗ ７９ʢ７９ʣ
大学ͷ·ͪ・学生ͷ·ͪ京都ɺ成績評価ͷͨΊͷワーΫγョοϓɺ授業設計ͷ
ͨΊͷワーΫγョοϓɺ授業実践ワーΫγョοϓ

７５６７

̖ ６Ａʢ６Ａʣ
FD，大学教員ͷΩϟϦΞ開発ɺ授業σβΠϯͷͨΊͷ基礎知識ɺ学習支援・
特別支援ͷͨΊͷ基礎知識ɺ学習者中心ͷ授業運営ͷ基礎知識

̗ ７５ʢ７５ʣ
大学ͷ· ・ͪ学生ͷ·ͪ京都ɺ授業設計ͷͨΊͷワーΫγョοϓɺ授業実践ワー
Ϋγョοϓɺ成績評価ͷͨΊͷワーΫγョοϓ

７５６８

̖ ７８ʢ７８ʣ
大学教員ͷΩϟϦΞ開発ɺ授業σβΠϯͷͨΊͷ基礎知識ワーΫγョοϓɺ学
習支援・特別支援ͷͨΊͷ基礎知識ワーΫγョοϓɺ学習者中心ͷ授業運営ͷ
基礎知識ワーΫγョοϓ

̗ ６7ʢ６7ʣ
大学ͷ· ・ͪ学生ͷ·ͪ京都ɺ授業設計ͷͨΊͷワーΫγョοϓɺ授業実践ワー
Ϋγョοϓɺ成績評価ͷͨΊͷワーΫγョοϓ

※ ７５６５ 年度ͷ活動͸佛教大学Λ代表校ͱ͢Δ文部科学省戦略的大学連携支援ϓϩάϥϜʹΑΔ΋ͷ
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ʲ京都 FDeお 塾ɹ参加者数及びςーϚʳ

年度 回数 参加者ʢ加盟校ʣ ςーϚ

７５６５※

第 ９ 回 ７Ａʢ７Ａʣʮ授業公開ʯͷ抱えΔ課題 ～京都外大・佛大ͷ事例ΑΓ

第 Ａ 回 ６５ʢ６５ʣ
授業活性化΁ͷώϯτ～ϑΝγϦςーγョϯͱ͸～ɺ京都産業大学ɹＦ工房
沿革ɺ実際ͷ授業Λ題材ʹͨ͠支援案作成ͷワーΫγョοϓ

第 Ｂ 回 ６６9ʢ８５ʣ̡ 第 ６ 回 FD ηϛφーʳ授業技術Λ考えΔ～多人数授業ͷ工夫～

第 7 回 ７７ʢ７７ʣΠΪϦεͷ FD ～Ϩελー大学ͷ取組Έ～

第 8 回 ６９ʢ６９ʣ授業連携ͷ視点ͱ方法

第 9 回 ＡＡʢＡＡʣϙελーηογョϯʮ連携大学・短期大学ͷ FD 活動͔Β学Ϳʯ

第 ６５ 回 8Ａʢ９７ʣ̡ 第 ７ 回 FD ηϛφーʳFD 連携事業～ ８ 年間ͷ活動報告ͱ今後ͷ展望～

７５６６

第 ６ 回 ７Ａʢ７９ʣ教学 IR 入門編ɹ～大学ʹ͓͚Δ Inかがiがきがional Reかeaおch ͱ͸～

第 ７ 回 ６６ʢ６６ʣ教学 IR 活用編ɹ～σーλΛ活用ͨ͠学習支援事例～

第 ８ 回 ６５９ʢＡ６ʣ教学 IR 海外編ɹIR ͱ教育改善～ΦーετϥϦΞͷ事例͔Β学Ϳ～

特別公開 ６６ʢ６６ʣ
FDeお ͷͨΊͷワーΫγョοϓ 

～組織的ͳ FD Λ実現͢ΔͨΊͷ効果的ͳΞϓϩーνΛ探Δ～

７５６７

第 ６ 回 ６９ʢ６９ʣ学生支援・学修支援ɹ～学生ͷ学ͼΛ伸͹͢学生支援ͱ͸～

第 ７ 回 ６７ʢ６７ʣ学生支援・学修支援ɹ～学生ͷ学ͼΛ伸͹͢学生支援ͱ͸～

第 ８ 回 ６５７ʢ９Ａʣ学生支援・学修支援ɹʮ今ɺ必要ͳ学生支援・学修支援ͱ͸？ʯ

７５６８

第 ６ 回 ６７ʢ６７ʣ教学ϚωδϝϯτΛ支えΔΩーワーυ ～ っPDCA αΠΫϧ 、 ͷ果ͨ͢役割ͱ͸？～

第 ７ 回 ６８ʢ６８ʣ
教学ϚωδϝϯτΛ支えΔΩーワーυ っ 教職協働 、 ～教職協働Ͱ実現͢Δ対話
ʹΑΔ教学Ϛωδϝϯτ支援～

第 ８ 回 79ʢ８７ʣ
実効性ͷあΔ教学Ϛωδϝϯτ実現ͷ条件ͱ͸～教員・職員双方ͷ視点͔Β
考えΔ～

※ ７５６５ 年度ͷ活動͸佛教大学Λ代表校ͱ͢Δ文部科学省戦略的大学連携支援ϓϩάϥϜʹΑΔ΋ͷ

ʲ京都 FD 執行部塾ɹ参加者数及びςーϚʳ

年度 回数 参加者ʢ加盟校ʣ ςーϚ

 ７５６５※ 第 ６ 回 ８８ʢ８６ʣ組織的ͳ大学教育改善ͱ大学執行部ͷ役割

７５６６ 第 ７ 回 ９５ʢ８9ʣFD 推進ʹ͓͚ΔτοϓϚωδϝϯτͷ役割～名城大学Ͱͷ取組Λ例ʹ～

７５６７ 第 ８ 回 Ａ８ʢ９9ʣάϩーόϧ時代ʹ͓͚Δ組織的ͳ大学教育改善ͱϦーμーγοϓ

７５６８ 第 ９ 回 ９７ʢ９７ʣάϩーόϧ化ͱ大学教育改革 ～改革ͷ実効性Λ高ΊΔͨΊͷ視点～

※ ７５６５ 年度ͷ活動͸佛教大学Λ代表校ͱ͢Δ文部科学省戦略的大学連携支援ϓϩάϥϜʹΑΔ΋ͷ

ʲh ·Μ͕ FD ハンυϒッΫɹ͓͠えͯ！ FD Ϛンʱ発刊状況ʳ

年度 ςーϚ

 ７５６５※

 Vol３６
 新任教員編

第 ６ 章ɹ授業運営ͷ工夫
第 ８ 章ɹ教材・教具ͷ活用

ɹ第 ７ 章ɹ͞·͟·ͳ授業形態
ɹ第 ９ 章ɹ͜Μͳ時ɺͲうͨ͠Β…

 Vol３７
 成績評価編

第 ６ 章ɹ成績評価ͷ目的ͱ機能
第 ８ 章ɹϑΟーυόοΫͱ学生ͷ自己評価
第 Ａ 章ɹ大学ͷ基礎知識

ɹ第 ７ 章ɹ成績評価ͷ方法ͱ特徴
ɹ第 ９ 章ɹ͜Μͳ時Ͳうͨ͠Β…

７５６８
 Vol３８
 授業奮闘編

第̍章ɹ授業期間͕始·Δ前ʹ
第 ８ 章ɹ授業以外ͷ時間Ͱ学͹ͤΔʹ͸

ɹ第 ７ 章ɹ授業期間͕始·ͬͯ…
ɹ第 ９ 章ɹ授業期間ͷ終わΓʹ

※ ７５６５ 年度ͷ活動͸佛教大学Λ代表校ͱ͢Δ文部科学省戦略的大学連携支援ϓϩάϥϜʹΑΔ΋ͷ

ᶃ FD ϑΥーϥϜ

ɹ当事業ͷ大͖ͳ柱ͷ一ͭͱͳͬͯいΔʮFD ϑΥーϥϜʯ͸ɺ全国͔Β多数ͷ大学教職員Λ集ΊΔ訴求

性Λ持ͬͨΠϕϯτͱͳͬͯいΔɻ近年特ʹ力Λ入ΕͯいΔʮ京都͔Βͷ FD 情報ͷ発信ʯͱʮ情報交換・

ίϛュχέーγョϯͷ促進ʯΛ一層図Δ͜ͱ͕重要ͰあΔɻ従来ͷ FD 企画ʹΈΒΕΔʮ啓発ʯʮ先進事例

ͷ学習・理解ʯͱいう視点Λ越えɺ様々ͳ背景 ( 大学規模ɺ立地ɺ学部・学科構成等 ) Λ抱えΔ大学・短
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大͕ɺ自Βͷ課題ʹ沿ͬͨ様々ͳ取組ΈΛɺ他機関͔Β学ͼ自Β΋発信Ͱ͖ΔΑうɺ工夫͢Δ͜ͱ͕必要

ͱͳΔɻ７５６７ 年度ϑΥーϥϜʹ͓いͯ試験導入ͨ͠ʮϙελーηογョϯʯͷ盛況ͿΓΛΈͯ΋ɺ情報

発信ͱ͜ΕΛϕーεʹͨ͠相互交流ͷχーζ͸極Ίͯ高いɻ今後ɺ取組Έͷ定着ʹΉ͚ɺ検証Λ進Ίͳ͚

Ε͹ͳΒͳいɻ

ᶄ階層別 FD 研修・·Μ͕ FD ハンυϒッΫ

７５５8 ～ ７５６５ 年度ʹ実施ͨ͠文部科学省戦略的大学連携事業ͷ΋ͱɺFD 事業͸階層別 FD 研修ͷ開

発実施ͱͦͷ研修Λ支えΔςΩετʮ·Μ͕ FD ϋϯυϒοΫʯͷ刊行ʹΑΔ啓発・訴求ͳͲͷ成果Λ残

ͨ͠ɻ今後͸ɺ規模や体制ͷ問題͔Βɺ͜ΕΒͷ体系的ͳ研修Λ自前Ͱ準備͢Δ͜ͱ͕難͠い中小規模校

ͷχーζʹ一層沿う形Ͱɺ階層͝ͱʹɺςーϚ設定や研修形態ͷ継続的ͳ検討・改善Λ加えͯい͘͜ͱ͕

必要ͱͳΖうɻͱΓわ͚ɺ合計 ７ 回ɺ計 ９ 日間Λ要͢Δʮ新任教員 FD 合同研修ʯ͸ʮ修了証ʯΛ発行͢

Δ本格的ͳϓϩάϥϜͱͯ͠ɺ発足以来 ９５ 名Λ超えΔ修了認定者Λ輩出ͯ͠いΔɻ͜ͷΑうͳϓϩάϥ

Ϝʹ͓いͯ͸ɺ修了者͕所属校ʹ͓いͯɺ研修後ͲͷΑうͳ形Ͱ学Μͩ成果Λ活͔ͯ͠いΔͷ͔ɺ追跡調

査Λ行う͜ͱ͕極Ίͯ有効ͩͱ考えΒΕΔɻ前述ͷ戦略的大学連携事業推進時ʹ実施ͨ͠加盟校ʹ対͢Δ

Web Ξϯέーτͷ経験等΋活͔ͭͭ͠ɺ追跡調査やώΞϦϯάͳͲΛ行う͜ͱͰɺ一般ʹ͸把握困難ͱ

͞ΕΔ研修ͷ効果測定Λ試ΈΔ͜ͱ͕有用ͰあΖうɻ

·Μ͕ FD ϋϯυϒοΫ͸ɺ教育現場Ͱ起͜ΓうΔ事例Λ·Μ͕ͷ形Ͱ分͔Γや͘͢伝えΔ΋ͷͰɺ͜

Ε·Ͱʮ新任教員編ʯɺʮ成績評価編ʯͷςーϚͰ発刊Λ重Ͷɺ加盟校ʹͱͲ·Βͣɺ広͘反響Λ得͖ͯͨɻ

ͨͩ͠ɺ巻号Λ重ͶΔʹͭΕͯɺ掲載内容ͷ重複͕発生ͯ͠いΔ͜ͱやɺϕーεͱͳΔΤϐιーυͷ抽出

やίϯςϯπΛ体系的ʹ整理͢Δϊ΢ϋ΢ͷ継承͕困難ͰあΔ͜ͱɺ編集事務局や専門委員会委員ͷ負荷

等ͷ問題͕生ͯ͡いΔɻͦͷͨΊɺ本年度ͷ FD 研究ワーΩϯάάϧーϓ͕編纂中ͷ第 ８ 巻ͷ発行後ɺ第

９ εςーδ期ʹ͓いͯɺ継続͢Δ͔Ͳう͔ʹͭいͯ͸現在ͷͱ͜Ζ未定ͱͳͬͯいΔɻ今後ɺ加盟校Λ中

心ʹ配付ͨ͠ϋϯυϒοΫͷ活用ͷ͞Ε方等΋勘案͠ɺ·ͨ刊行ʹ要͢Δ予算ɺ妥当性ͷあΔ販価設定ͳ

Ͳʹͭいͯ΋考慮͠ͳ͕Β判断ͯ͠い͘必要͕あΔɻ

ᶅ専門委員会体制の再検討

ɹ前述ͷ課題ͷ詳細ͳ検討ɺ効果検証ɺ改善案ͷ具体化ʹ際ͯ͠͸ɺFD 事業Λ担う専門委員会ͷ役割ͷ

重要性Λ改Ίͯ押͞え͓ͯ͘΂͖ͰあΔɻ現状ɺ８ ͭͷ専門委員会 ʢFD ϑΥーϥϜ企画検討ワーΩϯάά

ϧーϓɺFD 研修企画ワーΩϯάάϧーϓɺFD 研究ワーΩϯάάϧーϓʣͰ推進ͯ͠いΔ組織体制ͷ妥当

性ʹͭいͯɺ各組織ͷ有機的連携や検討ʹあͨͬͯͷ機動性ɺ実効性等ͷ観点͔Βɺ各々ͷ組織ͷ Ϧーμー

Λ中心ʹ検証͠ɺͦͷ結果ɺ組織 ͷ統合や再編等΋視野ʹ入Εͭͭɺ当面ɺ第 ９ εςーδ前半期ʹ͓͚

Δ体制Λ再構築͢Δ͜ͱ͕必要ͱ考えΒΕΔɻ

ʢ̏ʣSD 事業の現状と課題

SD 事業ʹ͓͚Δ主要ͳ実績 ( 概況 ) ͸下記ͷͱ͓ΓͰあΔɻ

ʲSD ϑΥーϥϜɹ参加者数及びςーϚʳ

年度 回数 参加者ʢ加盟校ʣ ςーϚ

７５５9 ɹ  第 7 回 ɹɹ７７Ｂʢ9７ʣ教育ͷ質向上Λ支えΔ職員ͷ職能開発

７５６５ ɹ  第 8 回 ɹɹ６98ʢ６５7ʣʮ協働ʯ͔Β生·ΕΔ職員ͷ能力開発

７５６６ ɹ  第 9 回 ɹɹ６7８ʢ77ʣ大学職員ͷΩϟϦΞσβΠϯ

７５６７ ɹ  第 ６５ 回 ɹɹ６Ｂ６ʢ7Ｂʣ若手職員ͷ成長・育成

７５６８ ɹ  第 ６６ 回 ɹɹ６８9ʢＢ7ʣ実践知Λ活͔͢
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ʲ大学職員共同研修ϓϩάϥϜɹ参加者数及びςーϚ  r

年度 参加者ʢ加盟校ʣ ςーϚ 主ͳ対象者

７５５9

9７ʢ87ʣϏδωεϚφー 新任者

７Ａʢ６8ʣϓϨθϯςーγョϯ 勤続 ８ 年以上

９8ʢ８ＡʣΞΧ΢ϯλϏϦςΟー 勤続 ８ 年以上

７9ʢ７Ｂʣ企画力向上 中堅職員以上

６7ʢ６９ʣ問題解決力向上 管理職以上

８9ʢ８Ａʣίーνϯά 中堅職員以上

７8ʢ７Ｂʣϝϯλϧϔϧε 全職員

６Ｂʢ６６ʣ交渉術＋対人対応 管理職以上

７５６５

６６９ʢ６６９ʣϏδωεϚφー研修ʢ基礎編ʣ 新任者

８9ʢ８Ａʣίϛュχέーγョϯ・自己表現研修 勤続 ８ 年以上

ＡＡʢＡ５ʣϩδΧϧγϯΩϯά研修 中堅職員以上

７8ʢ７8ʣ会議ͷ進Ί方研修 中堅職員以上

８8ʢ８８ʣϚωδϝϯτϚΠϯυ・基礎研修 新任～中堅職員

７５６６

Ａ8ʢＡ8ʣϏδωεϚφー研修ʢ基礎編ʣ 新任者

９Ａʢ９８ʣϚーέςΟϯά研修 勤続 ８ 年以上

７8ʢ７7ʣϦーμーγοϓ研修 中堅職員以上

９8ʢ９７ʣ交渉術研修 中堅職員以上

７Ｂʢ７５ʣϝϯλϧϔϧε研修 全職員

７５６７

7５ʢ7５ʣϏδωεϚφー研修ʢ基礎編ʣ 新任者

６9ʢ６8ʣϏδωεϚφー研修ʢžﾌƀŕｼœ編ʣ 勤続 ８ 年以上

９６ʢ８7ʣΞΧ΢ϯλϏϦςΟͱϓϨθϯςーγョϯ 中堅職員以上

８8ʢ８Ｂʣίーνϯά 中堅職員以上

９９ʢ９７ʣ時間管理術 新任～中堅職員

７５６８

Ａ５ʢ９9ʣϏδωεϚφー研修ʢ基礎編ʣ 新任者

７９ʢ７９ʣ職場活性化ίϛュχέーγョϯ術 全職員

８６ʢ７9ʣ問題解決力向上 中堅職員以上

７9ʢ７7ʣΧ΢ϯηϦϯάϚΠϯυ 勤続 ８ 年以上

８Ａʢ８６ʣ企画力向上 中堅職員以上

ʲ大学ΈΒい塾ɹ参加者数及びςーϚ  r

年度 回数 参加者ʢ加盟校ʣ ςーϚ

７５５9

第 ６ 回 ＢＡʢ７Ａʣ大学経営ͱ財務／大学ͷ経営ɺ財務ͱ会計

第 ７ 回 ９９ʢ６8ʣ大学Ψόφϯε

第 ８ 回 ９7ʢ６ＡʣϦεΫϚωδϝϯτ／大学ͷϦεΫϚωδϝϯτ

第 ９ 回 8８ʢ８７ʣ求ΊΒΕΔ職員力／求ΊΒΕΔ職員力～ʮ大学ͷ実力ʯ調査͔Β

７５６５

第 ６ 回 Ｂ7ʢ８9ʣ大学ͷ教育力／初年次教育Λ中心ʹ

第 ７ 回 8７ʢ９７ʣ私学経営状況・補助金／私学経営ͷ課題ͱ補助金ͷ動向

第 ８ 回 ６８8ʢ9６ʣ職員ͷ育成／͜Ε͔Βͷ大学職員ʹ求ΊΒΕΔ΋ͷ

第 ９ 回 Ｂ9ʢ９9ʣ高等教育／大学Λ おe２ σβΠϯ͢Δー直面͢Δ課題や将来ͷϏδョϯͷώϯτͱͯ͠

※ ７５５9 年度·Ͱ͸ʮ職員ͷͨΊͷ大学ηϛφーʯͱͯ͠実施

※ ７５６６ 年度ΑΓ他ͷ企画ͱͷ調整ͷ結果終了
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ʲSD ワーΫγョッϓ研修ɹ参加者数及びςーϚ  r

年度 回数 参加者ʢ加盟校ʣ ςーϚ

７５６６

第 ６ 回 ６７ʢ9ʣίϥϘϨーγョϯ／人͕ͭͳ͕Ε͹ɺ仕事͕変わΔ

第 ７ 回 ６６ʢ8ʣ経営企画／大学Ϗδョϯͱͷ仕合わͤͳ付͖合い方

第 ８ 回 ６７ʢ8ʣ庶務系／問題解決ɺίϯιーϜ課

第 ９ 回 ６9ʢ６７ʣ教学Ϛωδϝϯτ／職員ʹΑΔ教育ΧΠθϯ研究

７５６７ 

第 ６ 回 ６9ʢ６8ʣ高等教育政策ͷ読Έ方／ʮ大学改革実行ϓϥϯʯͷΊ͟͢方向ͱ各大学ͷ対応

第 ７ 回 ＢʢＢʣ教学Ϛωδϝϯτ／学修時間ͷ確保΁ͷ方策

第 ８ 回 ６Ｂʢ６８ʣ学生支援／学生ͷ多様ͳχーζΛ踏·えͨ学生支援ͷͨΊʹ

第 ９ 回 ７６ʢ６7ʣ職場活性化／理念͕共有͞Ε働͖甲斐ͷあΔ職場環境ͮ͘ΓʹΉ͚ͯ

７５６８

第 ６ 回 ６６ʢ６５ʣ産学協働教育／産ͱ学͕育ͯΔ未来ͷʮ人財ʯ

第 ７ 回 7ʢ7ʣ職場活性化／世代間ίϛュχέーγョϯ

第 ８ 回 ７５ʢ６９ʣ大学職員ͱ高等教育政策／高等教育政策ͷ読Έ方

第 ９ 回 ６６ʢ６５ʣάϩーόϧ化ͱ大学職員／大学ͷ国際化ͱ大学職員ͷ語学力

アυϛχετϨータ研修ϓϩάϥϜɹ参加者数及びςーϚʳ

年度 回数 参加者ʢ加盟校ʣ ςーϚ

７５５9

第 ６ 回

７８ʢ７７ʣ

高等教育論

第 ７ 回 大学ͷ使命ͱ戦略

第 ８ 回 大学ͷ地域貢献ͱ大学改革

第 ９ 回 大学組織論

第 Ａ 回 大学ͷϚーέςΟϯά

第 Ｂ 回 大学改革ͱ財政

第 7 回 大学ͷ危機管理・ϦεΫϚωδϝϯτͱΞΧ΢ϯλϏϦςΟ

第 8 回 教学改革ͱ教職協働

第 9 回 学生ͷ変容ͱ大学

第 ６５ 回 大学評価ͱ大学改革

第 ６６ 回 大学教育改革ͷͨΊͷ大学経営論

第 ６７ 回 人的資源管理ͱ職員ͷ能力開発

７５６５

第 ６ 回

６9ʢ６Ａʣ

大学ͷ使命ͱ戦略

第 ７ 回 高等教育論

第 ８ 回 大学組織論

第 ９ 回 大学ͷ地域貢献ͱ大学改革

第 Ａ 回 人的資源管理ͱ職員ͷ能力開発

第 Ｂ 回 日本ͷ大学ʹ͓͚Δ IR 機能ͷあΓ方Λ探Δ

第 7 回 教職協働

第 8 回 大学改革ͱ財政

第 9 回 学生ͷ変容ͱ大学：学生΁ͷ新ͨͳαーϏεͷ提供ͱ評価

第 ６５ 回 大学評価ͱ大学改革

第 ６６ 回 大学ͷ危機管理・ϦεΫϚωδϝϯτͱΞΧ΢ϯλϏϦςΟ

第 ６７ 回 大学教育改革ͷͨΊͷ大学経営論

７５６６

第 ６ 回

６7ʢ６９ʣ

ワーΫγョοϓʮΞυϛχΧϑΣʯɺ大学ͷ使命ͱ戦略

第 ７ 回 大学教育論

第 ８ 回 大学組織論

第 ９ 回 大学ͷ地域貢献ͱ大学改革

第 Ａ 回 大学ͷϚーέςΟϯά

第 Ｂ 回 大学幹部職員ͷϦーμーγοϓͱίーνϯά

第 7 回 大学ͷϦεΫϚωδϝϯτ

第 8 回 学生ͷ変容ͱ大学：学生΁ͷ新ͨͳαーϏεͷ提供ͱ評価

第 9 回 大学経営ʹ͓͚Δ IR 機能

第 ６５ 回 大学改革ͱ財政

第 ６６ 回 人的資源管理ͱ職員ͷ能力開発

第 ６７ 回 大学教育改革ͷͨΊͷ大学経営論

※ ７５６７ 年度ΑΓ休止ͯ͠いΔɻ
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第 ９ εςーδ期ʹ͓͚Δ改善課題ͷ方向性ʹͭいͯɺ次ͷͱ͓Γ整理͓ͯ͘͠ɻ

ᶃ大学アυϛχετϨータ研修ϓϩάϥϜΛ含Ή事業の見直͠検討

ɹ従来ͷʮ単発・傾聴型ʯSD 研修ͷ枠Λ超えɺ財団ͷ持ͭ大学間及ͼɺ産学官地域連携ͷ特色Λ活͔͠

ͨ研修Λ体系的ʹ提供͢Δ͜ͱʹΑΓɺ大学・短期大学ͷ幹部人材育成Λ志向ͨ͠ʮ大学ΞυϛχετϨー

λ研修ϓϩάϥϜʯ͸ɺ７５５９ ～ ７５６６ 年度ͷ 8 年間ʹわͨΓ当財団ͷ主要 SD 事業ͷ一ͭͱͯ͠取Γ組

·Εͨɻ一旦ɺ７５６６ 年度Λ以ͬͯ休止ͱͳ͕ͬͨɺ今後 SD 事業全体ͷͳ͔Ͱ当該ϓϩάϥϜΛͲう位

置͚ͮ直͢ͷ͔ɺ再検討Λ行う͜ͱ͞Εͨɻ

一方ɺ修了生や研修受講生Λ送Γ出ͨ͠加盟校等͔Β͸ɺ͜ͷϓϩάϥϜΛ高͘評価͢Δ声͕寄ͤΒΕ

͓ͯΓɺ今般大学政策委員会͕実施ͨ͠Ξϯέーτ・ώΞϦϯάʹ͓いͯ΋ɺ特ʹ大学単独Ͱ体系的ͳ管理

職研修ϓϩάϥϜΛ実施͢Δ͜ͱ͕困難ͳ中小規模大学等Λ中心ʹɺϓϩάϥϜ復活ʹΉ͚ͨ再検討Λ求Ί

Δ声͕多数あ͕ͬͯいͨɻ

ɹ͜ΕΒΛ踏·えΔͱɺϓϩάϥϜͷ再開Λ検討͢Δ場合ɺᶃίーσΟωーτ・運営ͷ負荷ͱ受講生確保

ͷ問題ͷ克服ɺᶄ大学ΞυϛχετϨーλͷ養成ʹ必要ͳ様々ͳ能力要素等Λ SD 研修全体ͰΧόー可能

͔Ͳう͔ͷ検証ɺͳͲͷ視点͔Β総合的ʹ検討͢Δ͜ͱ͕必要ͰあΔɻ͜ͷ際ɺ修了生やίーσΟωーτ・

運営ʹ関わͬͨ加盟校教職員΁ͷ聞͖取Γや追跡Ξϯέーτɺ受講生Λ送Γ出͢加盟校ͷ総務・人事ηΫ

γョϯ責任者等ͱͷίϛュχέーγョϯ等͕欠͔ͤͳいɻͦͷ͜ͱ͕ɺϓϩάϥϜͷ効果ͱ推進ͷ負荷ͱ

ͷόϥϯεΛ検証͢Δ意味Ͱ΋ɺ実現可能性ͷ確保ͷうえͰ΋要ͱͳΔɻ͜ΕΒͷ課題Λ検討͢ΔͨΊɺ

ʮSD 研修委員会ʯ͸ ７５６８ 年秋季ʹ加盟校向͚ΞϯέーτΛ実施ͨ͠ɻ今後͸ɺ同委員会͕中心ͱͳͬͯɺ

Ξϯέーτͷ分析結果Λ΋ͱʹɺϓϩάϥϜ実施ͷ判断ͱ適切ͳ研修内容等ͷ具体化Λ図ͬͯい͘͜ͱ͕

望·͠いɻ

ᶄ SD 事業ʢϑΥーϥϜɺ大学職員共同研修ɺワーΫγョッϓɺΨイυϒッΫ等ʣの検証

ɹ現行ͷ SD 事業͸ɺいͣΕ΋概Ͷ参加・利用者ͷ満足度΋高͘ɺ加盟校Ξϯέーτ・ώΞϦϯάʹ͓い

ͯ΋高評価Λ得ͯいΔɻͨͩ͠ɺʮSD ワーΫγョοϓʯ͸ɺ当初ɺ大学ΞυϛχετϨーλ研修修了生ͷϑΥ

ϩーΞοϓ企画ͷ位置͚ͮͰ ７５６６ 年度ʹ試験的ʹ立ͪ上͛ɺ７５６７ 年度以降本格的ͳ運用Λ開始͠認知

度͕未ͩ定着ͯ͠いͳいͨΊ͔ɺ受講者確保ʹ苦慮ͯ͠いΔɻ͜ͷ企画͸ɺ昨今ͷ SD 事業ʹ͓いͯ要望

ͷ高いʮ参画型ʯʮ双方向性ʯʮ情報共有・交流ͷ促進ʯͳͲͷχーζΛ意識ͨ͠少人数ͷάϧーϓワーΫ

Ͱɺ参加ͨ͠大学職員͔Β͸高͘評価͞ΕɺϦϐーλー΋複数ΈΒΕΔ状況ʹあΔɻʮSD ϑΥーϥϜʯͷ

分科会Ͱ͸ɺ͜ͷワーΫγョοϓͱ類似ͷ企画Λ複数開催͠多͘ͷ参加者Λ得ͯいΔɻ͜ͷ点Λ勘案͢Δ

ͱɺ開催時期や広報ͷあΓ方ɺ研修成果ͷ発信ͳͲͷ面Ͱ͞Βʹ工夫ͷ余地͕あΔͱ考えΒΕΔɻ

ɹ͜ΕΒ事業ͷ検証͸ʮSD 研修委員会ʯ͕担ͬͯいΔ͕ɺ単発企画ʹ͓いͯ研修効果ͷ測定Λ行う͜ͱ

͸極Ίͯ難͠いɻSD 企画ʹ限Βͣɺ財団ʹ͓͚Δ各種企画ͷ実施ʹあͨͬͯ͸ɺ広報や成果発信ͳͲʹ

関ͯ͠財団広報部局ͱͷ連携やɺ研修参加者ʹ協力Λ得ΔͳͲͷ工夫Λ図Δ͜ͱͰɺ参加者૿や事業推進

主体ͱͯ͠ͷ説明責任Λ果ͨ͢͜ͱ͕Ͱ͖ͳい͔ɺ委員会・事務局Λ超えͨ検討΋必要ͱͳΔͰあΖうɻ

ɹSD ϑΥーϥϜʹ͓いͯ͸ɺ前述ͷͱ͓Γɺ既ʹ参加者ͷ要望Λ͘Έ取ͬͨ様々ͳ工夫ʢ参加型・双方

向型分科会ͷ導入ͳͲʣ͕図ΒΕͯいΔɻ·ͨɺ大学職員共同研修͸ɺ７５６５ 年度以降ɺ９ ͔年Ͱɺ研修

体系Λ一巡Ͱ͖ΔΑうɺ内容や研修参加層ͷόϥϯεΛ勘案ͨ͠内容策定͕進ΊΒΕ͓ͯΓɺ７５６９ 年度

͔Βͷ ９ ͔年ʢ～ ７５６7 年度ʣͷ策定͕ʮSD 研修委員会ʯʹ͓いͯ進行中ͰあΔɻ加盟校等͔Βͷ要望・

満足度ͱ΋ʹ極Ίͯ高い企画ͰあΔ͜ͱΛ念頭ʹ置͖ͭͭɺ今後͸前述ͷワーΫγョοϓ同様ɺ成果発信

等ʹ͓͚Δ工夫やϓϩάϥϜ体系ͷ効果的ͳ見ͤ方ɺ未ͩ周知・定着͕十分Ͱ͸ͳい企画ʢSD ワーΫγョο

ϓ等ʣ΁ͷ誘導ͳͲΛ検討͢΂͖ͰあΔɻ·ͨɺᶃͰ述΂ͨʮ大学ΞυϛχετϨーλ研修ϓϩάϥϜʯ

͕再開͢Δ場合ʹ͸ɺ事業全体ͷ体制や予算等制໿条件Λ考慮ͯ͠ɺ既存事業ͷ縮小や効率化ͷ検討΋求

ΊΒΕΔɻ
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ɹSD ΨΠυϒοΫ͸ɺ電子ϒοΫͷ形態Ͱ ７ 年ʹ ６ 度改定Λ行うϖーεͰ編集Λ進Ί͖ͯͨɻ現行版͸

７５６７ 年度発行分ͰあΔ͕次ͷ改訂時期ͱͳΔ ７５６９ 年度末·Ͱͷ間ʹɺ加盟校等Ͱͷ活用状況やχーζ

Λ検証͢Δ͜ͱ͕求ΊΒΕΔͰあΖうɻͦͷ検証Λ踏·えͯɺ今後同͡形式媒体Ͱͷ配信͕妥当͔ɺ現在

主要ͳ読Έ手ͱ想定ͯ͠いΔʮ若手職員ʯʹ対͢Δ入門ΨΠυͱいうίϯηϓτͷ妥当性等΋判断ͯ͠い

͘͜ͱʹͳΖうɻ

ʢ̐ʣFD・SD 事業に共通すΔ課題

今次ͷ検討Λ通ͯ͡ɺFD・SD 両事業ͷ連携͕必要ͳ課題ͱͯ͠ʮ学生支援ʯʮICTʯʮ各種ϓϩάϥϜ

やΧϦΩュϥϜ等ͷ評価や組織的改善ʯʮ教学Ϛωδϝϯτʯ等ͷςーϚ͕挙͛ΒΕͨɻ一部ɺFD ͷ企画

ͱͯ͠教職員͕共同Ͱ取Γ組Ή企画΋実現ͯ͠いΔ͕ɺ͜ΕΒͷχーζや企画情報ʹͭいͯ FD・SD 両事

業ͷ専門委員会͕相互ʹ情報共有͠ɺ重複や重要ͳ課題ͷ漏Ε等͕生͡ͳいΑうʹ適宜協議͢Δ͜ͱ͕必

要ͰあΔɻ͜ΕΒʹͭいͯ͸ɺ現行専門委員会体制ʢFD ͷ̏専門委員会ͱ SD ͷ ６ 委員会体制ʣͷ妥当

性や委員会ͷ相互連携ͷあΓ方ͷ観点等͔Β見直ͯ͠い͘͜ͱ͕必要ͰあΖうɻ

ɹ ɹ大学の·ち京都・学生の·ち京都活性化

ʢ̍ʣ背景

京都͸都市特性ͱͯ͠ɺ大学・短期大学Λ中核ͱ͢Δ高度Ͱ豊富ͳ教育研究機能やɺͦΕΛ支えΔ人口

ͷ໿ ６ 割ʹ相当͢Δ学生ɺ教員・研究者等ͷ多彩ͳ人材Λ擁ͯ͠いΔɻ͜Ε͕都市ͷ魅力や他ͷ地域ʹͳ

い特長ͱͳͬͯいΔ͜ͱ͸周知ͷ事実ͰあΔɻ͜ͷ多様ͳ分野ͷʮ知ʯͷ集積͸ɺ活力あΔ·ͪͮ͘Γʹ

欠͔ͤͳい΋ͷͰあΓɺ͜ΕΒΛ育Έɺ活用͢Δ͜ͱʹΑͬͯ大学ͷ営Έ͕都市政策ʹ根͟͠ɺ大学ͷ発

展͕都市ͷ発展ͱ活性化ʹ繋͕Δͱ確信Ͱ͖Δɻ

ʮ大学ͷ·ͪ・学生ͷ·ͪ京都活性化ʯͷ課題Ͱ͸ɺᶃ京都ͷ大学Λ目指͢高校生やͦͷ保護者Λ一層

૿やͯ͠いͨ͘Ίͷʮ共同入試広報事業ʯͱʮ大学都市京都ͷϒϥϯσΟϯά戦略ʯͱͷ関係Λ整理͠ɺ

ᶄ学生交流事業͕ʮ学生ͷ力Λ活͔ͨ͠都市活性化ʯͷ策ͱͯ͠ɺ京都ͷ魅力ͷ一端Λ担う͜ͱΛ認識͠

ͭͭɺ学生ͷ課外活動ʹ͓͚Δ学ͼΛ支援͢Δ機能Λ重視͢΂͖ͱͷ指摘Λ考慮͢Δ͜ͱ͕必要ͱͳͬͯ

いΔɻ·ͨɺᶅ大学ͷ集積Λ活͔ͨ͠都市政策研究や都市活性化事業Λ推進͢ΔͨΊɺʮ都市及ͼ大学都

市政策研究支援ʯʢ都市政策研究推進事業ʣΛ京都市ͱ΋連携ͯ͠質的ʹ充実͞ΕΔ͕重要ͰあΔͱͷ認

識Λ共有ͨ͠ɻ

͜ΕΒͷ課題Λ解決͢Δ͜ͱͰɺ京都ͷϒϥϯυ力強化ɺͻいͯ͸ʮ大学ͷ·ͪ京都・学生ͷ·ͪ京都ʯ

ͷ発展ʹ繋͕Δͱ考えΒΕΔɻ·ͨɺ課題解決ͷͨΊʹ͸ɺ既存事業ͷ方向性ͷ転換や再構成ʹͭいͯ΋ɺ

大胆ͳ判断Λ行う͜ͱ͕必要ͰあΔɻ

·ͨɺ財団広報ͷあΓ方ʹͭいͯ΋改善ͷ余地͕あΔɻ現在ɺ各事業ͷ周知͸ɺ事業部単位Ͱ別々ͷ体

制͕ͱΒΕ͓ͯΓɺ各事業部担当者ͷ閑繁状況ʹΑͬͯɺ広報ʹ͹Β͖͕ͭ生ͯ͡いΔɻ事業部Λ·͕ͨͬ

ͨ企画や事業ͷ成果Λ財団ͱͯ͠τーλϧʹ発信͢ΔͨΊʹ͸ɺ現行ͷ事業部単位ʹΑΔ体制Ͱ͸限界͕

あΔɻ今後ɺΑΓ効果的ʹ実施͢ΔͨΊʹ͸広報専門ηΫγョϯΛ確立ͤ͞ɺ学生広報実行委員ʹΑΔ運

営体制ΛͱΔͳͲͷ新ͨͳ施策΋考えΒΕΔɻͦͷ際ʹ͸ɺ人員体制ͷ強化や学生広報ελοϑͷϚωδ

ϝϯτͳͲ新ͨͳ課題΋想定͞ΕΔͨΊɺ十分ͳ検討͕必要ͰあΔɻ

4
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ʢ̎ʣ大学都市京都のϒランσΟンά戦略の現状と課題

ɹ大学都市京都ͷϒϥϯσΟϯά戦略ͷ一環ͱͯ͠取Γ組·Εͨ共同入試広報事業ͷ実績 ( 概況 ) ͸下記

ͷͱ͓ΓͰあΔɻ

ʲ京都ワンΩャンパε参加大学数ʢ都市別ʣr

年度 東京 名古屋 大阪 参加大学数

７５５9 ６8 ６7 ７７ ７８

７５６５ ６7 ６7 ７７ ７８

７５６６ ６7 ６Ａ ６7 ７５

７５６７ ６7 ６Ｂ ６Ｂ ６9

７５６８ ６Ｂ ６８ ６7 ６8

ʲ京都の大学情報コーφー対応人数ʢ都市別ʣr

年度 仙台 新潟 静岡 金沢 福井 京都 大阪 姫路 岡山 広島 高松 松山 高知 福岡 大分 熊本 合計

７５５9 Ａ7 ６８６ ６7６ － － ６７９ － － ８Ａ 8Ｂ － ９７ － ６ＡＢ － ９７ 8９９

７５６５ ８8 7９ ６５8 ６7 ６7 － － ９８ ７Ａ 9Ａ － ８Ａ － ６９８ － ９8 Ｂ９８

７５６６ － ６５５ ６７Ａ － － － － － ７６ Ｂ６ ７８ ６Ａ － 98 － ８８ ９7Ｂ

７５６７ ＢＢ － ６６７ ８Ａ － － ９９ － ７Ｂ ＢＡ ７７ ７８ ６8 8９ ９Ｂ － Ａ９６

７５６８ － － ６７９ ７7 － － － － － Ｂ8 ７７ － － ８8 － － ７8７

ᶃ共同入試広報事業ʢϒーε出張型広報等ʣ

第 ８ εςーδʹ͓いͯɺ主要事業ͱ位置͚ͮͨʮ共同入試広報事業ʯ͸ɺ前述ͷʮ大学間連携ʹΑΔ教

育ϓϩάϥϜͷ充実ʯͷ章Ͱ΋言及ͨ͠ͱ͓Γɺ再検討Λ要͢Δ段階ʹ及ΜͰいΔɻ７５６７ 年度ͷΞϯέー

τʹ͓いͯ΋ɺ事業本来ͷ目的Ͱあͬͨ全国規模ͷ入試広報展開͕困難ͳ小規模大学や短期大学ͷ参加͕

充分ʹ得ΒΕͯいͳい結果͕明Β͔ʹͳͬͯいΔɻ今後͸ɺ民間業者͕既ʹ展開ͯ͠いΔ内容Ͱ͸ͳ͘ɺ

財団ͱͯ͠ͷ特色Λ打ͪ出ͤΔ事業内容ʹ方向転換͢΂͖ͰあΓɺ当事業ͷ継続ʹͭいͯ͸再考ͷ余地͕

あΔɻ

一方Ͱɺ７５５8 年度ΑΓɺʮ京都ͷ学ͼͷ魅力ʯͷ情報発信ͷπーϧͱͯ͠作成ͯ͠いΔ冊子ʮ京都ͷ大

学 学ͼελΠϧʯ͸ɺ京都ͷ大学ʹ進学率ͷ高い高校Λ中心ʹ配布͓ͯ͠Γɺ一定ͷ評価Λ得ͯいΔɻ今

後͸ɺ大学別ͷ情報ͷΈͳΒͣɺ京都ͷϥΠϑελΠϧや生活情報ɺ京都͕安心・安全ͳ·ͪͰあΔ͜ͱ

ͷ訴求ͳͲɺ高校生やͦͷ保護者͕求ΊΔχーζΛ͘Έ取ͬͨ情報ͷ提供ʹ向͚一層ͷ工夫Λ図Δ͜ͱ͕

望·͠いɻ在学生͕京都ͷ大学Λ選択ͨ͠理由や京都ͷ大学΁ͷ興味・関心ͷ内容等ʹͭいͯ͸ɺ十分ʹ

調査͢Δ必要͕あΔɻ

ᶄ新たͳ広報展開のたΊの修学旅行や校外学習機会の活用

ɹ財団͸͜Ε·Ͱ加盟校ʹ対͠ɺ大学間連携ʹ基͖ͮ学生ͷ成長Λ促進͢Δ優Εͨ教育ϓϩάϥϜΛ提供

͢Δ͜ͱΛ目的ͱ͖ͯͨ͠ɻ͜ͷ趣旨ʹ添いɺ高校や企業・団体ͱͷ相互協力ͷ΋ͱɺ京都ͷ地域性Λ活

͔ͨ͠特色あΔΠϕϯτͱͯ͠修学旅行や校外学習ͷ機会Λ活用ͨ͠企画Λ実施͢Δ͜ͱ͸ɺʮ大学ͷ·

ͪ京都ɺ学生ͷ·ͪ京都ʯΛΞϐーϧ͢ΔうえͰ大͖ͳ意味Λ持ͭͱ考えΒΕΔɻ

実際ʹ ７５６７ 年度ΑΓɺ修学旅行や校外学習ͱͯ͠京都ʹ赴͘高校生ʹ対͠ɺ加盟校ͷ大学生͕自大学

ͷ選択理由や京都ͷ優位性Λ訴求͢ΔʮΩϟϦΞ教育企画ʯΛ試行͠ɺ高校生・大学生ͷ双方͔Β一定ͷ

評価Λ得ͯいΔɻ新ͨͳ広報展開ͷͨΊͷίϯςϯπͱ͚ͯͩ͠Ͱ͸ͳ͘ɺ高校ͱ大学Λ繋͙͠ϩάϥϜ

ͱͯ͠ɺͦͷ推進体制や効果検証ͷあΓ方͕課題ʹ位置͚ͮΒΕͯいΔɻ

·ͨɺ７５６７ 年度ͷʮ未来ͷ京都創造研究事業ʯʹΑΔ研究ʮ京都地域ͷ大学進学ʹ修学旅行等͕与え

Δ影響分析ͱ学校行事Λ活用ͨ͠魅力発信ͷ方策ʯ( 代表：平安女学院大学国際観光学部ɹ井上学准教授 )
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ʹΑΕ͹ɺ８ 人ʹ ６ 人ͷ学生͕修学旅行Ͱͷ体験ͷ影響Λ受͚ͯɺ京都΁ͷ進学Λ選択ͯ͠いΔͱいう結

果͕明Β͔ʹͳ͓ͬͯΓɺ大学ώΞϦϯάʹ͓いͯ΋ɺ修学旅行や校外学習Λ活用ͨ͠新ͨͳ取組Έʹ期

待͢Δ声΋あΔɻ

ΑΓ有効ʹ京都Λ訴求͢ΔͨΊʹ͸ɺ将来ʹ向͚ͨ進路選択͕確立͢Δ前ͷ中学生や高校 ６ 年生Λ対象

ͱͨ͠事業展開やɺ京都ͷ歴史的資産や大学間連携ʹΑΔʮ京都学ʯͳͲͷ京都ͳΒͰ͸ͷίϯςϯπΛ

活͔ͨ͠展開͕有用ͰあΖうɻ

ʢ̏ʣ学生交流事業の現状と課題

学生交流事業ͷ実績 ( 概況 ) ͸下記ͷͱ͓ΓͰあΔɻ

ʲ京都学生祭典事業ɹ過年度実績ʳ

年度 回数
本祭ʢ６５ 月上旬ʣ

ϓϨΠϕϯτ
６ 日目 ７ 日目

７５５9 7 京都駅Ϗϧ ７8１５５５ 平安神宮・岡崎公園一帯 ６99１５５５ 三条通・京都駅ϏϧͳͲ複数 9１ＡＡ５

７５６５ 8 〃 ８１Ａ５５ 〃 ７５５１５５５ 新風館・三条通 9１Ｂ8６

７５６６ 9 － － 〃 ６88１５５５ 京都駅前地下街 Poおがa ６５１Ａ98

７５６７ ６５ － － 〃 ６8５１５５５ 京都駅Ϗϧ一帯 ６8１５５５

７５６８ ６６ － － 〃 ６7５１５５５ － －

年度 回数 ͓ͲΓ交流 実行委員 京炎 ͦͰ;Ε！͓ͲΓ手 京炎Έ͜͠担͗手

７５５9 7 ８Ａ7 回
９Ａ 大学 Ａ 専門学校

ＢＢ7 人
７Ｂ 大学 ＡＡ7 人

７Ａ 大学 ７ 大学院
６８７ 人

７５６５ 8 ９５６ 回
Ａ8 大学 ８ 大学院
Ａ 専修学校 7Ｂ8 人

７Ｂ 大学̍専修学校
7Ａ５ 人

６Ｂ 大学̍大学院
7６ 人

７５６６ 9 ＡＢ9 回
９8 大学 ８ 大学院
９ 専修学校 77５ 人

６9 大学 ８ 大学院 ７ 専修学校
87Ａ 人

６９ 大学 ８ 大学院
７ 専修学校 7６ 人

７５６７ ６５ Ａ７Ａ 回
８６ 大学 7 大学院
６ 専修学校 Ａ8６ 人

６8 大学 ６ 短期大学 ６ 専修学校
9９８ 人

休止

７５６８ ６６ Ａ５Ａ 回
９５ 大学 ９ 大学院
６ 専修学校 Ａ７8 人

６9 大学 ６ 短期大学
６１６８９ 人

－

ʲ京都国際学生映画祭事業ɹ過年度実績ʳ

年度 回数 来場者数

作品応募

実行委員ʢ加盟校ʣ
合計 国籍※日本含 海外 国内ʢ加盟校ʣ

７５５9 ６７ Ｂ９Ａ ７９7 本 ７５ ͔国 87 本 ６Ｂ５ 本ʢ６６ʣ ９Ａ 人

７５６５ ６８ 78７ ７５7 本 ６５ ͔国 Ｂ５ 本 ６９7 本ʢ９Ａʣ 8 大学 ８9ʢ８Ａʣ人

７５６６ ６９ ＡＢ9 ７９7 本 ７７ ͔国 7Ｂ 本 ６7６ 本ʢ９７ʣ 7 大学 ７７ʢ６7ʣ人

７５６７ ６Ａ ６１５６５ ８Ｂ７ 本 ７７ ͔国 ６７7 本 ７８Ａ 本ʢ９９ʣ 8 大学 ７５ʢ６9ʣ人

７５６８ ６Ｂ Ｂ９7 ８Ａ7 本 ７６ ͔国 ６９Ａ 本 ７６７ 本ʢ８７ʣ ６５ 大学 ７６ʢ７５ʣ人
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ʲ京都学生芸術普及事業ʢ旧京都学生芸術作品展事業ʣɹ過年度実績ʳ

年度
展覧会

実行委員
会場 来場者数 出展大学数 出展作品数

７５５9
元立誠小学校・Ωϟϯύεϓϥβ京都・池
坊室町ΞーτΪϟϥϦ

８１8８Ｂ ６５ ６77 募集ͳ͠

７５６５ 元立誠小学校 ７１６Ｂ８ ６５ ６５５ ７ 大学 Ａ 人

７５６６ 未開催 ７ 大学 Ａ 人

７５６７ 京都駅前地下街 Poおがa 8１89５ 7 ６９ ９ 大学 ６６ 人

７５６８ ΠΦϯϞーϧ KYOTO ７５Ａ － － ９ 大学 ６ 短期大学 9 人

ʲ京都学生アーτΦーΫγョンɹ過年度実績ʳ

年度 回数 会場 出品数
ΦーΫγョϯ
参加者数

ϓϨϏュー
見学者数

最高額 落札合計 平均落札額

７５５9 ９ Ωϟϯύεϓϥβ京都 ７Ｂ 78 7ＢＡ Ｂ８１５５５ Ｂ7７１５５５ ７Ａ１8９Ｂ

７５６５ Ａ 京都駅前地下街 Poおがa ７６ ９9 9１８６７ ６8５１５５５ Ａ８７１５５５ ８５１98Ａ

※ ７５６５ 年度Λ΋ͬͯ京都学生ΞーτΦーΫγョϯ͸終了

ᶃ事業の教育的効果検証

大学間交流や学生間交流Λ充実ͤ͞ɺ各学生͕持ͭ知恵Λ生͔ͯ͠地域ͷ発展ͱ活性化Λ図Δ͜ͱΛ主

ͨΔ目的ͱͯ͠ɺ京都学生祭典事業ɺ京都国際学生映画祭事業ɺ京都学生芸術普及事業ʢ旧京都学生芸術

作品展事業ʣͷ ８ 事業Λ展開͖ͯͨ͠ɻ

ʮ学生ͷ力Λ活͔ͨ͠都市活性化ʯͱいう観点Ͱ͸ɺ京都学生祭典事業ʹ͓いͯ͸ɺ本祭ʹͯ毎年 ６５ 万

人以上ͷ来場者Λ記録͓ͯ͠Γɺ規模ͷ面͔Β高いΞϐーϧ力Λ有ͯ͠いΔɻ·ͨɺ近年Ͱ͸ɺ従来ͷ本

祭ͷΈͷ形式͚ͩͰͳ͘ɺ通年Ͱͷ地域交流活動ͳͲ΋展開͓ͯ͠Γɺ各種表彰Λ受͚ΔͳͲ京都地域ʹ

根ͨ͟͠活動ͱͯ͠一定ͷ評価Λ得ͯいΔɻ

京都国際学生映画祭事業ʹͭいͯ͸ɺʮ都市活性化ʯʹ対͢Δ貢献度Λʮ本祭ͷ来場者数ʯやʮ京都地

域ͷ学生ͷ参画数ʯͰ測ΔͳΒ͹ɺ現状Ͱ͸肯定的評価Λ行えΔ規模や拡͕Γʹ·Ͱ͸至ͬͯいͳいɻͨ

ͩ͠ɺίϯϖςΟγョϯ部門ʹ͓いͯ͸ɺ近年学生作家͔Β໿ ８Ａ５ 本ʢ７５６８ 年度実績 国内：７６６ 本ɺ

海外：６８8 本ɺ計 ８９9 本ʣ΋ͷ作品Λ集Ί͓ͯΓɺ日本最大規模ͷ学生ʹΑΔ国際映画祭ͱͯ͠ͷ優位

性͸高い評価ʹ値͢Δɻ

͜ΕΒͷ取組Έ͸ɺ発足当時͔Β京都地域΁ͷ訴求力強化やʮ学生ͷ·ͪ京都ʯͳΒͰ͸ͷ魅力Λ発信

͢Δ͜ͱΛ企図͠集客規模ͷ拡大Λ目標ͱ͖͕ͯͨ͠ɺ企画ͷ準備・運営ͷϓϩηεʹ͓いͯɺ事業ʹ参

画͢Δ学生実行委員Β΁ͷʮ教育効果ʯʹ期待͕集·ͬͯいΔ͜ͱ͕明Β͔ʹͳͬͨɻ実際ʹ第 ８ εςー

δϓϥϯʹ͓いͯ΋ɺ͜ΕΒͷ課外ϓϩάϥϜͷ教育力ʹ注目͠ɺ学生交流事業Λ通ͯ͡学生ʹ成長ͷ場

Λ提供͢Δ͜ͱ͕志向͞Εͨɻ͜ΕΒΛ踏·えɺ７５６７ 年度͔Β事業終了後ͷ振Γ返Γ会ɺ社会人基礎力

Ξϯέーτや学生実行委員΁ͷ研修Λ実施ͯ͠いΔɻ今後΋引͖続͖ɺʮ学生ͷ育成事業ʯͰあΔͱいう

認識Λ前提ʹɺᶃ加盟校ͷ教員Λ含Ίͨ定期的ͳ意見交換ͷ場ͷ設定ɺᶄ課外活動Λ通ͯ͡養成͞ΕΔ対

人折衝能力ͳͲ社会人基礎力や就業力向上ʹ向͚ͨ企画内容ͷ検討ͱ具体的ͳ取組Έ ( 学生実行委員΁ͷ

研修ͷ充実等 ) ͷ推進ɺᶅͦΕΒͷ取組Έͷ外部΁ͷ発信ɺͷ ８ 点Λ課題ͱͯ͠推進ͯ͠い͘必要͕あΔ

ͩΖうɻ

ᶄ芸術関連事業への関わΓ方の検討

京都͸日本国内ʹ͓͚Δ芸術系大学ͷ一大集積地ͰあΓɺ歴史的風土ͱ相·ͬͯɺ芸術文化ͷ強い発信

性Λ持ͭ都市ͰあΔ͜ͱ͸周知ͷ事実ͰあΔɻ·ͨɺ芸術文化͸ʮ大学ͷ·ͪ・学生ͷ·ͪ京都ʯͱͯ͠

ͷ強力ͳ発信ίϯςϯπͰあΔɻ
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昨今Ͱ͸ɺ芸術系 Ａ 大学ͱ京都市教育委員会͕美術教育ͷ充実や芸術Λ大切ʹ͢Δ風土ͮ͘ΓΛΊ͟͠

ʮͨ京都芸術教育ίϯιーγΞϜʯͷ設立やɺ７５６Ａ 年度ʹ開催͞ΕΔ一般社団法人京都経済同友会ɺ京都府ɺ

京都市͕主導Ͱ展開͢Δʮ京都国際現代芸術祭ʯͳͲ͕展開͞ΕΔͳ͔ɺ他団体ͱͷ差異化ɺ芸術大学や

ͦͷ学生Βͷ現状Λ踏·えͯɺ他団体ʹΑΔ芸術関連事業΁ͷ関わΓ方Λ検討͢΂͖段階ʹ来ͯいΔɻ

ʢ̐ʣ都市政策研究推進事業の現状と課題

都市政策研究推進事業ͷ実績 ( 概況 ) ͸下記ͷͱ͓ΓͰあΔɻ

ʲ京都͔Β発信͢Δ政策研究交流大会ɹ過年度実績ʳ

年度 回数 来場者数 発表者ʢ加盟校ʣ 学生企画ςーϚ 実行委員

７５５9 Ａ Ａ７９ 9 大学 Ｂ7 人ʢ8 大学ʣ 京都観光ͷ魅力ͷ裏ʹあΔ交通問題 7 大学 ６７ 人

７５６５ Ｂ Ａ９Ａ ６５ 大学 8５ 人ʢ9 大学ʣ
意識改革！市民ͱ学生Ͱ っ 学ͼͷ街京都 、 Λ

活用͠ɺ楽͘͠交流͠Αう！
7 大学 ６７ 人

７５６６ 7 ９６５ ６５ 大学 77 人ʢ9 大学ʣ
防災͔Β考えΔ若者ͷ地域参加

～ ８３６６ 大震災Λ受͚ͯ～
8 大学 ６7 人

７５６７ 8 ８６7 9 大学 7Ａ 人ʢ8 大学ʣ 地域ίϛュχςΟͱい͡Ί問題 8 大学 ６８ 人

７５６８ 9 ８Ｂ７ ６５ 大学 7６ 人ʢ9 大学ʣ 創Δ都ɺ創Ε͹都 Ｂ 大学 ６５ 人

ʲ若手研究者助成事業ɹ過年度実績ʳ

年度
申請数 採択数

大学 件数 大学 件数

７５５9 ９ Ａ ６ ７

７５６５ ８ ９ ８ ８

７５６６ Ｂ ６６ ７ ８

７５６７ 9 ７５ ７ ８

７５６８ ７ ８ ７ ７

ʲγンΫタンΫ事業 ( 未来の京都創造研究事業 )ɹ過年度実績ʳ

年度
申請数 採択数

大学 件数 大学 件数

７５６６ 9 ６６ ９ ９

７５６７ ６９ ７7 Ａ Ｂ

７５６８ 9 ６Ａ ８ ９

ʲ学·ちコϥボʢ大学地域連携創造・支援ʣ事業ɹ過年度実績ʳ

年度
応募数 選考通過数 採択数

大学数 事業数 大学数 事業数 大学数 事業数

７５５9 ６Ａ ７８ ６７ ６7 ６６ ６５

７５６５ ６７ ７８ ６６ ６7 9 ６５

７５６６ ６８ ６Ａ ６８ ６９ 7 8

７５６７ ６５ ６８ 9 ６７ 7 8

７５６８ ６Ｂ ８８ ６９ ７７ ６７ ６7

※ ７５６８ 年度ͷ採択事業ʹ͸支援事業ʢ６ 大学 ６ 事業ʣΛ含Ή
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5

ɹ都市政策研究推進事業͸ɺ加盟校͕持ͭ知恵ͱ人材Λ生͔ͯ͠地域ͷ発展や活性化ʹ寄与͢Δ研究や事

業Λ行いɺ͜ΕΛ通ͯ͡ɺ京都ͷ·ͪͷ魅力Λ向上ͤ͞Δ͜ͱΛ目的ʹ͓ͯ͠Γɺ京都市͔Βͷ期待΋大

͖いɻ第 ８ εςーδϓϥϯʹ͓いͯ͸ɺʮ都市政策研究ʯ͸京都高等教育研究ηϯλーͰͷ共同研究ͷ対象

領域ͷ一ͭͱ͞Εɺͦͷ成果ʹ基ͮいͯɺ高等教育Λ通ͨ͡ʮ·ͪʯͷϒϥϯσΟϯάや国際交流ͷ発展

Λ踏·えͨ都市政策΁ͷ展開͕期待͞Εͨɻͦͷ後ɺ７５６６ 年度以降ɺ都市政策研究推進事業͸事業部管轄

ͷ専門委員会ͰあΔ都市政策研究会ʹ引͖継͕Εɺ当ηϯλー͸ ７５６５ 年度Λ΋ͬͯ解消ͨ͠経過͕あΔɻ

͔͠͠ɺ現在ɺ都市政策研究会͕推進ͯ͠いΔ事業͸ʮ京都͔Β発信͢Δ政策研究交流大会ʢ旧政策系

大学・大学院研究交流大会ʣ事業ʯͱʮ若手研究者研究助成事業ʯʹͱͲ·Γɺ特定分野ͷ若手研究者ͷ

育成ͷΈʹ焦点Λあͯͨ事業ͱͳ͓ͬͯΓɺ大学ͷ認知度΋௿いɻʮ未来ͷ京都創造研究事業ʢ京都市ͱ

ͷ共同事業ʣʯやʮ学·ͪίϥϘ事業ʢ京都市͔Βͷ委託事業ʣʯʹ͓いͯ΋ɺ加盟校ʹ͓͚Δ認知度͸必

ͣ͠΋高͘ͳいͱいう状況ʹあΔɻ

京都ͷ·ͪͷ魅力向上ʹ資͢ΔͨΊɺ地域ͷ発展や活性化ʹ資͢Δ研究や調査ɺ地域ΛϑΟーϧυͱ͠

ͨ活動支援Λ進Ίͯい͘͜ͱ͸ɺ財団ʹͱͬͯ引͖続͖重要ͳ課題ͰあΔɻ͜ͷ点Λ再確認͠ɺ財団ͷ強Έ・

特色Λ生͔͠ɺ財団資源ʢ人的資源等ʣͷ有効活用や外部資金ʢ委託事業等ʣͷ獲得ʹ向͚ͨ取組Έ΋視

野ʹ入Εɺ都市政策研究推進機能ͷ持続的ͳ強化・発展Λ図ΔͨΊɺ本事業ʹ͓͚Δ個々ͷ取組Έͷ目的

や対象Λ見直͠ɺ効率的Ͱ効果的ͳ事業内容ͱ͢Δ必要͕あΔɻ·ͨɺΩーϙΠϯτͰあΔʮ認知度ͷ向上ʯ

ͷͨΊʹɺ次ͷ点ʹ留意ͯ͠事業推進͢Δ͜ͱ͕望·͠いɻ

ɹᶃΑΓ多͘ͷ加盟校や学生͕参加Ͱ͖Δ企画ͱ͢Δ͜ͱ

ɹᶄ都市政策研究会ͷ委員構成ʹ͓いͯ政策系分野ͱ͸異ͳΔ研究領域ͷ委員Λ加えΔ͜ͱ

財団͕都市政策研究推進事業Λ推進ͯ͠い͘ʹあͨͬͯ͸ɺ研究ςーϚや研究体制ʢ京都市ͱͷ協力体

制Λ含Ήʣʹͭいͯɺ財団ʹ͓͚Δ調査・研究機能ͷ再構築ͷ課題 ( 後述 ) ͱͷ関連΋考慮ͭͭ͠ɺ具体

化Λ図Βͳ͚Ε͹ͳΒͳいɻ

ʢ̑ʣ学生の力を活用͠た広報活動

現在ɺ各事業ͷ広報や周知ʹͭいͯ͸ɺ事業部単位Ͱ別々ͷ体制͕ͱΒΕ͓ͯΓɺ各事業部担当者ͷ閑

繁状況ʹΑͬͯɺ広報ʹ͹Β͖͕ͭ生ͯ͡いΔɻ事業部Λ·͕ͨͬͨ企画や事業ͷ成果Λ財団ͱͯ͠τー

λϧʹ発信͢ΔͨΊʹ͸ɺ現行ͷ事業部単位ʹΑΔ体制Ͱ͸限界͕あΔɻΑΓ効果的ͳ広報Λ行うͨΊʹɺ

学生ͷ力Λ活用ͨ͠ʮ学生広報実行委員会 ( 仮称 )ʯʹΑΔ広報活動Λ行う等ͷ新ͨͳ施策΋考えΒΕΔɻ

͜ͷ点ʹͭいͯ͸ɺ学生広報ελοϑͷϚωδϝϯτ等ͷ新ͨͳ課題΋生͡ΔͨΊɺ十分ͳ検討͕必要Ͱ

あΔɻ

ɹ ɹ国際交流ϓϩάラムの充実

ʢ̍ʣ背景

今日ͷ高等教育機関ʹ͓いͯ͸ɺ地域社会ͷ活性化Λ担う人材͔Β世界Ͱ活躍Ͱ͖ΔϦーμー·Ͱɺά

ϩーόϧͳ視点Λ持ͬͨɺ国際競争力ͷあΔ人材Λ育ͯΔ͜ͱ͕求ΊΒΕͯいΔɻͦͷ実現ʹ向͚ͯɺ大

学入試や就職採用基準ʹ͓͚Δ TOEFLⅣ 等ͷ活用ɺ英語ʹΑΔ教育ϓϩάϥϜͷ実施ɺΞΫςΟϒϥーχ

ϯάΛ͸͡Ίɺ学生ͷ主体的ͳ学ͼΛ取Γ入Εͨ教育学習方法ͷ改善等͕積極的ʹ進ΊΒΕͯいΔɻ

͔͠͠ɺ日本人ͷ海外留学者数͸ɺ７５５９ 年ͷ 8７１9９Ａ 人ΛϐーΫʹ年々減少傾向ʹあΓɺ７５６５

年͸ Ａ8１５Ｂ５ 人·Ͱ落ͪ込Μͩɻ͞Βʹɺ世界全体ͷ留学生ͷ໿ ７８% ͕留学͠ʢっEdきcaがion aが a 
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Glance７５６７、１ OECDʣɺ日本͔Βͷ留学先Ͱ΋τοϓΛ誇Δ米国΁ͷ留学者数͸ ６997 年ͷ ９7１５7８ 人

( 世界第̍位ʣΛϐーΫʹ減Γ続͚ɺ７５６６ 年ʹ͸ ６9１9ＢＢ 人ʢ世界第 7 位ʣͱͳΓɺ７ 万人Λ割Γ込Μ

ͩʢっOｫen Dooおか Facが Sheeが、１ Inかがiがきがion of Inがeおnaがional Edきcaがionʣɻ͜ͷΑうͳ留学ʹ関͢Δ阻

害要因ͱͯ͠͸ɺ学期ͷ違いʹΑΔ留年ɺ就職活動΁ͷ出遅Εʹ対͢Δ懸念ɺ経済的負担ͷ૿大ɺ語学力

不足͕主ͳ理由ͱͯ͠挙͛ΒΕΔɻ

·ͨɺ国͸ ７５７５ 年Λ目処ͱͨ͠留学生 ８５ 万人計画Λ推進͓ͯ͠Γʢ自治体ʹ͓いͯ͸ɺ京都府͸

７５６９ 年 7１8５５ 人ɺ京都市͸ ７５６7 年 ６ 万人等ɺ独自目標Λ掲͛ͯいΔʣɺ大学ʹ͓いͯ͸ͦͷͨΊͷ教

育ϓϩάϥϜͷ充実や体制強化͕進ΊΒΕɺͦͷ支援策΋期待͞ΕͯいΔɻ東日本大震災以降ɺ日本΁ͷ

外国人留学生数͸ ７５６５ 年ͷ ６９６１77９ 名ΛϐーΫʹ若干ͷ減少傾向ʹあΔ΋ͷͷɺ都道府県Ϩϕϧͷ状

況ʹ目Λ移͢ͱ顕著ͳ૿加Λ示ͯ͠いΔ例΋あΓɺ特ʹ福岡県ͷ留学生受入Ε政策͕注目Ͱ͖Δɻ同県ʹ

͓いͯ͸ɺ産学官ͷ連携ʹΑΓɺ入学ɺ生活ɺ就職ʹ至Δ·Ͱͷ一体的ͳ留学生支援体制͕確立͞Εͯい

ΔͨΊɺ留学生ʹͱͬͯ魅力的ͳ留学先ͱͳͬͯいΔͱ思わΕΔɻ

ʲ東京Λ除く上位 5 県の留学生数の推移ʳ

128,000
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144,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000
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9,000

10,000

11,000

2009 2010 2011 2012 2013

全国

福岡

京都

埼玉

大阪

愛知

132,720

7,578

5,377

5,951

10,576

6,471

141,774

9,665

5,896

6,013

10,791

6,773

138,075

10,635

6,246

6,153

10,325

6,706

137,756

10,434

6,900

5,877

10,521

6,623

135,519

10,779

7,243

5,760

10,533

6,214

※表記εϖーεͷ都合上ɺ東京ʹͭいͯ͸割愛
※大学ͷ学部等͕複数ͷ都道府県ʹ所在ͯ͠いΔ場合ɺ事務局本部͕所在͢Δ都道府県ʹ·ͱΊͯ集計ͯ͠いΔ
※福岡県内ͷ大学Ωϟϯύεʹ通う留学生数͸ 9１５７7 人ʢ７５６８ 年 Ａ 月 ６ 日現在ʣ
※ʮ留学生ʯͱ͸ɺʮ出入国管理及ͼ難民認定法ʯʹ 定ΊΔʮ留学ʯͷ在留資格ʢ留学Ϗβʣʹ ΑΓɺ日本ͷ大学ʢ大学院Λ含Ήʣɺ短期大学ɺɹ
ɹ高等専門学校ɺ専修学校ʢ専門課程ʣ及ͼ日本ͷ大学ʹ入学͢ΔͨΊͷ準備教育課程Λ設置͢Δ教育施設ʹ͓いͯ教育Λ受͚Δ外国ɹ
ɹ人学生Λいう

ɹʢ独立行政法人日本学生支援機構ʢJASSOʣ外国人留学生在籍状況調査結果ΑΓ作成ɺ福岡地域留学生交流推進協議会ΑΓ提供ʣ

͜うͨ͠ͳ͔Ͱɺ大学ʹ対ͯ͠ɺ教育課程ͷ国際的通用性ͷ向上ΛΊ͟͠ɺΞΫςΟϒϥーχϯά等ͷ

能動的学習方法Λ促͢教育ɺ英語ʹΑΔ授業ɺLMSʢ学習管理γεςϜ：Leaおning Managemenが Sけか２

がemʣ等Λ活用ͨ͠取組Έ͕期待͞ΕͯいΔɻ·ͨɺ外国人留学生ɺ教員ɺ海外協定校ͷ担当者ͱͷ業務
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上ͷ意思疎通Λ必要ͱ͢Δ場面͸૿加傾向ʹあΓɺ͜ͷΑうͳ状況ʹ対応͢ΔͨΊɺTOEICⅣ 等ͷ試験Λ

通ͯ͡ɺ大学職員ͷ外国語運用能力ͷ基準Λ数値目標化͢Δ動͖΋見受͚ΒΕΔɻ

·ͨɺ財団Ͱ͸ɺ加盟校ͷ学生Λ中心ʹ ７５６５ 年度·Ͱɺ京都や日本ͷ歴史Λ学Ϳʮ͸ΜͳΓ·ͬͨΓ

京都Λ体験－留学生ͱͱ΋ʹ日本・京都ͷ歴史ɺ伝統ɺ文化ʹ;ΕΔ－ʯやɺ就職Λ念頭ʹ置いͨʮ留学

生ͷͨΊͷ京都企業見学会ʯɺʮ留学生ͷͨΊͷΩϟϦΞαϙーτ講座ʯɺʮϏδωε日本語講座ʯɺʮ外国人

留学生ͷͨΊͷ就職ΨΠμϯε＆δョϒϑΣΞʯΛ京都市ͱ共同開催͖ͯͨ͠ɻ

戦略的大学連携支援ϓϩάϥϜʮ多面的ͳ国際交流ͷ充実ͱ高等教育ͷ質向上ʹ向͚ͨ国際連携ϓϩά

ϥϜͷ充実ʯʢ７５５9 ～ ７５６６ 年ʣͷ採択以降ɺ財団Ͱ͸加盟校全体ͷ国際交流ͷ促進ͱ底上͛Λ目的ͱ

ͯ͠学生短期೿遣ϓϩάϥϜʢϘετϯɺϝϧϘϧϯʣͷ開発・実施ɺͳΒͼʹ大学職員ͷ海外೿遣研修

ͱγϟυ΢ΠϯάϓϩάϥϜ等Λ開発・実施͖ͯͨ͠ɻ人的・財政的資源͕制໿͞ΕΔͳ͔ɺ外国人留学

生Λ対象ͱ͢Δ事業͸京都地域留学生住宅支援事業ʢ運営：京都地域留学生住宅支援機構ʣʹ限定͞Εͨ

··ͱͳͬͯいΔɻ͔͠͠ɺ京都全体Λ見渡ͤ͹ɺ留学生受入Εʹ͔͔Δ事業͸ɺ各大学ɺ団体等Ͱ積極

的ʹ取Γ組·ΕͯいΔɻ

今後͸ɺ͜ΕΒΛ京都ʹ͓͚Δ一体的ͳ取組Έͱͯ͠ɺ海外及ͼ留学生΁Ξϐーϧͯ͠い͘͜ͱ͕求Ί

ΒΕɺ͜ΕΒͷΠϯϑϥΛ活用ͯ͠留学生ͱ日本人͕交流͢Δ機会Λ提供ͯ͠い͘͜ͱ͕大学間連携組織

ͱͯ͠重要ͰあΔͱ考えΔɻ

ʢ̎ʣ留学生・日本人相互交流の促進

ᶃ授業や講座等Λ通͡た交流機会の提供

ɹʮ産学連携ʹΑΔάϩーόϧ人材育成推進会議ʯʢ文部科学省ʣʹ ͓いͯ͸ɺάϩーόϧ人材ͱ͸ʮ語学力・

ίϛュχέーγョϯ能力ʯɺʮ主体性・積極性ɺνϟϨϯδ精神ɺ協調性・柔軟性ɺ責任感・使命感ʯͷ΄͔ɺʮ異

文化ʹ対͢Δ理解ͱ日本人ͱͯ͠ͷΞΠσϯςΟςΟーʯͷ要素͕必要ͱ定義͞Εɺ͜ΕΒͷ能力Λ身ʹ

͚ͭͨ人材ͷ輩出͕期待͞ΕͯいΔɻ京都ͷ魅力あΔ歴史的・文化的ίϯςϯπΛ活͔ͯ͠ɺ留学生ͱ日

本人͕ͱ΋ʹ学ͼɺ交流͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Ε͹ɺ質ͷ高い異文化理解促進ͷ場Λ提供͢Δ͜ͱʹ繋͕Γɺ高

い教育的効果͕期待Ͱ͖Δɻ

ɹ·ͨɺ教育再生実行会議ʹ͓いͯ͸ʮάϩーόϧ化ʹ対応ͨ͠教育環境ͮ͘Γʯͷ視点͔Βɺ·ͣ͸ɺ

学生ͷ実践的英語力獲得͕求ΊΒΕɺ大学ʹ͸英語ʹΑΔ授業比率ͷ向上͕要請͞ΕͯいΔɻ文部科学省

ͷ調査ʹΑΕ͹ɺʮ英語ʹΑΔ授業ʯΛ実施ͯ͠いΔ大学͸ ７５５9 年度現在ɺ学部ʹ͓いͯ͸ ６9９ 大学ʢ໿

７7％ʣɺ研究科ʹ͓いͯ͸ ６Ｂ9 大学ʢ໿ ７8％ʣͱͳ͓ͬͯΓɺ多͘ͷ大学ʹ͓いͯɺ英語ʹΑΔ講義や

教育ϓϩάϥϜ等Λ豊富ʹ用意͢Δ͜ͱ͸ϋーυϧ͕高い状況ʹあΔɻͦ͜Ͱɺ大学間連携事業ͱͯ͠語

学運用能力ͷ高い学生Λ対象ʹͨ͠英語ʹΑΔ授業Λ提供͢Δ͜ͱ΋考えΒΕΔɻͳ͓ɺ͜ΕΒͷ事業ͷ

具体化ʹあͨͬͯ͸ɺ加盟校ͷ状況やχーζ等Λ十分ʹ把握͢Δ必要͕あΔɻ

ᶄ地域活性化ʹ向けた交流機会の提供

ɹ学生ͷ力Λ活用ͨ͠地域活性化ͷ取組Έ͸全国ͷ各自治体͕注力͢Δ事業ͰあΓɺ京都府ɺ京都市ʹ͓

いͯ΋重点政策ͱͯ͠位置͚ͮΒΕͯいΔɻ外国人留学生ʹͱͬͯ海外Ͱ地域貢献͢Δ͜ͱ͸ɺͦͷ国ʹ

͓͚Δ自身ͷ存在意義Λ見出͢͜ͱʹ繋͕Δɻ一方ɺ地域ʹ͓いͯ͸国際交流ͷ機会Λ得Δͱͱ΋ʹ異文

化理解Λ促進͠ɺ心理的ͳ壁Λ克服͢Δ効果͕見込·ΕΔɻͦͷͨΊɺʮ京都市留学生地域交流事業ʢ留

学生Λ含Ή団体ʹΑΔ地域活性化ͷ取組Έʹ対ͯ͠助成͢Δ事業ʣʯɺʮ学·ͪίϥϘ事業ʢ大学地域連携

創造・支援事業ʣʯɺʮ輝͘学生応援ϓϩδΣΫτʯ等ͷ地域活性化助成事業ʹ留学生Λ関与ͤ͞Δ仕組Έ

Λ検討͢Δ͜ͱ͸意義͕あΔɻ
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ᶅ各種支援団体イベンτΛ通͡た交流機会の提供

ɹ京都府ɺ京都市等各自治体ɺ各種留学生支援団体ʹ͓いͯɺ国際交流Λ目的ͱͨ͠Πϕϯτ企画͸多数

開催͞Εɺ企画Λ支援͢Δ留学生ɺ日本人ϘϥϯςΟΞελοϑ͕活躍ͯ͠いΔɻ財団ͱͯ͠͸ɺ͜ΕΒ

ͷ企画Λ支援͠ɺ加盟校ͷ学生΁ͷ広報Λ積極的ʹ行う͜ͱͰɺ交流機会ΛΑΓ充実ͨ͠΋ͷͱ͢Δϋϒ

機能Λ果ͨͯ͠い͘͜ͱ͕有効ͰあΔɻ·ͨɺ加盟校ͷ国際交流ʹ関わΔ学生団体やϘϥϯςΟΞ団体ͱ

ͷωοτワーΫͮ͘Γɺ留学生情報αΠτʮkokoka 留学生Ͷͬͱʯʹ登録͢Δ໿ ６１Ｂ５５ 名ͷ京都在住留

学生ͱͷ交流促進΋重要ͳ役割ͱͳͬͯ͘Δɻ

ʲ地域活性化事業及び各種支援団体イベンτʢ例ʣr

・ 京都市主催：ʮ輝͘学生応援ϓϩδΣΫτʯΩϟϯύεϓϥβ京都内ͷʮ学生 Place+ʢ学生ϓϥεʣʯΛ

αϙーτ拠点ʹɺ学生͕行う京都ͷ·ͪͷ活性化ʹ対͠ɺ相談・助言・表彰等ɺ総合的ͳ支援Λ行う事業

・ 京都府主催：ʮ留学生͖ΐう都来ʢͱΒいʣ事業ʯʢ留学生ʹ京都ͷ魅力Λ実体験ͯ͠΋Βう事業ʣɺʮ留学生

体育祭ʯɺʮΫοΩϯάワーϧυΧοϓʯ

・京都府国際ηϯλー主催：ʮϗーϜεςΠ＆ϑΟーϧυτϦοϓʯ

・京都市国際交流協会主催：ʮ国際交流会館ΦーϓϯσΠʯʢ国際交流協会ͷ活動Λ広͘周知͢ΔΠϕϯτ

万国屋台村や世界ͷ音楽や踊Γͷ競演等様々ͳ企画͕行わΕΔʣɺʮ国際理解ϓϩάϥϜ PICNIK(Pおo２

gおam foお Inがeお Cきlがきおal Neぐきか in Kけoがo)ʯʢ京都ͷ大学ʹ在籍͢Δ留学生Λ京都市内ͷ小中学校授業

΁೿遣͢ΔϓϩάϥϜʣɺʮ留学生交流ϑΝϛϦーʯʢ日本Ͱ生活͢ΔうえͰͷ相談相手ͱͯ͠留学生ͷ精

神的ͳ支えͱͳΔϘϥϯςΟΞʣɺʮϗーϜεςΠ／Ϗδοτʯʢ短期ϗーϜεςΠͱ宿泊Λ伴わͳい家庭

訪問ϓϩάϥϜʣ

ʢ̏ʣ留学生受入Ε体制の強化

ᶃ留学生寮等の住宅整備

ɹʮ平成 ７９ 年度外国人留学生在籍状況調査ʢ日本学生支援機構ʣʯʹΑΕ͹ɺ公的宿舎入居留学生数͸໿

７５% Ͱɺ依然ͱͯ͠多͘ͷ留学生͕民間宿舎・Ξύーτ等Λ利用͓ͯ͠Γɺ家賃負担金額΋公的宿舎ͱ

比較ͯ͠ɺ高額ʹͳΔ͜ͱ͸΋ͪΖΜɺ民間宿舎ͷ Ｂ５% 以上͕保証人Λ必要ͱ͞ΕͯいΔʢ平成 ７８ 年

度私費外国人留学生生活実態調査ʣɻ͜ͷ͜ͱ͔Βɺ日本ʹ知人や親族͕いͳい場合ʹ留学͕困難ʹͳΔ

恐Ε͕あΓɺ留学生誘致Λ目指͢うえͰ͸ɺʮ機関保証人制度ʯやʮ互助会制度ʯ͸有効ͰあΔɻ·ͨɺ

安全管理上ɺ留学生寮͸民間宿舎ͱ比較ͯ͠ɺ生活τϥϒϧͷ未然防止等ɺ対処͠や͢い環境ʹあΔɻ大

学ͷ留学生寮整備ͷΈʹ頼Δ͜ͱͳ͘ɺ空͖家や町家ͷ活用΋含Ίɺ公・民ͱ΋ʹ住宅ͷ充実Λ図Δ͜ͱ

͕何ΑΓ΋重要ͳ課題ͱͳͬͯいΔɻ

ᶄ京都市ͱの協働ʹΑΔ魅力的ͳ短期留学ϓϩάϥϜの実施

ɹʮ平成 ７９ 年度外国人留学生在籍状況調査ʢ日本学生支援機構ʣʯʹΑΕ͹ɺ出身地域別留学生数͸Ξδ

Ξ圏構成比率͕ 9７３８% Ͱあ͕ͬͨɺ短期留学生ʢ受入Ε期間 ６ 年未満ʣʹ ͓͚Δ同比率͸ Ｂ６３7% Ͱあͬͨɻ

͜ͷ͜ͱ͔Βɺ幅広い国や地域͔Β留学生Λ誘致͢ΔͨΊʹ͸ɺ京都ͷ魅力Λ伝えΔ短期留学ϓϩάϥϜ

ͷ開発ɺ受入Ε͕効果的ͰあΔͱいえΔɻ͞Βʹ短期留学͕長期留学΁ͷ呼ͼ水ͱͳΔ͜ͱ͕期待͞ΕΔɻ
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ᶅ生活支援・就職支援

ɹ健康上ͷ不測ͷ事態ʹ対応ͨ͠国民健康保険ͷ補助制度やɺ国内有数ͷ観光都市ʮ京都ʯͳΒͰ͸ͷ

歴史や文化Λ学Ϳ無料招待事業等͸ɺ留学生͕経済的ʹ安定ͨ͠留学生活Λ送ΔͨΊʹ有効ͳ施策Ͱあ

Δɻ·ͨɺʮ平成 ７８ 年度私費外国人留学生生活実態調査ʢ日本学生支援機構ʣʯʹΑΕ͹ɺ日本留学者ͷ

Ａ７３７% ͸日本Ͱͷ就職Λ希望ͯ͠いΔ͜ͱ͔ΒɺΠϯλーϯγοϓͷ提供ɺ就職ϑΣΞͷ開催等ɺ産業界

ͱ協力ͯ͠就職支援Λ行ͬͯい͘必要͕あΔɻ͜ΕΒͷ支援事業ͷ一部͸京都府ɺʢ公財ʣ京都府国際η

ϯλーɺʢ公財ʣ京都市国際交流協会や京都地域留学生交流推進協議会等ʹ͓いͯ既ʹ実施͞ΕͯいΔ͕ɺ

財団事業ͱ連携ͨ͠一体的ͳ取組Έͱͯ͠再構成͢Δ͜ͱͰɺ充実ͨ͠就職支援体制ΛΞϐーϧ͢Δ͜ͱ͕

可能ͰあΔɻ

ɹ留学生支援策͸各加盟校Ͱͷ魅力的ͳ教育・研究ϓϩάϥϜͷ展開ɺ自治体ʹΑΔ生活支援ɺ経済界͔

ΒͷΩϟϦΞΞοϓɺ就職支援策͕一体ͱͳͬͯ初Ίͯ体系的͔ͭ有効ͳ取組ΈͱͳΔɻͦͷͨΊʹ͸ɺ

産学官ͷ関係機関ͷ連絡・協議体制Λ整備͠ɺ留学生͕各種支援制度Λ有効活用Ͱ͖ΔΑうʹɺ総合的ͳ

αーϏεͱͯ͠示͢方策͕必要ͰあΔɻʮ京都地域留学生交流推進協議会ʯͷ機能強化Λ図Γɺ関係機関

͕連携ͯ͠取Γ組Ή͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑう協力体制Λ構築͢Δɻ

ɹͳ͓ɺ前述ͷΑうͳ受入ΕϓϩάϥϜͷ充実や受入Ε体制整備Λ踏·えɺ海外Ͱ開催͞ΕΔʮ日本留学

ϑΣΞʢ日本学生支援機構主催ʣʯɺʮ京都ͷ大学紹介ηϛφーʢ京都市主催ʣʯ等ͷ活用ͷ΄͔ɺNAFSAʢ北

米ʣɺEAIEʢ欧州ʣ΁ͷ参加や APAIEʢΞδΞʣͱいͬͨ世界規模ͷ高等教育交流ΠϕϯτΛ京都ʹ誘致

͢Δ͜ͱ΋有意義ͰあΔɻ

ʢ̐ʣ学生の海外೿遣

ᶃ既存の海外ネッτワーΫΛ活用͠た学生೿遣

ɹ文部科学省戦略的大学連携支援ϓϩάϥϜ実施以降ɺϰΟΫτϦΞ州ʢ豪州ʣɺϘετϯ市ʢ米国ʣΛ

拠点ͱͨ͠大学ͱͷ交流Λ継続的ʹ行͓ͬͯΓɺ͜ΕΒͷ連携関係͸同事業ͷ成果ͰあΔɻ今後΋͜ͷ繋

͕ΓΛ活用ͨ͠事業展開Λ継続ͯ͠い͘ɻ

ʲ短期留学ϓϩάϥϜɹ過年度実績ʳ

企画名 年度 実施場所 参加者数

龍谷大学国際文化学部

短期留学ϓϩάϥϜ

７５５9 開発中

７５６５ ΦーετϥϦΞϝϧϘϧϯ ６８

７５６６ ΦーετϥϦΞϝϧϘϧϯ ６６

７５６７ ΦーετϥϦΞϝϧϘϧϯ ７８

７５６８ ΦーετϥϦΞϝϧϘϧϯ ６９

池坊短期大学

短期留学ϓϩάϥϜ

７５５9 開発中

７５６５ 開発中

７５６６ ΦーετϥϦΞϝϧϘϧϯ ６８

昭和Ϙετϯ

αϚーηογョϯ

７５５9 開発中

７５６５ 米国Ϙετϯ ６８

７５６６ 米国Ϙετϯ Ｂ

７５６７ 米国Ϙετϯ 7

７５６８ 米国Ϙετϯ ６

※ ７５５9 ～ ７５６６ 年度ͷ活動͸ɺ龍谷大学Λ代表校ͱ͢Δ文部科学省戦略的大学連携支援ϓϩάϥϜʹΑΔ΋ͷ

ᶄ京都市ͱの協働ʹΑΔ海外೿遣ϓϩάϥϜの充実

ɹ日本人学生͕留学Λ断念ͨ͠要因ͷ໿ Ｂ 割͕ʮ経済的ͳ問題ʯʢ平成 ７８ 年度海外留学経験者追跡調査

報告書ʣͱͷ報告͕あΓɺ国ʹ͓いͯ΋留学生倍૿ʹ向͚ͨɺ留学資金貸与奨学金ͷ導入΋検討͞ΕͯいΔɻ

·ͨʮ͜Ε͔Βͷ大学教育等ͷ在Γ方ʹͭいͯʢ第三次提言ʣʯʢ教育再生実行会議ʣʹ͓いͯ΋留学費用
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支援Λ目的ͱͨ͠奨学金制度設立ͷ提言͕ͳ͞ΕͯいΔɻ͜うͨ͠状況Λ踏·えͯɺ７５６８ 年度ΑΓ開始

ͨ͠京都市ͱͷ協働事業ʮ海外留学೿遣ϓϩάϥϜ開発支援事業ʯΛ活用ͯ͠加盟校ͷ特徴的ͳ೿遣ϓϩ

άϥϜͷ開発支援Λ行ͬͯい͘ɻ

ʲ海外留学೿遣ϓϩάϥϜ開発支援事業ɹ過年度実績ʳ

年度 応募 採択

７５６８ Ａ 大学 ６６ ϓϩάϥϜ Ａ 大学 9 ϓϩάϥϜ

ᶅ海外研修ϓϩάϥϜの相互活用

ɹ大学Ͱ͸英語圏以外ͷ地域΁ͷ海外研修ϓϩάϥϜ΋多数実施͞ΕͯいΔ͕ɺϓϩάϥϜͷͳ͔ʹ͸自大学ͷΈ

Ͱ定員Λ満ͨ͢͜ͱ͕困難ͳ状況΋見受͚ΒΕΔɻ最௿催行人員Λ満ͨ͢͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑうɺ加盟校΁ͷ情報提供

ͱ相互共有Λ進ΊΔɻ

ᶆ海外೿遣前ʹ͓けΔ準備講座の開講

ɹʮ平成 ７８ 年度海外留学経験者追跡調査報告書ʯʹΑΕ͹ɺ留学中ͷ悩Έ・問題点ͱͯ͠͸ɺʮ授業ʹͭ

いͯい͘͜ͱʯͱʮ語学習得ʯ͕合わͤͯ ９５% 以上ͱͳͬͯいΔɻ財団Ͱ͸ɺ７５６７ 年度͔Β英語試験

対策講座ʢIELTSʣΛ開始͕ͨ͠ɺ引͖続͖留学前ͷ語学学習支援ʹ注力ͯ͠い͘必要͕あΔɻͳ͓ɺ加

盟校ͷχーζや社会的動向ʹ応ͯ͡ɺ中国語ʢHSKʣ等ͷ外国語試験対策΋検討͢Δɻ

ʢ̑ʣάϩーバϧ化に対応͠た大学教職員の育成

留学生ͱ日本人学生͕議論͠合いɺ͓互いͷ見識Λ深Ί合うΑうͳ授業Λ開発͠ɺ運用͢Δ͜ͱ͸日本

ͷ高等教育ͷ国際的通用性Λ向上ͤ͞Δ観点͔Β重要ͳ課題ͱͳͬͯいΔɻ教員ʹ͸ɺͦͷ多様性ͷͳ͔

Ͱ能動的ͳ学習Λ組織͢Δ授業Λ運営ͯ͠い͘εΩϧ͕求ΊΒΕΔɻ多国籍Ϋϥεͷ運営ʹ͔͔Δ授業研

究会やɺ英語ʹΑΔ講義ͷ進Ί方等ͷ教員向͚ FD 研修΁ͷχーζʹ応えͯい͘必要͕あΔɻ·ͨɺ大学

ʹͱͬͯɺ国際交流ʹ関わΔ分野ͷ職員ͷ語学力ɺ異文化間交渉能力等ͷεΩϧ͕今後極Ίͯ重要ʹͳΔ

ͱ認識͞ΕͯいΔɻ７５６８ 年度ʹ財団͕実施ͨ͠ʮ大学教職員向͚英語εΩϧΞοϓ講座ʯʹ΋ɺ大͖ͳ

反響͕あΓɺ改Ίͯɺʮάϩーόϧ化ʯΛ自分ͨͪͷ課題ͱͯ͠捉えɺ語学εΩϧ向上ͷ意欲͕高い大学

職員群ͷ存在͕確認͞Εͨɻ第 ９ εςーδʹ͓いͯ͸ɺ大学職員Λ対象ʹͨ͠άϩーόϧ化対応ͷ職員研

修Λ重視ͯ͠い͘必要͕あΔɻ

ʲ職員短期留学研修ϓϩάϥϜɹ過年度実績ʳ

企画名 年度 実施場所 参加者

MUELC 職員研修

ϓϩάϥϜ

７５５9 開発中

７５６５ 開発中

７５６６ ΦーετϥϦΞϝϧϘϧϯ 7

７５６７ ΦーετϥϦΞϝϧϘϧϯ Ｂ

ʲ教員・職員対象 英語εΩϧアッϓ研修ɹ実績ʳ

年度 回数 参加者ʢ加盟校ʣ ςーϚ

７５６８

第 ６ 回 ＢＡʢＢＡʣ っEngliかh Voice Tおaining、

第 ７ 回 7Ａʢ7Ａʣ っTeleｫhoning and Emailか、

第 ８ 回 ７8ʢ７8ʣ っPおeかenがaがion、

第 ９ 回 Ｂ８ʢＢ８ʣ っEぎeおけdaけ Commきnicaがion、
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6ɹ ɹ調査・研究機能の再構築

ʢ̍ʣ背景

ɹ財団͸第 ８ εςーδϓϥϯ策定時ʢ７５５9 年度始Ίʣʹ͓いͯɺ附置組織Ͱあͬͨʮ京都高等教育研究

ηϯλーʯʹʮ京都学術共同研究機構ʯΛ統合͠ɺ共同研究ϓϩδΣΫτʹ͓いͯ調査・研究活動Λ行ͬ

͖ͯͨɻ当ηϯλーΛ通ͯ͡ɺ京都ͷ魅力追求や財団ͷ実施͢Δ諸事業ͷ背景や効果等Λ検討͠ɺ新ͨͳ

大学間連携事業ͷϞσϧ形成や企画ͷ開発・改善ʹ寄与͖ͯͨ͠ɻ

ɹͦͷ後ɺ財団事業ͷ組織体制ɺ予算確保ͷ両面ʹわͨΔʮ選択ͱ集中ʯͷ方針ͷ΋ͱɺ７５６５ 年度末Λ΋ͬ

ͯηϯλー͸解消͞Εɺ事業推進ͷ課題͸事業部͝ͱͷ専門委員会ʹ引͖継͕Εͨɻ͔͠͠ͳ͕Βɺ各専

門委員会͸ɺ単年度事業ͷ実施体制構築や円滑ͳ事業運営Λ主軸ʹ据え͟ΔΛ得ͣɺ中長期的ͳ事業ͷ検

討ɺ見直͠やͦͷ判断ͷ基礎ͱͳΔ調査・研究活動͸行う͜ͱ͸Ͱ͖ͳ͔ͬͨɻ͜ͷͨΊɺ現状Ͱ͸ɺ多

͘ͷ専門委員会Ͱ調査・研究や事業ͷ見直͠等ͷ課題͸十分ʹ取Γ組·Εͯいͳいɻ

ɹ͜ͷ間ɺ大学Λ取Γ巻͘状況͸大͖͘変化͠ɺηϯλーΛ解消ͨ͠ ７５６６ 年度以降ͷ短期間ʹ͓いͯ΋ɺ

文部科学省ʮ大学改革実行ϓϥϯʯͷ提案ɺ大学間連携共同教育推進事業や COC 構想ɺάϩーόϧ人材育

成ʹ関͢Δ一般社会や経済界ɺ省庁͔Βͷ要請等ɺ新ͨͳ課題͕数多͘提起͞ΕͯいΔɻ͜うͨ͠状況ʹ

対応͢ΔͨΊɺ情報収集や戦略策定ɺ大学間ωοτワーΫΛ築いͯいͨ͘Ίͷ機能強化͕求ΊΒΕͯいΔɻ

ɹ͜ΕΒͷ現状Λ踏·えɺ財団͸ɺ加盟校や会員ͱͳͬͯいΔ自治体・経済団体ͷ΄͔京都地域ͷεςー

Ϋϗϧμーͷ理解や協力ͷ下ɺ今後進ΊΔ΂͖事業Λɺ調査・研究ʹ基ͮいͯ適切ʹ説明͠ɺͦͷ実施後

ͷ効果ʹͭいͯ΋広͘公開͢Δ͜ͱ͕求ΊΒΕͯいΔɻ͞Βʹɺ大学政策委員会ʹΑΔ大学ώΞϦϯάʹ

͓いͯ΋ɺ財団ʹ͓͚Δ調査・研究機能ͷ確立ʹͭいͯɺͦͷ必要性Λ求ΊΔ声͕あͬͨɻ

ɹ以上ͷ認識ͷ΋ͱɺʮ調査・研究機能ͷ再構築ʯͷ課題Ͱ͸ɺ財団ʹͱͬͯあΔ΂͖調査・研究機能ͱͦ

ͷ体制ʹͭいͯ検討͢Δͱͱ΋ʹɺ第 ９ εςーδ期ʹ͜ΕΛ推進͢Δ組織体制ͷ枠組Έʹͭいͯ提示͢Δɻ

ʢ̎ʣ基礎σータ・資料の収集と整備

ʮ財団基礎調査ʯͰ͸ɺ各事業部ͷ主要事項参加者数ɺ財団予算・決算ͷ状況等Λ経年σーλͱͯ͠蓄

積͖ͯͨ͠ɻ͔͠͠ɺ調査項目ͷ妥当性や結果ͷ活用方法等ʹͭいͯ͸ɺ総合的ʹ検討͞Εͯいͳいɻ

今後展開͞ΕΔ事業ͷ成果や効果Λ検証͢ΔͨΊʹɺσーλ収集項目Λ精査・重点化͠ɺ必要ͳ内容͕

過不足ͳ͘反映͞ΕͯいΔͲう͔再検討͢΂͖ͰあΔɻ·ͨ関連͢Δ課題ͱͯ͠ɺσーλや資料ͷ蓄積ʹ

際ͯ͠͸ɺ事業運営ͷ短期的ͳ成果検証Λ目的ͱͨ͠΋ͷ͚ͩͰͳ͘ɺ中長期的ʹ財団ͷあΓ様Λ検討͢

Δ͜ͱ΋視野ʹ入ΕΔ͜ͱ͕必要ͰあΖうɻ

ʲ参考ʳ大学コンソーγアϜ京都ɹ財団基礎調査項目ʢ2013 年度現在ʣ

σーλ・資料名称

予算・決算資料

財団職員数推移

会員数

京都ワϯΩϟϯύεɹ財団ϒーε面談者数実績ɺ高大連携教育ϑΥーϥϜ参加者数

Πϯλーϯγοϓ事業ɹ参加学生数

単位互換ʢ提供科目ʣ数・受講者数ɺ京ΧϨοδʢ提供科目ʣ数・受講者数

Πϯλーϯγοϓ事業ɹ参加学生数

FD・SD 主要企画 ςーϚ・参加人数ɺ国際連携事業参加学生・教職員数

学生交流企画ʢ京都学生祭典・京都国際学生映画祭・Aおがか Baお 等ʣ参加学生数・所属大学数・所属大学分布

京都͔Β発信͢Δ政策研究交流大会ɹ参加者数ɺ都市政策研究会研究助成事業申請・採択件数

学·ͪίϥϘʢ大学地域連携創造・支援ʣ事業ɹ申請・採択件数

γϯΫλϯΫ事業 ( 未来ͷ京都創造研究事業 )ɹ研究助成制度申請・採択件数
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ɹ͜ΕΒͷ課題認識Λ踏·えͯɺʮ財団ʹ͓͚Δ基礎σーλ・資料ʯͷ項目ͳΒͼʹ内容Λ再整理͢ΔうえͰͷ留

意点Λɺ次ʹ整理͢Δɻ

ᶃ京都の大学の到達点Λ示͢σータ等の提供

ɹʮ加盟校ʹͱͬͯϝϦοτͷあΔ事業や情報Λ提供͢Δʯͱいう財団ͷ役割Λ考慮͢Ε͹ɺσーλͱ͠

ͯ収集提供͢Δ΋ͷʹ͸ɺ財団事業ͦͷ΋ͷͷ実績Λ示͢΋ͷͷ΄͔ɺ京都ͷ大学ͷ到達点Λ示͢΋ͷʢ全

国ͷ大学入学者ʹ͠ΊΔ京都ͷ大学ͷ位置͚ͮɺ留学生比率等ʣ΋あわͤͯ提供͢Δ必要͕あΔͷͰ͸ͳ

い͔ɻ各大学͕ɺ自大学ͷ状況分析ʹ際ͯ͠比較検討ͷͨΊʹ利活用可能ͳ情報Λ提供͢Δ͜ͱ͸有意義

ͩͱ考えΒΕΔɻͨͩ͠ɺ調査実施やσーλͷ集໿ʹあͨͬͯ͸ɺ体制上ͷ制໿΋勘案͠ɺ財団ͱͯ͠総

合的ͳσーλ集໿機能ͷ確立Λ志向͢ΔͷͰ͸ͳ͘ɺ今後ͷ財団事業ͷ推進ʹ関連͢Δ΋ͷΛ厳選ͯ͠集

Ίɺ活用͢Δ͜ͱΛ目指͢ɻ

ᶄ事業別記録や報告集の活用

ɹ財団設立͔Β既ʹ ７５ 年Λ経過͓ͯ͠Γɺ過去ͷ事業記録Λ残͢意味Ͱ΋報告書等ͷ保管・活用͕課題

ͱͳΔɻʮ基礎調査ʯ等ʹΑΔ定量的σーλͱあわͤͯɺ過去ͷ財団事業ͷ立ͪ上͛・見直͠ͷ判断ʹ至ͬ

ͨ経過や意思決定ͷ根拠等ɺ定性的ͳ資料ͷ適切ͳ保存ͱ共有΋ɺ今後ɺ財団͕長期間ʹわͨΓ活動Λ続

͚ͯい͘ͳ͔Ͱ͸必要ͱͳͬͯ͘Δɻ͞Βʹɺ必要ʹ応ͯ͡関係者΁ͷ聞͖取Γや基幹的資料ͷ整備等΋

検討͢΂͖ͰあΔɻ

ᶅアンέーτの活用ͳΒびʹ項目の再検討

ɹ事業ͷ効果Λ測ΔͨΊͷΞϯέーτʹͭいͯ͸回答数Λ集計ͨ͠σーλΛ組織的ʹετοΫ͠ɺ分析・

加工ʹ耐えうΔΑう整備͢Δ͜ͱ͕望·͠いɻあわͤͯɺ個々ͷ事業ʹ͓͚ΔΞϯέーτ項目ͷ適否ʹͭ

いͯ΋組織横断的ʹ再検討͢Δ͜ͱ͕必要ͱ考えΒΕΔɻ

ʢ̏ʣ共同研究ϓϩδェΫτの組織化

ɹ過去ʹɺ京都高等教育研究ηϯλーͰ推進͞Ε͖ͯͨϓϩδΣΫτ͕ɺͦͷ運営上ͷ事務局ͷ過重ͳ負

荷や研究活動ʹ要͢Δ予算縮減ͷ必要性͔Β解消ʹ至ͬͨ経過Λ踏·えɺ新ͨʹ検討͞ΕͯいΔʮ共同研

究ϓϩδΣΫτʯͰ͸ɺ円滑ͳ運営Λ可能ͱ͢Δ仕組ΈΛ構築͢Δ͜ͱ͕大切ͰあΔɻ͞Βʹ各専門委員

会ʹ͓͚Δ機能ͱ本ϓϩδΣΫτʹ͓͚Δ機能ͷ連携等΋課題ͱͳΔɻ

ɹ·ͨɺ共同研究ϓϩδΣΫτͷ組織化ʹ際ͯ͠͸ɺ加盟校教職員͔Β幅広い知見Λ得Δ͚ͩͰͳ͘ɺ財

団事務局ʹ͓いͯ΋ɺ共同研究ϓϩδΣΫτΛ支えΔ体制ͷ構築͕必要ͰあΔɻ͞ΒʹɺϓϩδΣΫτ組

織ͷ編成ʹあͨͬͯ͸ɺ単独Ͱ調査・研究Λ進ΊΔ͜ͱ͕困難ͳ中小規模大学ͷ意向΋一定考慮͢Δ͜ͱ

͕必要ͱͳΔɻ

ʢ̐ʣ調査・研究の組織体制

ɹ調査・研究ͷͨΊͷ組織体制͸ɺ次ͷͱ͓Γ第 ９ εςーδ前半期Λ中心ʹ段階的ʹ整備͢Δɻ

ᶃ事務局内Ͱのʮ調査・企画部門ʯの設立

ɹ総務・広報部ͷ調査・企画機能Λ ７５６９ 年度ΑΓʮ調査・企画部門ʯͱͯ͠再整理͢Δɻ
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・財団基礎調査ͷ実施ɺσーλ収集ɺ分析ɺ事業部や専門委員会等΁ͷϑΟーυόοΫ

・共同研究ϓϩδΣΫτͷ事務局機能

・財団 ７５ 周年記録ͷ集໿

ᶄʮ調査・企画部門ʯへの専門研究員ʢ研究専門職員ʣの配置

ɹʮ調査・企画部門ʯͷ設置後ɺ加盟校教職員ͱͷ協力ͷ΋ͱɺ財団事業ʹ必要ͳ調査・研究課題Λ定Ίɺ

͜Εʹ応ͨ͡分野ͷ専門研究員ʢ研究専門職員ʣΛ同部門ʹ配置͢Δɻ͜ͷ体制Λ第 ９ εςーδϓϥϯ中

期 (７５６Ａ ～ ７５６Ｂ 年度͝Ζ ) ·ͰΛ目処ʹ確立͠ɺεςーδ後半期ͷ事業運営ʹ調査結果や成果Λ反映

ͤ͞Δͱͱ΋ʹɺ次期計画ͷ柱Λ明確化͢Δ作業ʹ組織的ʹ取Γ組Ήɻ

ɹ専門研究員͕複数ͷ課題Λ担い合う͜ͱͰ相互ʹ連携͢Ε͹ɺ部門ͱͯ͠ͷεέーϧϝϦοτΛ見込Ή

͜ͱ͕Ͱ͖Δɻͨͩ͠ɺ͜ͷ構想Λ実現͢Δ際ʹ͸ɺ複数ςーϚΛ取Γ扱えΔ力量Λ持ͬͨ人材ͷ確保や

人事Ϛωδϝϯτͱいͬͨ新ͨͳ課題΁ͷ対応Λ要͢ΔͨΊɺ研究員ͷ専門領域や責任範囲等ʹͭいͯ͸ɺ

͞Βʹ検討Λ要͢Δɻ

ͳ͓ɺ上記ͷ体制Λ確立ͯ͠΋ɺ事業全体ʹわͨͬͯ効果測定や検証Λ子細ʹ行うʹ͸ɺ体制面Ͱ限界

͕あΔͱ思わΕΔɻ財団ͷ限ΒΕͨ体制や予算ͷ下Ͱ有効ͳ調査・研究機能Λ発揮ͤ͞ΔͨΊʹ͸ɺ学部

学生や大学院生ͷελοϑΛ調査活動ʹ参画ͤ͞ɺ専門研究員 ( 研究専門職員 ) ͕組織化͢ΔͳͲͷ方策

΋慎重ʹ検討͢΂͖ͰあΔɻ

ʢ̑ʣ財団 ７５ 年の記録の集໿

財団͸ɺ６99９ 年ͷʮ京都・大学ηϯλーʯ発足͔Βɺ本年度Λ΋ͬͯ ７５ 周年Λ迎えͨɻ６５ 周年ͷ際ʹɺ

設立͔Βͷ活動経過Λ振Γ返Δ記念誌ͷ発行Λ行ͬͯいΔ͕ɺ７５ 年Λ経ͯɺ͜Ε·Ͱͷ実績Λ質・量ͷ

両面͔Β俯瞰͢Δͱͱ΋ʹɺ将来ʹΉ͚ͯ財団ͷあΓ様Λ再整理͢Δ節目ͱͯ͠ɺ７５ 年ͷ記録Λ集໿͢

Δ͜ͱ͸有益ͳ取組Έͱ考えΒΕΔɻ͔͠͠ɺ͜ͷ ７５ 年間ʹ͓͚Δ財団事業ͷ拡͕ΓΛ勘案͢Δͱɺ͜

ͷ作業͸大͖ͳ負担ͱͳΔ͜ͱ͕予想͞ΕΔɻ記録ͷ取Γ·ͱΊʹ際ͯ͠͸ɺ前述ͨ͠過去ͷ事業担当者

等΁ͷ聞͖取Γ等΋重要ͳ取組ΈͱͳΔɻ͜ΕʹΉ͚ͯ適切ͳ体制構築Λ検討͢Δ͜ͱ͸必要ͳ課題ͱ考

えΒΕΔɻ
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ɹ ɹ組織運営の課題

ɹ財団͸社会的ͳ信用ͷ維持・向上Λ図ΔͨΊɺ７５５8 年 ６７ 月 ６ 日施行ͷʮ公益社団法人及ͼ公益財団

法人ͷ認定等ʹ関͢Δ法律ʯʹ基͖ͮɺ７５６５ 年ʹ公益財団法人ʹ移行ͨ͠ɻ公益財団法人ͷ厳格ͳ認定

条件Λ満ͨͯ͠いΔ͜ͱΛ΋ͬͯɺ財団͸公益性ͱ信頼度ͷ高い法人ͰあΔͱいう信用Λ継続ͯ͠いΔɻ

公益認定ʹあͨͬͯϝϦοτͱ͞Εͨʮ税制上ͷ優遇措置ͷ効果ʯʹͭいͯ͸ɺ事業収入ͱ会員団体͔Β

ͷ会費収入Λ主ͳ財源ͱ͢Δ運営上ͷ特性͔Βɺ特段以前ͱ変わΒͳい状況ʹあΔɻͦͷ一方Ͱɺ公益法

人ʹ関わΔ基準遵守ɺ役員変更・法人登記や内閣府報告等ʹ͔͔Δ事務量ͷ૿大͕著͠い͜ͱ͕判明ͯ͠

͖ͯいΔɻ財団͕͜Ε·Ͱ培͖ͬͯͨʮ大学ɺ行政ɺ産業界͕協力Λͯ͠ɺ大学教育研究活動Λ向上ͤ͞ɺ

ͦΕΛ地域社会ͱ産業界΁ͱ還元ͯ͠い͘ʯͱいう設立ͷ理念Λ一層前進ͤ͞ΔͨΊɺ公益認定基準Λ遵

守ͨ͠公正ͳ運営ʹ努Ίͭͭ΋ɺ責任あΔ意思決定ͷ仕組ΈΛい͔ʹ効率化ͯ͠い͔͕͘重要ͱͳΔɻ

ɹ財団Ͱ͸ɺʮ理事や評議員等ͷ役員ͷ殆Ͳ͕本務組織ʹ͓いͯ任期制ͰあΔ͜ͱʯɺʮ出向職員ͷ出向期

間͕ ７ ～ ８ 年ͰあΔ͜ͱʯɺʮ財団専門職員͕ Ａ 年上限ͷ有期限雇用ͰあΔ͜ͱʯ等ɺ組織運営上ͷ継続

性Λ担保͠ʹ͘い点͕設立当初͔Β認識͞Ε͖ͯͨɻ組織ͷ継続性ͱ責任体制Λ明確ʹ͢Δ観点͔Βɺ公

益法人移行時ʹ͓いͯ΋ɺ͜ͷ点ʹ留意ͯ͠ɺ諸規程͕整備͞Εͨͱ͜ΖͰあΔɻ公益法人移行 ９ 年Λ

経過͠ɺ役員任期΋一巡ͨ͠財団͸ɺ新ͨͳ会議運営ͱ役員ͷ役割分担ʹ関ͯ͠ɺ一定ͷ経験͕蓄積͞

Εͨ段階ʹあΔɻ今次ʮ第 ９ εςーδϓϥϯʢ７５６９ ～ ７５６8 年度ʣʯΛ策定͢Δ機会ʹあわͤɺ財団運

営ʹ関わΔ事項ʢ定款変更Λ含Ήʣʹͭいͯɺ͞ΒͳΔ見直͠ͷ必要性͕認識͞Εͨ下記ͷ点ʹͭいͯɺ

７５６８ 年度中ʹ一定ͷ整理ͱ改善͕行わΕͨɻ法人ͷ機関会議ͷ運営ɺ評議員や各種専門委員等ͷ選出ʹ

͓いͯɺͦΕͧΕͷ過程ΛΑΓγϯϓϧͳ構造ͱ͢Δ͜ͱɺ事業ͷ改善・高度化ʹ資͢Δ検討Λ各種専門

委員会等Ͱ一層実質化͢Δ͜ͱ͕ͦͷ要点ͰあΔɻ

ᶃ財団役員体制等の見直͠

ɹ・評議員定数Λ削減͠ɺ評議員定数Λʮ7 名以上 ６８ 名以内ʯʹ改正

ɹ・評議員選任委員会Λ廃止͠ɺ評議員会ͷ決議Ͱ評議員Λ選任・解任Ͱ͖ΔΑう改正

ᶄ事業運営ʹ関わΔ諸会議の整理

ɹ・総合企画会議ͷ廃止

ɹ・運営委員会ͱ運営委員会幹事会ͷ整理

ɹ・専門委員会ͷ再編

·ͨɺ今般ͷ答申策定ʹあͨͬͯ実施͞Εͨ大学政策委員会 WG ͷ検討過程やɺ昨年度財団͕実施ͨ͠

加盟校ώΞϦϯά・Ξϯέーτ調査ͷ結果͔Βɺ財団事業ʹ対͢Δ加盟校ͷ参画意識Λ高Ίɺ大学間ͷ情

報共有や交流ʹ留意ͨ͠運営Λ行う͜ͱͷ重要性͕強͘指摘͞ΕͯいΔɻ後述͢Δ会員総会運営上ͷ改善

͸ɺ加盟校執行部Ϩϕϧʹ͓͚Δ財団΁ͷ求心力向上ʹ繋͕Δ取組ΈͰあΔɻ

ʢ̍ʣ会員総会の運営

会員総会͸全会員ͷ意見Λ聴取͢ΔͨΊɺ年 ６ 回以上開催͢Δ͜ͱͱ͞ΕɺＢ 月ͷ定時評議員会・理事

会ͱͷ同時開催Λ行͖ͬͯͨɻ会員総会͸財団事業ͱ収支決算ͷ報告ͷ場ͱ規定͞Εɺ定足数͸ͳ͘ɺ独

ᶚ 組織運営と財政改善の課題

６
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自ͷ議題設定͕͞ΕΔ͜ͱ΋ͳ͔ͬͨɻ͜ͷ数年間͸総会ͷ機会Λ使ͬͯʮFD 執行部塾ʯΛ開催͠ɺ学

長同士あΔい͸自治体や産業界ͷ参加者ͱͷ交流ͷ場ͱͳΔ͜ͱΛ目指͖͕ͯͨ͠ɺ出席者数͸௿調Ͱあ

Γɺ会員総会ͷΈʹ出席͢Δ学長ʹͱͬͯ͸ɺ意義Λ感͡ͱΔ͜ͱ͕困難ͳ状況ͱͳͬͯいΔɻ

財団͕文部科学省等ͱͷ良好ͳ関係Λ維持͠ɺ͜ΕΛ通ͯ͡有意義ͳ情報提供ͷ場Λ設定͢Δ͜ͱʹͭ

いͯ͸ɺ加盟校͔Β大͖ͳ期待͕寄ͤΒΕ͓ͯΓɺ͜ͷ会員総会ʢFD 執行部塾ʣͰ提供͢Δ話題や情報

ͷ質Λ充分ʹ吟味͢Δͱ同時ʹɺ代理出席や陪席Λ可ͱ͢Δ͜ͱ΋含Ίɺ実質的ͳ情報収集・意見交換ʹ

;͞わ͠い場ͱͳΔΑうɺ運営改善Λ図Δ必要͕あΔɻ学長Λ長時間拘束͢Δ͜ͱʹ͸困難͕あΔͷͰɺ

定時評議員会ͱ別日程Ͱ開催͢Δ͜ͱ΋含Ίͯɺ開催日程・時間・場所等ʹͭいͯ工夫͕求ΊΒΕͯいΔɻ

ͳ͓ɺ財団運営円滑化ͷͨΊʹ͸ɺ会員総会ʹ限Βͣɺ自治体や京都経済̐団体Λ͸͡Ίͱͨ͠εςーΫ

ϗϧμー͔Βͷ意見Λ聴取͢ΔͨΊͷ適切ͳ機会Λ作Δ͜ͱʹ΋留意͠ͳ͚Ε͹ͳΒͳいɻ

ɹ ɹ財政の課題

収入ʹͭいͯ͸ɺ財団ͷ経常収益͸会費収入ͱ事業収入Λ基本ͱͯ͠いΔɻ会費収入ʹͭいͯ͸ɺ΄΅

現状維持ʹあΔ͕ɺ事業収入ͷ減少͕目立ͬͯいΔɻ事業収入ͷ減少͸事業ͷ見直͠・廃止͕主要ͳ要因

ͰあΔ͕ɺ継続ͯ͠いΔ各事業ʹ͓͚Δ受講者・参加者数͕減少傾向ʹあΔ͜ͱ΋ͦͷ要因ͱͳͬͯいΔɻ

近年ɺ事業ͷ拡大ΑΓ΋質ͷ充実ʹ向͚ͨ見直͠Λ進ΊͯいΔ͜ͱ΋あΔ͕ɺ収入ʹͭいͯ自然૿͕望Ί

ͳい現状ʹあΔɻ

支出ʹͭいͯ͸ɺ７５６７ 年度決算ʹ͓いͯ単年度経常収支差額 ７１8５５ 万円ͷ赤字Λ計上͠ɺ財政緊縮͸

喫緊ͷ課題ͰあΔɻ

７５６７ 年度ͷ決算額ΛΈΔͱɺ事業費͸ ７ 億 ６１５５５ 万円程度ͷ規模ͰあΔ͕ɺ第 ９ εςーδ当初ʢ７５６９

年度ʣʹ͓いͯ͸ɺ６ 億 8１５５５ 万円程度ͷ事業規模ʹ͠ͳ͚Ε͹現在保有ͯ͠いΔ積立金ʢ໿ ６ 億 ８１５５５

万円ʣΛ取Γ崩͢͜ͱʹͳΔɻ

中長期的ʹ͸૿収Λ見込Ή͜ͱ͕困難ͳ状況下Ͱ͸ɺ個々ͷ事業ʹ͓いͯ΋次ͷΑうͳ施策Λ検討͢Δ

必要͕あΓɺ適切ͳ効果検証ʹ基ͮ͘ʮ事業ͷ選択ͱ集中ʯΛ一層推進͠ɺ財団ͷ組織運営効率化や財政

収支ͷ改善Λ図ͬͯい͘課題Λ引͖続͖重視͠ͳ͚Ε͹ͳΒͳいɻ

ɹɹᶃコετΛ意識͠た事業計画の策定ʢ事業内容・要員体制等の見直͠ɺ参加費の૿収施策ʣ

ɹɹᶄ賛助会員及び寄付金ʹΑΔ収入૿

ɹɹᶅ新たͳ補助金ɺ外部資金の獲得

ɹ·ͨɺ現在 Ａ％ͷ消費税率͕ ７５６９ 年 ９ 月ʹ 8％ʹ改定͞ΕΔ͜ͱͱͳͬͨɻ７５６Ａ 年 ６５ 月ʹ ６５％΁

ͱ引͖上͛ΒΕΔ͜ͱʹͳΕ͹ɺ第 ９ εςーδϓϥϯ期Λ通ͯ͡ ６５％程度ͷ経費૿Λ見込ΜͰ͓͘必要

͕あΔɻ加えͯɺ７５６８ 年度͔Β実施͞Εͨ関西電力ͷ電気料金値上͕͛年間໿ Ａ５５ 万円Λ超えΔ経費૿

ͱͳΔ見込ΈͰあΓɺ͜ΕΒͷ要件Λ事業計画ʹ織Γ込ΜͰ͓͘必要͕あΔɻ

７
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ʲ財団事業費の推移ʢ単位：円ʣr

ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ
年度

  
 項目

７５５9 ７５６５ ７５６６ ７５６７ ７５６８ɹ

収入

資産運用収入 ６１Ｂ６７１Ａ５５ ７１７８Ａ１５５５ ７１６Ａ7１５５５ ７１６Ａ7１５５５ ７１６Ａ7１５５５

会費収入 ６7５１ＢＢＢ１５５５ ６7５１Ｂ7６１５５５ ６7５１７９７１５５５ ６Ｂ８１Ａ7８１Ａ５５ ６Ｂ８１9７８１Ａ５５

事業収入 ９６１６８８１9６Ａ ９９１8９７１9９7 ８Ａ１9６５１９９８ ８７１9ＢＢ１６９8 ８７１ＢＡ8１５５５

委託事業収入 ６５１７7９１８５9 Ａ１78６１９５５ ６９１９７８１9９Ａ ６8１889１５９Ｂ ７８１9Ａ５１５５５

指定管理者事業収入 ６7５１９９Ｂ１５５５ ６Ｂ9１8９Ｂ１５５５ ６7６１8９Ｂ１５５５ ６7６１8９Ｂ１５５５ ６7６１8９Ｂ１５５５

補助金収入 ６7１89Ａ１９88 Ｂ１ＢＢ7１５５５ ６１７５５１５５５ ６１７５５１５５５ ６１７５５１５５５

ͦͷ他 9ＡＢ１９６9 7５８１９9５ ９５Ａ１５8９ ８7９１988 ８ＢＢ１８７Ｂ

特定資産等預金
取崩償還収入

５
８５１５５５１５５ ６７１７7５１８５５ ６７１Ｂ７Ｂ１7５５ ８Ｂ１8９７１9９7

小ɹɹɹ計 ９６７１98９１Ｂ８６ ９８５１7９Ｂ１8８7 ９５8１９Ａ９１77７ ９５８１Ｂ８８１８8７ ９８７１9９８１77８

前年度繰越収支差額 77１５７Ｂ１8５９ ６５９１７７7１５Ｂ７ ６８９１Ｂ７9１7Ａ５ ６５Ｂ１９Ａ５１Ａ7７ 77１77９１７５Ａ

合ɹɹɹ計 ９9６１５６６１９８Ａ Ａ８９１97８１899 Ａ９８１５8９１Ａ７７ Ａ６５１５8８１9Ａ９ Ａ６５１7６7１978

支出

事業費 ６ＡＡ１９Ａ８１９8Ａ ６Ｂ７１９79１Ａ7６ ６98１7６7１７ＢＡ ７６６１６Ａ５１Ａ7Ａ ７７９１97Ａ１６Ｂ9

管理費 Ａ8１７Ｂ８１87８ ８Ａ１789１８７７ ８８１9６Ａ１Ｂ９７ ８９１Ａ８Ｂ１997 ８８１9ＢＡ１Ｂ５９

指定管理者事業費 ６7５１９Ａ９１Ａ６Ａ ６Ｂ9１8ＡＡ１７ＡＢ ６7６１8９５１７9８ ６7６１8８8１９77 ６7６１8９Ｂ１５５５

特定預金支出 ６１Ｂ６７１Ａ５５ ８７１７７５１５５５ ８７１６Ｂ５１7Ａ５ ６９１78８１7５５ ７１６Ａ7１５５５

小ɹɹɹ計 ８8Ａ１78９１８7８ ９５５１８９９１６９9 ９８Ｂ１Ｂ８８１9Ａ５ ９８７１８５9１7９9 ９８７１9９８１77８

ʢ当期収支差額ʣ (７7１７５５１７Ａ8) (８５１９５７１Ｂ88)ʢ△ ７8１６79１６78ʣʢ△７8１Ｂ7Ｂ１８Ｂ7ʣ ʢ５ʣ

次年度繰越収支差額 ６５９１７７7１５Ｂ７ ６８９１Ｂ７9１7Ａ５ ６５Ｂ１９Ａ５１Ａ7７ 77１77９１７５Ａ 77１77９１７５Ａ

合ɹɹɹ計 ９9５１５６６１９８Ａ Ａ８９１97８１899 Ａ９８１５8９１Ａ７７ Ａ６５１５8８１9Ａ９ Ａ６５１7６7１978

注：７５６５ 年 7 月 ６ 日͔Β公益財団法人ʹ移行ɻ７５６８ 年度͸当初予算額ɺ他ͷ年度͸決算額ɻʮ京都学生祭典ʯ͸別会計ͰあΓɺ

注：財団負担分ͱͯ͠事業費枠 ８５５ 万円Λ毎年計上ͯ͠いΔ

*６：投資有価証券償還収入 ɹɹɹɹɹɹɹɹɹ*７：投資有価証券取得支出及ͼ特定資産積立預金支出

*８：教育設備・機器等整備積立金ͷ取崩収入 ɹ*９：教育設備・機器等整備積立金投資有価証券 ８１５５５ 万円相当ͷ現金化Λ含Ή 

*Ａ：教育設備・機器等整備積立金ͷ取崩収入    *Ｂ：教育設備・機器等整備積立金取崩支出及ͼ特定資産積立預金支出 

*7：教育設備・機器等整備積立金及ͼ財団拡充積立金ͷ取崩収入

ɹ ɹ事務局体制の課題

ɹ加盟団体͔Βͷ出向者͸大学 ６Ｂ 名ɺ京都市 ７ 名ɺ京都府 ６ 名ͷ計 ６9 名ͱͳͬͯいΔʢ７５６８ 年 Ａ 月

６ 日現在ʣɻ第 ８ εςーδ期ͷ出向者͸ ７７ ～ ７８ 名Λ維持͖͕ͯͨ͠ɺ今後͸大学Λ取Γ巻͘厳͠い環境

͔Βɺ現状維持͕困難ͳ状況΋予想͞ΕΔɻ·ͨɺ出向者数ͦͷ΋ͷ͚ͩͰͳ͘出向者Λ送Γ出͢加盟校

数ͷ減少ʹ伴いɺ事務局ϨϕϧͰͷ大学間連携・交流ͷ多様性͕損ͳわΕΔ͜ͱ΋懸念͞ΕΔɻ加盟校ʹ

対ͯ͠研修出向ͷ意義΁ͷ理解Λ求Ίɺ中規模ͷ加盟校͔Βͷ新ͨͳ出向ͷ可能性Λ探Δ必要͕あΔɻ͜

ͷ点͸ɺ大学政策委員会 WG ʹ͓͚Δ検討ʹ際ͯ͠ɺ共通͢Δ留意事項ͱ͞Εͨʮ財団事業΁ͷ加盟校ͷ

教職員ͷίϛοτϝϯτͷ促進ʯʹ΋繋͕Δ重要ͳ課題ͰあΔɻ一方Ͱɺ専門職員ʢ主査ɺ専門研究員ʣ

͸ ７５５9 年度 ６８ 名Ͱあͬͨͷ͕ɺ７５６８ 年度ʹ͸ ７８ 名·Ͱ拡大͠ɺ出向職員以外ͷ直接雇用職員ͷ人

件費総額͸ ７１Ｂ５５ 万円͔Β 9１５Ａ５ 万円΁ͱ໿ ８３Ａ 倍ͱͳΓɺ大幅ʹ૿大ͯ͠いΔɻ第 ８ εςーδ期ͷ事

業規模Λ前提ʹɺ財団ͷ直接雇用職員ʹΑͬͯ人的体制Λ維持͢Ε͹ɺ引͖続͖財政Λ圧迫͢Δ事態ͱͳ

Δɻ人件費΋考慮ͨ͠事業規模ͷ見直͕͠必須ͱͳͬͯいΔɻ

ɹ出向職員ʢ次長・主幹ʣͱ専門職員ͷ業務分掌ͷあΓ方ʹ留意ͭͭ͠ɺͦΕͧΕ͕能力Λ発揮Ͱ͖ΔΑ

うʹɺ財団ͱͯ͠研修機会ͷ提供ͱΩϟϦΞ形成΁ͷ援助΋重視͢Δ必要͕あΔɻ͜ͷ点ʹͭいͯ͸ɺ既

ʹ財団内職員研修ͷ体系化ʹ着手͓ͯ͠Γɺ職員ͷ研修機会ͷ拡充ͱͦͷ効果検証͕Ͱ͖ΔΑうɺ体制強

化Λ図Δɻ͞Βʹɺ財団ʹ͓͚Δ研究・調査機能Λ担う事務局体制ͷ構築͕求ΊΒΕ͓ͯΓɺ７５６９ 年度

͔Β他ͷ事業部体制͔Β独立ͨ͠調査・企画部門体制Λ確立͢Δɻ専門研究員ʢ研究専門職員ʣͷ規模ͱ

3

*６
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適切ͳ処遇ͷあΓ方ʹͭいͯ͸ɺ７５６９ 年度中ʹ別途検討Λ進ΊΔɻ͞Βʹɺ公益法人運営ͷϊ΢ϋ΢ͷ

組織的ͳ蓄積ͱ安定的ͳ業務継承͕事務局ͷ課題ͱͳ͓ͬͯΓɺ公益法人関係機関相互ͷ情報交換等ʹ΋

留意ͯ͠い͘͜ͱ͕必要ͰあΔɻ

ʲ事務局職員数の推移ʳ

年度 出向職員 (a) 専門職員 (b) 小計 (a+b) 臨時・೿遣等 (c) 戦略補助金 (d) 合計 (a+b+c+dʣ

７５５9 ７８ ６８ ８Ｂ Ｂ Ａ ９7 

７５６５ ７８ ６６ ８９ 8 7 ９9 

７５６６ ７７ ６8 ９５ Ｂ ７ ９8 

７５６７ ７７ ７５ ９７ ９ ５ ９Ｂ 

７５６８ ６9 ７８ ９７ ８ ５ ９Ａ 

※原則ͱͯ͠ɺ各年度ͷ Ａ 月 ６ 日付ͷ職員数ɻ(d) ͸財団予算ͷ外枠
※専門職員͸主査・研究主幹・専門研究員・施設管理担当職員
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ɹ第 ９ εςーδϓϥϯʹ͓いͯ͸ɺ重点事業ͷ成果や効果Λ測Δ評価指標・評価基準Λ事前ʹ定Ίɺ中間評価ɺ

最終評価ʹ͜ΕΒͷ指標・基準ʹ基ͮ͘効果測定Λ実施͢Δ͜ͱΛ想定ͯ͠いΔɻ͜ΕʹΉ͚ͯɺᶃ測定ͷ対象ͱ

ͳΔʮ重点事業ʯͷ明確化ɺᶄ評価指標・基準ͷ設定ɺᶅ評価時期ͱ評価体制ͷ検討ɺᶆ中間評価結果ͷ活用方策

ʢ事業運営ͷ一部見直͠等ʣ等Λ具体的ʹ検討ͯ͠い͘必要͕あΔɻᶃᶄʹͭいͯ͸ɺ第 ９ εςーδϓϥϯ策定後ɺ

ΞΫγョϯϓϥϯ具体化ͷ際ʹあわͤͯ検討͢Δ͜ͱ͕適切ͰあΔ͕ɺͦͷ前提ͱͯ͠ɺᶅᶆʹͭいͯ͸一定ͷ方

向性Λ事前ʹ定Ί͓ͯ͘͜ͱ͕望·͠いɻ

ɹͳ͓ɺ公益財団法人ʹ͓いͯ͸ɺ大学ͱ異ͳΓ機関別評価等ͷ義務͸課͞ΕͯいͳいͨΊɺ評価活動ʹͭいͯ͸

ϝϦοτͱσϝϦοτͷ両面͔Β検討͠具体化Λ図Δ͜ͱ͕必要ͰあΔɻ

　財団ͷ実施͢Δ事業͸ɺ継続ͷ妥当性Λ判断͢Δ͚ͩͰͳ͘ɺ加盟校や社会ʹ対͢Δ説明責任ͷ面͔Β΋ɺͦͷ

効果測定や改善見直͠Λ適宜図ͬͯい͘͜ͱ͕求ΊΒΕͯいΔɻ͔͠͠ͳ͕Βɺ教育関連事業Λ数多͘扱う財団Ͱ

͸ɺͦͷ効果Λ短期的・直接的ʹ測定͢Δ͜ͱ͸極Ίͯ難͠いɻ͞Βʹɺ教育関連事業ʹ͓いͯ͸ɺ限定͞Εͨ指

標や基準ʹ依拠ͯ͠内容ͷ良͠悪͠Λ判断͢ΔͷͰ͸ͳ͘ɺ複数ͷ指標・基準・観点等Λ組Έ合わͤɺ総合的Ͱό

ϥϯεͷͱΕͨ分析Λ志向͢΂͖ͰあΔɻ

ɹ財団ͷ事務局組織͸ɺ数年Ͱ構成員͕全ͯ入Ε替わΔͱいう通常ͷ大学組織ʹ͸ͳい特殊事情Λ抱え͓ͯΓɺ͜

ͷ点͕事業ͷ質的ͳ評価・分析ΛΑΓ難ͯ͘͠͠いΔɻ͜ͷͨΊɺ事業ͷ効果測定や中期計画ͷ中間評価・見直͠

ʹあͨͬͯ͸ɺ各事業ʹ従事ͨ͠担当職員や事業Λ活用ͯ͠いΔ加盟校担当者΁ͷώΞϦϯά等Λ組Έ合わͤɺ定

量的σーλͷ獲得ͱ分析Λ補強͢Δ等ͷ方法͕考えΒΕΔɻ評価ʹあͨͬͯ͸ɺ次ͷ概念図ʹ示͢αΠΫϧͰ実施

͢Δ͜ͱ͕想定͞ΕΔɻ

ɹɹ 加盟校等͔Βの意見聴取や評価

加盟校や地元自治体・産業界Λ͸͡Ίͱ͢Δ財団関係団体͔Βͷ要望や助言Λ得Δ͜ͱ͸ɺ事業推進ʹͱͬͯ

欠͘͜ͱͷͰ͖ͳいϓϩηεͰあΔɻ͜ΕΒͷ意見ʹ基͖ͮ適宜見直͠や改善Λ行う͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑうɺ定期的ͳ

ώΞϦϯάやΞϯέーτ・懇談等ͷ仕組Έ͕必要ͰあΔɻ

·ͨɺ外部͔Βͷ評価ʹͭいͯ͸ɺ大学や行政機関や公共団体等Ͱ昨今広͘導入͕進ΊΒΕͯいΔ͕ɺͦͷ結果

Λɺ実際ͷ事業改善ʹͦͷ··活͔͢͜ͱ͸極Ίͯ難͠いɻ他方ɺ外部評価ͷϝϦοτͱͯ͠͸ɺ事業推進者自Β

ʹΑΔ評価ͱ異ͳΔ客観的ͳ視点Λ得Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δͱいう点ʹあΔɻʮ客観的ͳ視点ʯʹ 基ͮ͘評価やίϝϯτ͸ɺ

事業ͦͷ΋ͷͷ改善ʹ役立ͯΔ目的͚ͩͰͳ͘ɺ事業内容Λ広͘財団内外ʹ周知͢ΔうえͰ効果的ͳ素材ͱͳΓう

Δ͜ͱʹ΋留意͠ͳ͚Ε͹ͳΒͳいɻ

͜ΕΒΛ踏·えɺ加盟校以外ͷ協力者等ʹ点検評価Λ求ΊΔ際ʹ͸ɺͦ ͷ評価ͷ性格Λ考慮ͨ͠活用͕望·ΕΔɻ

͢ͳわͪɺ既存事業廃止・解消ͷ適否Λ直接評価ʹ委ͶΔͷͰ͸ͳ͘ɺ事業ͷ新規展開や新ͨͳ改善案ͷ具体化ʹ

あͨͬͯͦͷ利点や期待ͷ有無Λίϝϯτͯ͠΋ΒうͳͲͷ方法͕考えΒΕΔɻʢ既存事業ͷ統廃合ͷ判断ʹͭい

ͯ͸ɺ財団基礎調査ʢ前述ʣや担当者・加盟校関係者等΁ͷώΞϦϯά等ʹ基ͮ͘財団自Βͷ組織的判断Λ基礎ͱ

͢΂͖ͰあΔʣɻ

V

６

７

3

評価ɺ分析に基ͮく事業見直͠の在Γ方

ɹ ɹ重点事業の効果測定

ɹɹɹɹ事業の効果測定や中期計画の中間評価・見直͠
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͢ͳわͪɺ純粋ͳʮ外部評価ʯͱいう枠組ΈͰͳ͘ɺ財団外ͷΞυόΠβϦーϝϯόーʹΑΔ助言・ίϝϯτ

ͷ聴取ͱいう方法͕望·͠いͱ考えΒΕΔɻ·ͨɺΞυόΠβϦーϝϯόー͸必ͣ͠΋大学・高等教育関係者等ʹ

限定ͤͣɺ事業ͷ性質ʹ応ͯ͡ɺNPO 等ͷ諸団体関係者や教育関連企業・組織関係者等ɺΑΓ幅広い視点͔Β財

団事業ͷ積極的意義等Λ見出ͯ͠΋ΒえΔϝϯόーʹ参画Λ促͢ɻ

具体的ͳ方法や適切ͳ時期ʹͭいͯ͸ɺ加盟校等͔Βͷ意見聴取ͷ方法ͱあわͤͯ͞ΒͳΔ検討͕必要ͰあΔ

͕ɺ͜ΕΒʹ責任Λ持ͭ組織ͱͯ͠͸ɺ理事会͔Β財団事業ͷ運営ʹ関わΔ相互調整機能Λ付託͞ΕͯいΔʮ運営

委員会ʯͱɺͦͷ下ʹあΔʮ運営委員会幹事会ʯ͕ɺͦͷ任Λ負う͜ͱ͕想定͞ΕΔɻ

※上記概念図͸ɺ第 ８ εςーδ期͔Βͷ継続事業ʹ関͢ΔΠϝーδΛ示͢

※新規事業͸開発期間Λ要͢ΔͨΊɺ７５６Ａ 年度以降ʹ開始͞ΕΔ΋ͷ͕あΔ
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ɹ ɹ重点事業の効果測定

ʮ第 ９ εςーδʹ͓いͯ財団ͷ果ͨ͢役割ʯͱ全事業ʹ通底͢Δʮ財団事業推進ʹあͨͬͯ留意͢΂͖

観点ʯ͸先述ᶘ～ᶙͰ言及ͨ͠ͱ͓Γ͕ͩɺ次ͷͱ͓Γ再掲͢Δɻ

ʲ第 ９ εςーδʹ͓いͯ財団ͷ果ͨ͢役割ʳ( ※ʮᶘ．ʯΑΓ再掲 )

ɹɹ⁞ 京都地域ʹ͓͚Δ大学間連携事業ͷ推進

ɹɹ  加盟校ͷ教育ͷ質向上ͷ追求支援

ɹɹ⁠ʮ大学都市ʯ京都ɺ地域ͷ発展ͱ活性化΁ͷ貢献

ʲ財団事業推進ʹあͨͬͯ留意͢΂͖観点ʳ( ※ʮᶙ．ʯΑΓ再掲 )

ɹɹ⁞ 財団事業΁ͷ加盟校ͷ学生ͷίϛοτϝϯτͷ促進

ɹɹ  財団事業΁ͷ加盟校ͷ教職員ͷίϛοτϝϯτͷ促進

ɹɹ⁠ 調査・企画機能ͷ強化

ɹɹ⁡ 情報発信・共有機能ͷ強化

第 ９ εςーδϓϥϯͷ検討過程Ͱ͸ɺ高等教育や財団Λ取Γ巻͘内外ͷ環境変化Λ踏·えͯɺ加盟校ͷ

財団ʹ対͢Δ意識ͷ変化ɺ既存事業ͷ有効性ͷ再考ɺ新ͨͳ事業展開ͷ方向性ɺ京都ʹ財団͕存在͢Δ意

義ͷ再確認等ɺ重要͔ͭ根本的ͳ課題͕認識͞Εͨɻ財団側ͷ立場Ͱ͸ɺ財団ʹ関わΔ全ͯͷ組織・人々

ͷ間Ͱɺ͜ΕΒ課題ͷ解決ʹ際͠ɺͱ΋͢Ε͹ɺʮ組織ʯͦͷ΋ͷͷ維持Λ中心ʹ考え͕ͪͰあΔɻ最΋

大切ͳ点͸ɺ財団ͷ事業͕ɺ京都地域ͷ学生ͷʮ学ͼͱ成長ʯ支援ʹ直接・間接的ʹ繋͕Δ΂͖ͩͱいう

認識Λ共有͢Δ͜ͱͰあΔɻ

規模・設置形態・専門分野構成等ͷ異ͳΔ Ａ５ ͷ大学・短期大学͔Β構成͞ΕΔ財団Ͱ追求͢΂͖͜ͱ͸ɺ

大学間連携ͱΩϟϯύε外ͷ多様ͳ活動ʹΑͬͯ可能ͱͳΔʮ教育効果ʯͰあΔͩΖうɻͦΕΒΛ具体化

ͨ͠΋ͷ͕ɺᶃ個別大学ͷ体系的教育課程ͱͷ組Έ合わͤʹΑͬͯγφδー効果Λ生Έ出ͤΔʮ正課補完

ϓϩάϥϜʯやɺᶄ幅広い学ͼΛ提供͢Δʮ課外教育ϓϩάϥϜʯΛ通ͯ͠学生ʹͱͬͯ魅力的ͳ学ͼͱ

成長Λ支援͢Δ仕組Έͷ創出ͰあΔɻ現在ɺ財団͕実施ͯ͠いΔΠϯλーϯγοϓ事業や学生交流事業ʹ

͓͚Δʮ振Γ返Γ会ʯɺ特色あΔίーσΟωーτ科目ͷ提供ɺ高大や社会ͱͷ連携ʹΑΔΩϟϦΞ教育等͸ɺ

͜ͷίϯηϓτʹ沿ͬͯ実施͞Ε͖ͯͨ΋ͷͰあΓɺ今後΋ͦͷ視点Λ持ͪ続͚Δ͜ͱ͕必要ͰあΔɻ

͞Βʹɺ教職員ͷ人材育成事業͸大学教育Λ支えΔ大学人Λ育Έɺ地域・地元産業界等ͱͷ協力関係構

築͸ɺ学生ʹͱͬͯ優Εͨʮ教育ͷϑΟーϧυʯΛ整備͢Δ重要ͳ課題ͰあΔɻ͜ΕΒ΋ɺʮ学生ͷ学ͼ

ͱ成長ʯʹ結ͼͭ͘取組ΈͱいえΔɻ

全国随一ͷʮ大学集積都市ʯʮ歴史的文化的都市ʯͱͯ͠ɺ学ͼͷͨΊͷ多様ͳίϯςϯπや資源Λ擁

͢Δʮ京都地域ʯʹ͓いͯɺͦͷ特色Λ活͔ͨ͠各事業Λ推進͢Δ͜ͱʹΑΓɺ各大学Ͱͷ学生ͷ学ͼや

成長ʹɺ質的ͳ深Έや多様性Λ΋ͨΒ͢͜ͱ͕ɺ財団ͷ大͖ͳ使命ͰあΔɻ第 ９ εςーδΛ迎えΔʹあͨͬ

ͯɺ改Ίͯ確認͓͖ͯͨ͠いɻ

ᶜ

６

·とΊ ～京都地域に͓けΔ学生のʮ学びと成長ʯの支援をΊͯ͟͠～
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参考．京都地域ʹ͓けΔ学生のʮ学びͱ成長ʯの支援ΛΊͯ͟͠

43 第４εテーδプラン

Ⅵ　まとめ ～京都地域における学生のʮ学びと成長ʯの支援をめ͟͠て～

１．重点事業の効果測定

ɹʮ第 4 εςーδ期ʹ͓いͯ財団͕果ͨす΂͖役割ʯͱ全事業ʹ通底すΔʮ財団事業推進ʹ際しͯ留意す΂͖観点ʯ͸先述ᶘ～ᶙ

Ͱ言及しͨͱ͓Γ͕ͩɺ次ͷͱ͓Γ再掲すΔɻ

ʲ第 4 εςーδʹ͓いͯ財団ͷ果ͨす役割ʳ(※ʮᶘ．ʯΑΓ再掲 )

ɹ⁞ 京都地域ʹ͓けΔ大学間連携事業ͷ推進

ɹ  加盟大学・短期大学ͷ教育ͷ質向上ͷ追求支援

ɹ⁠ʮ大学都市ʯ京都ɺ地域ͷ発展ͱ活性化΁ͷ貢献

ʲ財団事業推進ʹあͨͬͯ留意す΂͖観点ʳ(※ʮᶙ．ʯΑΓ再掲 )

ɹ⁞ 財団事業΁ͷ学生ͷコϛοτϝンτͷ促進

ɹ  財団事業΁ͷ加盟大学・短期大学教職員ͷコϛοτϝンτͷ促進

ɹ⁠ 調査・企画機能ͷ強化

ɹ⁡ 情報発信・共有機能ͷ強化

ɹ第 4 εςーδプϥンͷ検討過程Ͱ͸ɺ高等教育や財団を取Γ巻く内外ͷ環境変化を踏·えͯɺ加盟校ͷ財団ʹ対すΔ意識ͷ変化ɺ

既存事業ͷ有効性ͷ再考ɺ新ͨͳ事業展開ͷ方向性ɺ京都ʹ財団͕存在すΔ意義ͷ再確認等ɺ重要͔ͭ根本的ͳ課題͕認識さΕͨɻ

財団側ͷ立場Ͱ͸ɺ財団ʹ関わΔ全ͯͷ組織・人々ͷ間ͰɺこΕΒ課題ͷ解決ʹ際しɺͱ΋すΕ͹ɺʮ組織ʯそͷ΋ͷͷ維持を中

心ʹ考え͕ͪͰあΔɻ最΋大切ͳ点͸ɺ財団ͷ事業͕ɺ京都地域ͷ学生ͷʮ学びͱ成長ʯ支援ʹ直接・間接的ʹ繋͕Δ΂͖ͩͱい

う認識を共有すΔこͱͰあΔɻ

ɹ規模・設置形態・専門分野構成等ͷ異ͳΔ 50 ͷ大学・短期大学͔Β構成さΕΔ財団Ͱ追求す΂͖こͱ͸ɺ大学間連携ͱキャン

パε外ͷ多様ͳ活動ʹΑͬͯ可能ͱͳΔʮ教育効果ʯͰあΔͩΖうɻそΕΒを具体化しͨ΋ͷ͕ɺᶃ個別大学ͷ体系的教育課程ͱ

ͷ組Έ合わせʹΑͬͯγφδー効果を生Έ出せΔʮ正課補完プログϥϜʯやɺᶄ幅広い学びを提供すΔʮ課外教育プログϥϜʯを

通しͯ学生ʹͱͬͯ魅力的ͳ学びͱ成長を支援すΔ仕組Έͷ創出ͰあΔɻ現在ɺ財団͕実施しͯいΔΠンターンγοプ事業や学生

交流事業ʹ͓けΔʮ振Γ返Γ会ʯɺ特色あΔコーσΟネーτ科目ͷ提供ɺ高大社連携ʹΑΔキャϦΞ教育等͸ɺこͷコンセプτʹ沿ͬ

ͯ実施さΕ͖ͯͨ΋ͷͰあΓɺ今後΋そͷ視点を持ͪ続けΔこͱ͕必要ͰあΔɻ

ɹさΒʹɺ教職員ͷ人材育成事業͸大学教育を支えΔ大学人を育Έɺ地域・地元産業界等ͱͷ協力関係構築͸ɺ学生ʹͱͬͯ優Ε

ͨʮ教育ͷフΟーϧυʯを整備すΔ重要ͳ課題ͰあΔɻこΕΒ΋ɺʮ学生ͷ学びͱ成長ʯʹ結びͭく取組ΈͱいえΔɻ

ɹ全国随一ͷʮ大学集積都市ʯʮ歴史的文化的都市ʯͱしͯɺ学びͷͨΊͷ多様ͳコンςンπや資源を擁すΔʮ京都地域ʯʹ͓いͯɺ

そͷ特色を活͔しͨ各事業を推進すΔこͱʹΑΓɺ各大学Ͱͷ学生ͷ学びや成長ʹɺ質的ͳ深Έや多様性を΋ͨΒすこͱ͕ɺ財団

ͷ大͖ͳ使命ͰあΔɻ第 4 εςーδを迎えΔʹあͨͬͯɺ改Ίͯ確認し͓͖ͯͨいɻ

ʮ大学都市ʯ京都、
地域の発展と活性化΁の貢献

京都地域に͓けΔ
大学関連系事業の推進

加盟校の教育の
質向上の追求支援

財団事業΁の学生の

コϛットϝントの推進

財団事業΁の

加盟大学・短期大学教職員の

コϛットϝントの促進

情報発信・共有機能の強化

調査企画機能の強化

京都地域における学生のʮ学びと成長ʯ支援をめ͟͠て

キャϦア
教育企画

Kyoto
カタϦ場

FD SD

京都の
大学ʮ学びʯ
フォーϥϜ

Kyoto
ワーΫ
γョップ
倶楽部

実践研究
共同教育
プロάϥϜ

財団事業推進にあたって留意す΂き観点

京都
学生祭典

京都
国際学生
映画祭

学生
交流事業
振Γ返Γ
会

京都͔Β
発信すΔ
政策研究
交流大会

学まち
コϥボ
事業

インターン
γップ

課外教育プロάϥϜ 正課プロάϥϜ 正課補完プロάϥϜ↑

↑

高
等
学
校
ͳ
Ͳ

社
会

教職員

短期留学

プロάϥϜ

単位
互換
科目

大
学

第 4εテーδに͓いて財団の果たす役割
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ɹ ɹ大学政策委員会・ワーキンάάϧーϓʢ以下ɺWGʣ等の開催記録

■ ７５６７ 年度大学政策委員会ɹ審議経過
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Ⅶɹ巻末資料

１．大学政策委員会・ワーキンググループʢ以下ɺWGʣ等の開催記録

■2012 年度大学政策委員会ɹ審議経過

■2013 年度大学政策委員会ɹ審議経過
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第 1 回大学政策委員会

協議事項

報告事項

報告事項

1３ʮ第 3 εςーδʯのまͱΊʢ中間総括ʣʹついͯ

2３ 大学政策委員会幹事会の設置ʹついͯ

3３2012 年度大学政策委員会の活動ʹついͯ

第 1 回幹事会

第 2 回幹事会

第 2 回大学政策委員会

1３ 第 3 εςーδϓϥン調査結果ʢ中間報告ʣʹついͯ

1３ 第 3 εςーδϓϥン調査結果ʢ中間報告ʣʹついͯ

1３ 第 3 εςーδϓϥン調査結果ʢ中間報告ʣʹついͯ

第 3 回幹事会

報告事項

協議事項 1３ 第 3 εςーδϓϥンの活動まͱΊʢ素案ʣʹついͯ
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第 3WG：大学の発展を支えΔ教職員の育成

WG ʹΑΔ議論：1 回目

報告事項

協議事項

報告事項

協議事項

報告事項

協議事項

1３ 第 3 εςーδϓϥン総括及び大学政策委員会・同 WG 発足の経過ʹついͯ

2３ 検討ςーマ及び各事業ʹ関すΔこΕまͰの事業実績等ʹついͯ

ʢ1ʣʮ高大接続・連携ʹ͓けΔキャϦΞ教育ϓロάϥムʯʹついͯ

ʢ2ʣʮΠンターンγッϓ事業ʯʹついͯ

第 6WG：調査・研究機能の再構築

第 4WG：大学のまち・学生のまち京都の活性化

第 1WG：大学間連携ʹΑΔ教育ϓロάϥムの充実ʢその１ʣ

1３ 第 3 εςーδϓϥン総括及び大学政策委員会・同 WG 発足の経過ʹついͯ

2３ 検討ςーマ及び各事業ʹ関すΔこΕまͰの事業実績等ʹついͯ

ʢ1ʣʮ財団基礎調査ʯʹ͓けΔ調査項目の再検討

ʢ2ʣ重点事業の効果測定の方法ʢ外部有識者ʹΑΔ事業評価等の導入を含Ήʣ

ʢ3ʣ調査・研究課題選定ͳΒびʹ共同研究ϓロδェΫτの組織化

ʢ4ʣ調査・研究の組織体制

ʢ5ʣ財団 20 周年記録の集໿

1３ 第 3 εςーδϓϥン総括及び大学政策委員会・同 WG 発足の経過ʹついͯ

2３ 検討ςーマ及び各事業ʹ関すΔこΕまͰの事業実績等ʹついͯ

ʢ1ʣʮ大学都市京都のϒϥンσΟンά戦略の確立ʯʢ共同広報事業ʣʹついͯ

ʢ2ʣʮ学生の力を活͔した都市活性化ʯʢ学生交流事業ʣʹついͯ

ʢ3ʣʮ都市及び大学都市政策研究支援ʯʢ都市政策研究推進事業ʣʹついͯ
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30
報告事項

協議事項

第 2WG：大学間連携ʹΑΔ教育ϓロάϥムの充実ʢその 2ʣ

1３ 第 3 εςーδϓϥン総括及び大学政策委員会・同 WG 発足の経過ʹついͯ

2３ 検討ςーマ及び各事業ʹ関すΔこΕまͰの事業実績等ʹついͯ

ʢ1ʣ単位互換事業ʹついͯ

ʢ2ʣ生涯学習事業ʹついͯ

ʢ3ʣe- ϥーニンάγεςムʹついͯ

月
　
日
ớ
金
Ờ

７

30 報告事項

協議事項

第 5WG：国際交流ϓロάϥムの充実

1３ 第 3 εςーδϓϥン総括及び大学政策委員会・同 WG 発足の経過ʹついͯ

2３ 検討ςーマ及び各事業ʹ関すΔこΕまͰの事業実績等ʹついͯ

ʢ1ʣ留学生・日本人相互交流ʹついͯɹɹɹɹʢ2ʣ留学生受入Ε体制強化ʹついͯ

ʢ3ʣ学生の海外೿遣ʹついͯɹɹɹɹɹɹɹɹʢ4ʣάローバϧ化ʹ対応した FD４SD ʹついͯ

1３ 第 3 εςーδϓϥン総括及び大学政策委員会・同 WG 発足の経過ʹついͯ

2３ 検討ςーマ及び各事業ʹ関すΔこΕまͰの事業実績等ʹついͯ

ʢ1ʣʮ高大接続・連携ʹ͓けΔキャϦΞ教育ϓロάϥムʯʹついͯ

ʢ2ʣʮΠンターンγッϓ事業ʯʹついͯ
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第 4 回幹事会

協議事項

協議事項

協議事項

協議事項

1３ 第 3 εςーδの到達点ͱ第 4 εςーδʹ向けた課題ʹついͯʢ案ʣ

第 3 回大学政策委員会

第 5 回幹事会

第 6 回幹事会

1３ 第 3 εςーδの到達点ͱ第 4 εςーδʹ向けた課題ʹついͯʢ案ʣ

1３ 第̏εςーδの到達点ͱ第̐εςーδʹ向けた課題ʹついͯʢ案ʣ

2３ 大学政策委員会 WG ʹついͯʢ案ʣ

1３ 第 3 εςーδの到達点ͱ第 4 εςーδʹ向けた課題ʹついͯʢ案ʣ

2３2013 年度大学政策委員会の発足ͱ WG の設置ʹついͯʢ案ʣ

3３ 大学政策委員会 WG の編成状況ʹついͯʢ案ʣ

4３ 第 4 εςーδϓϥンの検討課題ʹついͯ

2012 年度大学政策委員会委員一覧ʢ敬称略ʣ

委 員 長

副委員長

草野ɹ顕之

大西ɹ有三

見上ɹ崇洋 *

田中ɹ則夫 *

土田ɹ道夫 *

大城ɹ光正 *

濱岡ɹ政好

৿迫ɹ清貴

川本ɹ重雄

戸祭ɹ達郎

午居ɹ隆平

山﨑ɹその

下村ɹ泰彦

築山ɹ崇

脇田ɹ寛

畑村ɹ博行

古瀬ɹゆ͔Γ

黄瀬ɹ謙治

内藤ɹ暁吾

浅見直一郎 *

大谷大学・大谷大学短期大学部 学長ʢ副理事長ʣ

京都大学 理事・副学長ʢ運営委員ʣ

立命館大学 副学長ʢ運営委員長ʣ

龍谷大学 副学長ʢ副運営委員長ʣ

同志社大学 副学長ʢ副運営委員長ʣ

京都産業大学 副学長ʢ運営委員ʣ

佛教大学 副学長ʢ運営委員ʣ

京都工芸繊維大学 副学長

京都女子大学・短期大学部 学長ʢ理事ʣ

成美大学・短期大学部 学長ʢ評議員ʣ

京都嵯峨芸術大学・短期大学部 事務局長ʢ監事ʣ

京都外国語大学・短期大学 総合企画室 参事ʢSD 研修委員会委員長ʣ

京都経済短期大学 事務部長ʢSD 研修委員会委員ʣ

京都府立大学 副学長ʢ運営委員ʣ

京都市立芸術大学 事務局 整備改革推進室長ʢ運営委員ʣ

京都府 政策企画部 企画監

京都市総合企画局 市民協働政策推進室 大学政策担当部長ʢ運営委員ʣ

京都工業会 専務理事

公益財団法人 大学コンソーγΞム京都ɹ専務理事

大谷大学・大谷大学短期大学部 副学長ʢ運営委員ʣオϒβーバー

事 務 局 公益財団法人 大学コンソーγΞム京都

委ɹ員

* 印：大学政策委員会幹事会委員ɺʢɹʣ内：財団内役職

報告事項

協議事項
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■ ７５６８ 年度大学政策委員会ɹ審議経過
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Ⅶɹ巻末資料

１．大学政策委員会・ワーキンググループʢ以下ɺWGʣ等の開催記録

■2012 年度大学政策委員会ɹ審議経過

■2013 年度大学政策委員会ɹ審議経過
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第 1 回大学政策委員会

協議事項

報告事項

報告事項

1３ʮ第 3 εςーδʯのまͱΊʢ中間総括ʣʹついͯ

2３ 大学政策委員会幹事会の設置ʹついͯ

3３2012 年度大学政策委員会の活動ʹついͯ

第 1 回幹事会

第 2 回幹事会

第 2 回大学政策委員会

1３ 第 3 εςーδϓϥン調査結果ʢ中間報告ʣʹついͯ

1３ 第 3 εςーδϓϥン調査結果ʢ中間報告ʣʹついͯ

1３ 第 3 εςーδϓϥン調査結果ʢ中間報告ʣʹついͯ

第 3 回幹事会

報告事項

協議事項 1３ 第 3 εςーδϓϥンの活動まͱΊʢ素案ʣʹついͯ
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第 3WG：大学の発展を支えΔ教職員の育成

WG ʹΑΔ議論：1 回目

報告事項

協議事項

報告事項

協議事項

報告事項

協議事項

1３ 第 3 εςーδϓϥン総括及び大学政策委員会・同 WG 発足の経過ʹついͯ

2３ 検討ςーマ及び各事業ʹ関すΔこΕまͰの事業実績等ʹついͯ

ʢ1ʣʮ高大接続・連携ʹ͓けΔキャϦΞ教育ϓロάϥムʯʹついͯ

ʢ2ʣʮΠンターンγッϓ事業ʯʹついͯ

第 6WG：調査・研究機能の再構築

第 4WG：大学のまち・学生のまち京都の活性化

第 1WG：大学間連携ʹΑΔ教育ϓロάϥムの充実ʢその１ʣ

1３ 第 3 εςーδϓϥン総括及び大学政策委員会・同 WG 発足の経過ʹついͯ

2３ 検討ςーマ及び各事業ʹ関すΔこΕまͰの事業実績等ʹついͯ

ʢ1ʣʮ財団基礎調査ʯʹ͓けΔ調査項目の再検討

ʢ2ʣ重点事業の効果測定の方法ʢ外部有識者ʹΑΔ事業評価等の導入を含Ήʣ

ʢ3ʣ調査・研究課題選定ͳΒびʹ共同研究ϓロδェΫτの組織化

ʢ4ʣ調査・研究の組織体制

ʢ5ʣ財団 20 周年記録の集໿

1３ 第 3 εςーδϓϥン総括及び大学政策委員会・同 WG 発足の経過ʹついͯ

2３ 検討ςーマ及び各事業ʹ関すΔこΕまͰの事業実績等ʹついͯ

ʢ1ʣʮ大学都市京都のϒϥンσΟンά戦略の確立ʯʢ共同広報事業ʣʹついͯ

ʢ2ʣʮ学生の力を活͔した都市活性化ʯʢ学生交流事業ʣʹついͯ

ʢ3ʣʮ都市及び大学都市政策研究支援ʯʢ都市政策研究推進事業ʣʹついͯ
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30
報告事項

協議事項

第 2WG：大学間連携ʹΑΔ教育ϓロάϥムの充実ʢその 2ʣ

1３ 第 3 εςーδϓϥン総括及び大学政策委員会・同 WG 発足の経過ʹついͯ

2３ 検討ςーマ及び各事業ʹ関すΔこΕまͰの事業実績等ʹついͯ

ʢ1ʣ単位互換事業ʹついͯ

ʢ2ʣ生涯学習事業ʹついͯ

ʢ3ʣe- ϥーニンάγεςムʹついͯ

月
　
日
ớ
金
Ờ

７

30 報告事項

協議事項

第 5WG：国際交流ϓロάϥムの充実

1３ 第 3 εςーδϓϥン総括及び大学政策委員会・同 WG 発足の経過ʹついͯ

2３ 検討ςーマ及び各事業ʹ関すΔこΕまͰの事業実績等ʹついͯ

ʢ1ʣ留学生・日本人相互交流ʹついͯɹɹɹɹʢ2ʣ留学生受入Ε体制強化ʹついͯ

ʢ3ʣ学生の海外೿遣ʹついͯɹɹɹɹɹɹɹɹʢ4ʣάローバϧ化ʹ対応した FD４SD ʹついͯ

1３ 第 3 εςーδϓϥン総括及び大学政策委員会・同 WG 発足の経過ʹついͯ

2３ 検討ςーマ及び各事業ʹ関すΔこΕまͰの事業実績等ʹついͯ

ʢ1ʣʮ高大接続・連携ʹ͓けΔキャϦΞ教育ϓロάϥムʯʹついͯ

ʢ2ʣʮΠンターンγッϓ事業ʯʹついͯ
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第 4 回幹事会

協議事項

協議事項

協議事項

協議事項

1３ 第 3 εςーδの到達点ͱ第 4 εςーδʹ向けた課題ʹついͯʢ案ʣ

第 3 回大学政策委員会

第 5 回幹事会

第 6 回幹事会

1３ 第 3 εςーδの到達点ͱ第 4 εςーδʹ向けた課題ʹついͯʢ案ʣ

1３ 第̏εςーδの到達点ͱ第̐εςーδʹ向けた課題ʹついͯʢ案ʣ

2３ 大学政策委員会 WG ʹついͯʢ案ʣ

1３ 第 3 εςーδの到達点ͱ第 4 εςーδʹ向けた課題ʹついͯʢ案ʣ

2３2013 年度大学政策委員会の発足ͱ WG の設置ʹついͯʢ案ʣ

3３ 大学政策委員会 WG の編成状況ʹついͯʢ案ʣ

4３ 第 4 εςーδϓϥンの検討課題ʹついͯ

2012 年度大学政策委員会委員一覧ʢ敬称略ʣ

委 員 長

副委員長

草野ɹ顕之

大西ɹ有三

見上ɹ崇洋 *

田中ɹ則夫 *

土田ɹ道夫 *

大城ɹ光正 *

濱岡ɹ政好

৿迫ɹ清貴

川本ɹ重雄

戸祭ɹ達郎

午居ɹ隆平

山﨑ɹその

下村ɹ泰彦

築山ɹ崇

脇田ɹ寛

畑村ɹ博行

古瀬ɹゆ͔Γ

黄瀬ɹ謙治

内藤ɹ暁吾

浅見直一郎 *

大谷大学・大谷大学短期大学部 学長ʢ副理事長ʣ

京都大学 理事・副学長ʢ運営委員ʣ

立命館大学 副学長ʢ運営委員長ʣ

龍谷大学 副学長ʢ副運営委員長ʣ

同志社大学 副学長ʢ副運営委員長ʣ

京都産業大学 副学長ʢ運営委員ʣ

佛教大学 副学長ʢ運営委員ʣ

京都工芸繊維大学 副学長

京都女子大学・短期大学部 学長ʢ理事ʣ

成美大学・短期大学部 学長ʢ評議員ʣ

京都嵯峨芸術大学・短期大学部 事務局長ʢ監事ʣ

京都外国語大学・短期大学 総合企画室 参事ʢSD 研修委員会委員長ʣ

京都経済短期大学 事務部長ʢSD 研修委員会委員ʣ

京都府立大学 副学長ʢ運営委員ʣ

京都市立芸術大学 事務局 整備改革推進室長ʢ運営委員ʣ

京都府 政策企画部 企画監

京都市総合企画局 市民協働政策推進室 大学政策担当部長ʢ運営委員ʣ

京都工業会 専務理事

公益財団法人 大学コンソーγΞム京都ɹ専務理事

大谷大学・大谷大学短期大学部 副学長ʢ運営委員ʣオϒβーバー

事 務 局 公益財団法人 大学コンソーγΞム京都

委ɹ員

* 印：大学政策委員会幹事会委員ɺʢɹʣ内：財団内役職

報告事項

協議事項
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６
報告事項

協議事項

第 7 回幹事会

1. 大学政策委員会ＷＧの検討状況についͯ

2. 第 4 εςーδプϥンの策定についͯʢ6 つのＷＧの相互調整についͯʣ

月
　
日
ớ
水
Ờ

 9

18 第 2WG：大学間連携によΔ教育プログϥϜの充実ʢその 2ʣ

WG によΔ議論：̎回目

協議事項 1. 第 4 εςーδプϥンに向けた検討課題についͯ

月
　
日
ớ
金
Ờ

9

20

第 5WG：国際交流プログϥϜの充実

1. 第 4 εςーδプϥンに向けた検討課題についͯ協議事項

月
　
日
ớ
水
Ờ

9

25

第 4WG：大学のまち・学生のまち京都の活性化

1. 第 4 εςーδプϥンに向けた検討課題についͯ協議事項

月
　
日
ớ
金
Ờ

9

27

第 3WG：大学の発展を支えΔ教職員の育成

1. 第 4 εςーδプϥンに向けた検討課題についͯ協議事項

月
　
日
ớ
水
Ờ

10

 2

第 1WG：大学間連携によΔ教育プログϥϜの充実ʢその̍ʣ

1. 第 4 εςーδプϥンに向けた検討課題についͯ協議事項

月
　
日
ớ
火
Ờ

10

 8

第 6WG：調査・研究機能の再構築

1. 第 4 εςーδプϥンに向けた検討課題についͯ協議事項

月
　
日
ớ
水
Ờ

10

30

第 8 回幹事会

1. 第 4 εςーδプϥンに向けた検討課題についͯ協議事項

月
　
日
ớ
水
Ờ

11

13

第 4 回大学政策委員会

1. 第 4 εςーδプϥンに向けた検討課題についͯ協議事項

月
　
日
ớ
火
Ờ
〜
　
　日
ớ
金
Ờ

12

11

13

協議事項

̍日目

2 日目

3 日目

加盟大学・短期大学ɹ意見交換会

1. 大学のまち京都・学生のまち京都推進計画についͯʢ京都市ʣ

2. 第４εςーδプϥンʢ答申ʣについͯʢ大学コンソーγΞϜ京都ʣ

3. 意見交換ʢ意見・要望等ʣ

京都市立芸術大学ɺ大谷大学・大谷大学短期大学部ɺ京都嵯峨芸術大学・京都嵯峨芸術大学短期大学部ɺ

京都ϊーτϧμϜ女子大学ɺ種智院大学ɺ明治国際医療大学

京都学園大学ɺ成安造形大学ɺ京都女子大学・京都女子大学短期大学ɺ佛教大学ɺ

京都光華女子大学・京都光華女子大学短期大学部ɺ立命館大学ɺ京都精華大学ɺ龍谷大学・龍谷大学短期大学部

京都外国語大学・京都外国語短期大学ɺ京都華頂大学・華頂短期大学ɺ京都経済短期大学ɺ京都産業大学ɺ

京都造形芸術大学ɺ京都橘大学ɺ京都薬科大学ɺ成美大学・成美大学短期大学部ɺ同志社大学

１
月

加盟大学・短期大学ɹ個別ヒΞϦング

14 日ʢ火ʣ

15 日ʢ水ʣ

16 日ʢ木ʣ

17 日ʢ金ʣ

21 日ʢ火ʣ

22 日ʢ水ʣ

23 日ʢ木ʣ

24 日ʢ金ʣ

京都医療科学大学ɺ京都文教短期大学ɺ放送大学・京都学習センλー

京都工芸繊維大学ɺ池坊短期大学

京都教育大学ɺ京都聖母女学院短期大学

大阪医科大学

京都西山短期大学ɺ同志社女子大学

京都府立大学ɺ京都府立医科大学ɺ京都文教大学

花園大学

京都大学ɺ平安女学院大学

月
　
日
ớ
木
Ờ

2

20 報告事項

協議事項

第 9 回大学政策委員会幹事会

1. 加盟校に͓けΔ意見・要望の集໿結果についͯʢ第 4 εςーδプϥンʣ

2. 京都市民を対象にした意見・要望の集໿結果についてʢʮ大学のまち・学生のまち京都推進計画ʯ2014-2018ʣ

3. 第 4 εςーδプϥン答申ʢ素案ʣについͯ

月
　
日
ớ
水
Ờ

2

26 協議事項

報告事項

第 5 回大学政策委員会

1. 第 4 εςーδプϥン答申ʢ案ʣについͯ

ɹ意見交換会及び個別訪問に͓けΔ意見・要望の集໿結果についͯ

2. 大学のまち京都・学生のまち京都推進計画ʢ2014 ～ 2018ʣについͯ

2013 年度大学政策委員会委員一覧ʢ敬称略ʣ

委 員 長

副 委 員 長

草野ɹ顕之

見上ɹ崇洋 *

大塚ɹ雄作

৿迫ɹ清貴

山﨑ɹその

大城ɹ光正 *

真山ɹ達志 *

田中ɹ則夫 *

古瀬ゆ͔Γ

畑村ɹ博行

浅見直一郎 *

南ɹ寛

内藤ɹ暁吾

大谷大学・大谷大学短期大学部 学長ʢ副理事長ʣ

立命館大学 副学長ʢ運営委員長ʣ2013 年 12 月 31 日まͰ

京都大学 高等教育研究開発推進センλー センλー長・教授

京都工芸繊維大学 副学長

京都外国語大学・短期大学 総合企画室 参事ʢSD 委員会委員長ʣ

京都産業大学 副学長ʢ運営委員ɺ2014 年 1 月 15 日よΓ副運営委員長ʣ

同志社大学 副学長・教育支援機構長

                            ʢ副運営委員長ɺ2014 年 1 月 15 日よΓ運営委員長ʣ

龍谷大学・龍谷大学短期大学部 副学長ʢ副運営委員長ʣ

京都市総合企画局 市民協働政策推進室 大学政策担当部長ʢ運営委員ʣ

京都府政策企画部 企画監

大谷大学・大谷大学短期大学部 副学長ʢ運営委員ʣ

京都市立芸術大学 教務学生支援室長ʢ運営委員ʣ

公益財団法人 大学コンソーγΞϜ京都 専務理事

事 務 局 公益財団法人 大学コンソーγΞϜ京都

* 印：大学政策委員会幹事会委員ɺʢɹʣ内：財団内役職

委ɹ員

第 1WG：大学間連携によΔ教育プログϥϜの充実ʢその 1ʣ

2013 年度 WG 委員一覧ʢ敬称略ʣ

座ɹ長 田中ɹ則夫

内村ɹ浩

遠山ɹ秀史

多田ɹ実

古川ɹ秀夫

龍谷大学・龍谷大学短期大学部 副学長ʢ大学政策委員会幹事会ʣ

京都工芸繊維大学 Ξυϛッγョンセンλー 教授ʢ高大連携推進室ɹ室長ʣ

京都府教育委員会 高校教育課 指導主事ʢ京都高大連携研究協議会事務局ʣ

同志社大学 政策学部 教授ʢΠンλーンγップ研究会副委員長・プログϥϜコーσΟωーλーʣ

龍谷大学 国際文化学部 教授ʢΠンλーンγップ研究会委員長・プログϥϜコーσΟωーλーʣ

事 務 局 公益財団法人 大学コンソーγΞϜ京都

委ɹ員
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水
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月
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火
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第 6WG：調査・研究機能の再構築
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日
ớ
水
Ờ

10

30

第 8 回幹事会

1. 第 4 εςーδプϥンに向けた検討課題についͯ協議事項
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水
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11

13
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Ờ
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協議事項
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加盟大学・短期大学ɹ意見交換会

1. 大学のまち京都・学生のまち京都推進計画についͯʢ京都市ʣ

2. 第４εςーδプϥンʢ答申ʣについͯʢ大学コンソーγΞϜ京都ʣ

3. 意見交換ʢ意見・要望等ʣ

京都市立芸術大学ɺ大谷大学・大谷大学短期大学部ɺ京都嵯峨芸術大学・京都嵯峨芸術大学短期大学部ɺ

京都ϊーτϧμϜ女子大学ɺ種智院大学ɺ明治国際医療大学

京都学園大学ɺ成安造形大学ɺ京都女子大学・京都女子大学短期大学ɺ佛教大学ɺ

京都光華女子大学・京都光華女子大学短期大学部ɺ立命館大学ɺ京都精華大学ɺ龍谷大学・龍谷大学短期大学部

京都外国語大学・京都外国語短期大学ɺ京都華頂大学・華頂短期大学ɺ京都経済短期大学ɺ京都産業大学ɺ

京都造形芸術大学ɺ京都橘大学ɺ京都薬科大学ɺ成美大学・成美大学短期大学部ɺ同志社大学

１
月

加盟大学・短期大学ɹ個別ヒΞϦング

14 日ʢ火ʣ

15 日ʢ水ʣ

16 日ʢ木ʣ

17 日ʢ金ʣ

21 日ʢ火ʣ

22 日ʢ水ʣ

23 日ʢ木ʣ

24 日ʢ金ʣ

京都医療科学大学ɺ京都文教短期大学ɺ放送大学・京都学習センλー

京都工芸繊維大学ɺ池坊短期大学

京都教育大学ɺ京都聖母女学院短期大学

大阪医科大学

京都西山短期大学ɺ同志社女子大学

京都府立大学ɺ京都府立医科大学ɺ京都文教大学

花園大学

京都大学ɺ平安女学院大学

月
　
日
ớ
木
Ờ

2

20 報告事項

協議事項

第 9 回大学政策委員会幹事会

1. 加盟校に͓けΔ意見・要望の集໿結果についͯʢ第 4 εςーδプϥンʣ

2. 京都市民を対象にした意見・要望の集໿結果についてʢʮ大学のまち・学生のまち京都推進計画ʯ2014-2018ʣ

3. 第 4 εςーδプϥン答申ʢ素案ʣについͯ

月
　
日
ớ
水
Ờ

2

26 協議事項

報告事項

第 5 回大学政策委員会

1. 第 4 εςーδプϥン答申ʢ案ʣについͯ

ɹ意見交換会及び個別訪問に͓けΔ意見・要望の集໿結果についͯ

2. 大学のまち京都・学生のまち京都推進計画ʢ2014 ～ 2018ʣについͯ

2013 年度大学政策委員会委員一覧ʢ敬称略ʣ

委 員 長

副 委 員 長

草野ɹ顕之

見上ɹ崇洋 *

大塚ɹ雄作

৿迫ɹ清貴

山﨑ɹその

大城ɹ光正 *

真山ɹ達志 *

田中ɹ則夫 *

古瀬ゆ͔Γ

畑村ɹ博行

浅見直一郎 *

南ɹ寛

内藤ɹ暁吾

大谷大学・大谷大学短期大学部 学長ʢ副理事長ʣ

立命館大学 副学長ʢ運営委員長ʣ2013 年 12 月 31 日まͰ

京都大学 高等教育研究開発推進センλー センλー長・教授

京都工芸繊維大学 副学長

京都外国語大学・短期大学 総合企画室 参事ʢSD 委員会委員長ʣ

京都産業大学 副学長ʢ運営委員ɺ2014 年 1 月 15 日よΓ副運営委員長ʣ

同志社大学 副学長・教育支援機構長

                            ʢ副運営委員長ɺ2014 年 1 月 15 日よΓ運営委員長ʣ

龍谷大学・龍谷大学短期大学部 副学長ʢ副運営委員長ʣ

京都市総合企画局 市民協働政策推進室 大学政策担当部長ʢ運営委員ʣ

京都府政策企画部 企画監

大谷大学・大谷大学短期大学部 副学長ʢ運営委員ʣ

京都市立芸術大学 教務学生支援室長ʢ運営委員ʣ

公益財団法人 大学コンソーγΞϜ京都 専務理事

事 務 局 公益財団法人 大学コンソーγΞϜ京都

* 印：大学政策委員会幹事会委員ɺʢɹʣ内：財団内役職

委ɹ員

第 1WG：大学間連携によΔ教育プログϥϜの充実ʢその 1ʣ

2013 年度 WG 委員一覧ʢ敬称略ʣ

座ɹ長 田中ɹ則夫

内村ɹ浩

遠山ɹ秀史

多田ɹ実

古川ɹ秀夫

龍谷大学・龍谷大学短期大学部 副学長ʢ大学政策委員会幹事会ʣ

京都工芸繊維大学 Ξυϛッγョンセンλー 教授ʢ高大連携推進室ɹ室長ʣ

京都府教育委員会 高校教育課 指導主事ʢ京都高大連携研究協議会事務局ʣ

同志社大学 政策学部 教授ʢΠンλーンγップ研究会副委員長・プログϥϜコーσΟωーλーʣ

龍谷大学 国際文化学部 教授ʢΠンλーンγップ研究会委員長・プログϥϜコーσΟωーλーʣ

事 務 局 公益財団法人 大学コンソーγΞϜ京都

委ɹ員
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第 2WG：大学間連携によΔ教育プϩάラムの充実ʢその 2ʣ

座ɹ長 浅見直一郎

৿迫ɹ清貴

内藤ɹ多恵

八木ɹ透

阿部ɹ一晴

大谷大学・大谷大学短期大学部 副学長ʢ大学政策委員会幹事会ʣ

京都工芸繊維大学 副学長ʢ大学政策委員会ʣ

龍谷大学 REC 事務部 課長ʢ京カϨοδ企画検討委員会ʣ

佛教大学 歴史学部 教授ʢ京都学企画検討委員会ɹ委員長ʣ

京都光華女子大学ɹ情報教育センター 准教授

                          ʢe ラーニンάコンςンπ調整会議委員ɺFD 研究ワーキンάʣ

事 務 局 公益財団法人 大学コンソーγΞム京都

委ɹ員

第 3WG：大学の発展を支えΔ教職員の育成事業の充実

座ɹ長

山﨑ɹその

行廣ɹ隆次

長谷川岳史

大島ɹ英穂

川面ɹきよ

事 務 局 公益財団法人 大学コンソーγΞム京都

京都大学 高等教育研究開発推進センター センター長・教授

ʢ大学政策委員会・FD 研究ワーキンάʣ

京都外国語大学・短期大学総合企画室 参事ʢSD 委員会委員長ʣ

京都学園大学人間文化学部心理学科 准教授ʢFD 研究ワーキンά委員長ʣ

龍谷大学 経営学部 経営学科 教授ʢFD フォーラム企画検討 WG 委員長ʣ

立命館大学 国際部 事務部長ʢSD 委員会副委員長ʣ

大学コンソーγΞム京都 FD 専門研究員

委ɹ員

大塚ɹ雄作

第 4WG：大学のまち・学生のまち京都の活性化

座ɹ長

事 務 局 公益財団法人 大学コンソーγΞム京都

同志社大学 副学長・教育支援機構長ʢ大学政策委員会幹事会ʣ

京都文教短期大学 入試センター 次長

ʢ京都の大学ʮ学びʯフォーラム企画検討委員会ɹ委員長ʣ

京都市立芸術大学 教務学生支援室長ʢ大学政策委員会ʣ

立命館大学 国際関係学部長 教授ʢ前 学生交流事業部長ʣ

龍谷大学 政策学部長 教授

ʢ都市政策研究会 委員長ɺ未来の京都創造研究事業運営委員会 副委員長ʣ

京都市 総合企画局市民協働政策推進室 大学政策部長ʢ大学政策委員会ʣ

委ɹ員

真山ɹ達志

田村ɹ哲順

南ɹɹ寛

文ɹ京洙

石田ɹ徹

古瀬ゆかΓ

第 5WG：国際交流プϩάラムの充実

大城ɹ光正

松浦ɹ真理

津守ɹ淨子

竹内ɹ俊雄

福原ɹ早苗

井上八三郎

事 務 局 公益財団法人 大学コンソーγΞム京都

京都産業大学 副学長ʢ大学政策委員会幹事会ʣ

京都華頂大学 現代家政学部 准教授

ʢ国際連携事業運営委員会ɺ海外留学೿遣プϩάラム開発支援事業運営委員会委員長ʣ

龍谷大学 国際部 事務部長

京都市 総合企画局 市民協働政策推進室 大学政策課長ʢ国際連携事業運営委員会ʣ

京都府 政策企画部戦略企画課 大学政策担当課長

京都市 国際交流協会 総務課長

委ɹ員

座ɹ長

第 6WG：調査・研究機能の再構築

見上ɹ崇洋

河村ɹ能夫

中村ɹ博幸

事 務 局 公益財団法人 大学コンソーγΞム京都

立命館大学 副学長ʢ大学政策委員会幹事会ʣ

龍谷大学 名誉教授ɹ研究地域連携フェϩー

ʢΠンターンγοププϩάラムコーσΟネーターʣ

京都文教大学 臨床心理学部 教授ʢ高大連携推進室ʣ

大学コンソーγΞム京都 γンΫタンΫ事業 プϩδェΫτ・マネーδャー

立命館大学 歴史都市防災研究センター 客員研究員 非常勤講師

委ɹ員

座ɹ長

水田ɹ哲生

各 WG 上段委員：座長ɺʢɹʣ内：財団内役職
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参考．第 4 εςーδϓϥン策定のたΊの検討体制

理事会

大学政策委員会 運営委員会

幹事会
＊ワーキンάάϧーϓ間の調整

第 4 εςーδϓラン策定ɹ検討ワーキンάάϧーϓ

第 ６ ワーキンάάϧーϓɹ

大学間連帯にΑΔ教育ϓϩάラムの充実ʢ６ʣ

第 ７ ワーキンάάϧーϓɹ

大学間連帯にΑΔ教育ϓϩάラムの充実ʢ７ʣ

第 3 ワーキンάάϧーϓɹ

大学の発展を支えΔ教職員の育成

第 4 ワーキンάάϧーϓɹ

大学の·ち京都・学生の·ち京都の活性化

第 5 ワーキンάάϧーϓɹ

国際交流ϓϩάラムの充実

第 6 ワーキンάάϧーϓɹ

調査・研究機能の再構築

幹事会
＊組織運営と財政改善の課題

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼ ▼ ▼

▼▼▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼



参考．第4ステージにおける主要事業一覧

①

①

①

①

②

②

③

③

③

③

③

①②③

③

①②③

①②③

財団の果たす

役割
事業の名称

主なプログラム
・

取組み等

高大連携事業

インターンシップ事業

単位互換事業

生涯学習事業

FD事業

SD事業

学生交流事業

都市政策研究推進事業

シンクタンク事業

（未来の京都創造研究事業）

（京都市予算）

学まちコラボ事業

（大学地域連携創造・支援事業）

（京都市予算）

国際交流事業

調査企画事業

共同広報事業

広報

その他

( キャンパスプラザ指定管理
・

財団運営ほか）

京都の大学「学び」フォーラム

京都高大連携研究協議会事業
（実践研究共同教育プログラム

          Kyotoカタリ場他）

ビジネスコース

パブリックコース

プログレスコース

単位互換制度運用

e- ラーニングシステム

京カレッジ

京都学講座

ＦＤ階層別研修 
（新任教員ＦＤ合同研修、

京都Ｆｄeｒ塾、ＦＤ執行部塾）

ＦＤフォーラム

ＳＤフォーラム

大学職員共同研修

ＳＤワークショップ

京都学生祭典

京都国際学生映画祭

都市政策研究会

都市政策研究交流大会

未来の京都創造研究事業

研究助成制度

京都市市民生活実感調査分析

公開プレゼンテーション
・

学まちコラボ事業報告会

短期海外学生派遣事業

海外派遣プログラム開発事業

留学生住宅支援事業

財団基礎調査

大学のまち京都推進会議
共同事業

学びスタイル発行

財団広報

（Webページ・SNSの運用、

事業紹介冊子、会報の発行）

キャンパスプラザ指定管理事業
財団運営関連

( 事務局管理事務経費・人件費等）

その他

事業の方向性や主な課題

財団組織運営の効率化、財政状況の改善

キャリア教育プログラムなど大学生・高校生双方への教育効果を

発揮できる事業を開発・推進

コース別の効果検証、事前・事後プログラムの充実

加盟校・学生のニーズに応じた科目の精選とコーディネート機能の強化

受講生のニーズに応じた科目の精選

階層別研修の効果測定

大学アドミニストレータ研修の再開に向けた準備

京都学生祭典・京都国際学生映画祭における教育効果検証、

芸術普及事業の休止

若手研究助成事業の他事業への統合に伴う廃止、

政策研究交流大会参画大学・学生層の拡大

事業認知度の向上　大学都市政策研究（指定課題）

の新規設定（財団による予算の追加措置）

事業認知度の向上

留学生と日本人学生の交流機能の強化、

短期留学生受入れプログラムの新規開発

調査・企画部門の設立、事業部横断の調査研究課題の設定・実施

共同入試広報事業の規模の大幅見直し・縮減

財団事業成果の情報発信機能強化

財団の果たす役割 (3点）

①京都地域における大学間連携事業の推進　　　　　　②加盟校の教育の質向上の追求支援

③「大学都市」京都、地域の発展と活性化への貢献

53京都地域における学生のʮ学びと成長ʯの支援をめ͟͠て



〒600-8216

京都市下京区西洞院通塩小路下るキャンパスプラザ京都

（京都市大学のまち交流センター）内

TEL ：075-353-9100（代表）　FAX：075-353-9101

URL：http://www.consortium.or.jp

　　：http://www.facebook.com/consortium.kyoto

　  高等教育イベントナビ教まちや：http://henews.consortium.or.jp/
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